














紅霞後宮物語　第四幕








雪村花菜





富士見Ｌ文庫









本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　目次








紅霞後宮物語　第四幕

あとがき









　──葬列ほど哀しい行列はない。

　誰もがわきまえているようなことを、あえて口に出した人が大昔にいたのだと、文ぶん林りんが言っていたことがある。あれはいつのことだっただろうか……もう覚えていない。

　聞いたときに、あたりまえじゃないのと思った。そのことだけ、なぜかはっきりと覚えている。

　けれども今の小しよう玉ぎよくは、昔とは少し違う思いを抱えていた。葬列が哀しいのは、今でも同じだ。だがわかりきったことを、あえて言わざるをえなかった人と話をしてみたい。そんなことをぼんやりと考えていた。




　曇天の空は、見ようによってはこの日──明めい慧けいの葬儀の日──にふさわしいものだった。どこか薄暗い冬の昼に、真っ白い棺ひつぎが目にしみるようだった。

　その「白」は、小玉が遠くから眺める景色である。

　高楼から小玉は、ゆっくりと進む葬列をじっと見下ろしていた。皇后である小玉は葬列に参加できない。彼女自身の身分もさることながら、宮城において基本的に死は忌むべきものだからだ。

　だから去っていく明慧の棺を、見送ることしかできないのだ。それはもしかしたらいいことだったのかもしれないな、と小玉は彼女らしからぬ気弱な思考に浸る。




　だって、泣き声に耐えられる自信がない。

　きっと今、あの葬列の間には、明慧の息子の泣き声が響いているだろう。




　ただ見ているだけの今でさえ胸が痛い。それでも目をそらすことができない。

　小玉は小さくなる「白」をじっと見つめた。見えなくなっても、その「白」が消えていった先をずっと見つめ続けた。

　胸の内に一つの思いがある。

　──このままでは終わらせない。終わらせてなるものか。




　　　　※




　どれほど悲しくても、それなりに日常は戻ってくる。戻ってきた日常と、心にくすぶる非日常とをすりあわせているうちに、冬が終わりを迎えた。




　……ということは、亀が冬眠から覚める時期になったということである。

　小玉が名付けを決めた時点で池のどこかで熟睡していた亀は、目が覚めたのち改めて「潤じゆん」と名付けられた。亀自身が命名を意識しているかははなはだ疑問であるが、今や「潤」と呼ばれるようになった亀は、やたらと元気にばしゃばしゃ泳いでいる。

　亀はもう少し緩慢な動きをする印象を持っていたのだが、あの行動力はなんだろうと小玉は疑問を抱いている。よほど餌がよかったのだろうか。それとも飼い主に似たのだろうか。ともあれ、小玉は義理の息子の鴻こうと一緒に、それなりに亀を愛めでていた。




　そういうふうに本格的な春を迎える準備をしながら、小玉は待っていた。

　ずっと待っていた。

　明慧の死の原因──鄒すう王おうのことについて、調査が進んだと文林から知らされることを。

　受け身の姿勢でいることは、好きではない。

　しかし自分は動くべき立場にはおらず、また動くには性質が向いておらず、文林ならば動けば必ず手がかりを見つけると信じていたから、ただ待っていた。

　待って……ある日、小玉は文林に呼びつけられた。特に珍しいことではないが、問題が一つある。小玉は使いの前にもかかわらず、思わず声をあげてしまった。

「げ」

　すかさず梅ばい花かも声をあげる。

「娘じよう子し」

「あ、すみません」

　これまたすかさず謝る小玉。完全に調教されている自覚はある。梅花は馬の訓練に携わっても大成したんじゃないかと、こういう瞬間に思う小玉である。

　今度廏うまや番ばんの孫そん老人を紹介してみようか……と、なんとなく考えながら、小玉は使いの宦かん官がんにすぐ向かう旨を伝えて、椅子から立ち上がった。

「梅花、着替えるわ」

「はい、ただちに用意いたします」

　用意は本当に「ただちに」であった。目をらんらんと輝かせた女官たちが、衣装を持って殺到したのである。

　小玉が「げ」と声をあげた理由は、女官たちがこうなってしまう状況を予想できてしまったからだ。呼ばれた場所が文林の私的な宮であれば、こうも着飾る必要はない。しかし今呼ばれたのは政務の場……官吏たちも訪れる公的な場だ。仮にも皇后が、簡素な身なりで訪れることはできない。嘆願のときのような場合は別として。

　しかし、今小玉が暗い気持ちになっているのは、単に着飾るのが嫌だからというだけではない。

「……では、行ってきます」

「いってらっしゃいませ」

　にこにこした女官たちの見送りを受け、清せい喜きを引き連れて完全装備で輿こしに乗り込んだ小玉は、一つ軽いため息をついた。

　降りるときにもう一つ。

　なぜなら目の前に、ちょうど一人の官吏がいたからだ。しかも顔見知りである。

　といっても、別に小玉に対して反感を持っている相手ではない。以前は一緒に飲みに出かけていたくらいの仲だ。……だからこそ嫌なのである。

「娘子に拝謁いたします」

「楽になさい」

　かつての顔見知りとはいっても、今や皇后と一官吏である。気安い挨あい拶さつを交わすことはできない。特に今のような公的な場であれば。

　小玉はなるべく淑しとやかに見えるような所作と声音で、跪ひざまずく相手に答礼する。

「感謝いたします」

　言いながら相手は立ち上がり、小玉の姿を見て「おお……」というような、謎の感嘆に満ちた眼まな差ざしになった。




　この瞬間が嫌なのである。なにが「おお」だ。




　このような場で出会う小玉の顔見知りとは、すなわち武官時代の小玉を見知っているということである。そう、甲かつ冑ちゆう姿とか動きやすい胡こ服ふく姿とかで、そこらへんをのしのしと歩いていた小玉を。

　それが今や華やかな衣装や装飾品で飾り立てた、一見貴婦人である。落差の激しさたるやとんでもないものであるということは、言われるまでもない。誰よりも小玉自身がよくわかっている。

　しかし、「すげえな、とにかくなんかすげえなおい」みたいな一種の感動の眼差しを向けられるのは、馬鹿にされるのとはまた違った嫌な感じである。というか馬鹿にされるほうが、女の身で軍に入った経験上慣れているので、まだましである。

　今この瞬間にも、胸になんともいえない苛いら立だちが胸にわだかまっていく。いったいどこにぶつけるべきか。




　──あの野郎、納得できる用事でなかったら、ただじゃ済まさん。




　……もちろんその「あの野郎」は、こういう場に呼びつけた文林である。

　無難な決意を胸に、小玉は歩きやすいよう裾すそを一応優雅に持ち上げて、文林のいる方向へのしのしと歩き始めた。彼女の歩き方を見た官吏が「あ、ちゃんと関かん小玉だ」と、妙に安心した顔になったのを小玉は知らない。

　彼と目を合わせて苦笑してから、小玉を追いかけた清喜は知っているが。







　小玉が来たのを認め、文林が手にした筆を置く。

「来たか」

　小玉が若干憤然としているのは、気にしていないようである。

「来た。で、なんの用なの？」

　小玉の問いに、文林は人払いをしたのち、目の前に置いていた冊子を取りあげて、小玉に差し出す。

「これだ」

　小玉はやや目をすがめて差し出されたものを眺め、不審げな声を出す。

「……帳簿？」

　文林は開いたまま持ち上げているので、冊子の正体がなんであるのかはわかる。しかしなぜ帳簿などというものを見せてくるのかが、わからない。

「ああ、鄒王のところで押収したものだ」

　先の反乱の首謀者の名前を出され、小玉は間髪を容いれず問いかける。

「なにかわかったの？」

「まあ待て」

　やや前のめりになる小玉に、文林はたしなめるような声を出した。小玉ははっとした。鄒王という単語に過敏になっている自覚はあった。

「順を追って説明する」

　一つ息を吐いて気分を落ち着かせて、小玉は頷うなずいた。文林も頷き返し、口を開く。

「俺が帳簿を見てたのは、あいつの金の動きに不審な点がないかを調査させていてな、最終確認をしていたからだ」

　皇帝が直々にやる仕事じゃないよね……などということを、小玉は言わない。代わりにこう言う。

「楽しかったでしょ？」

　小玉はよくわかっている。文林がこの手の事務関係の……特に帳簿がらみの仕事が、大好きだということを。

「かなり」

　案に相違せず、文林は素直に一つ頷いた。彼の気持ちがやや上向いているように見えるのは、小玉の気のせいではないようだった。

　元々彼は小玉の有能な副官として、その腕を振るっていた。特にさすが商家の出身というべきか、金銭に関わることについていえば、彼の才能と熱意の右に出る者はいないと小玉は思っていた。純粋な尊敬を捧ささげるほどに。

　なんでこいつ、文官にならなかったんだろうなと思ったことも、一度ならずある。

　文林は一度閉じた帳簿の表紙をそっと撫なでながら、なにやらしみじみとした口ぶりで語る。

「帳簿はいい……穴があるのを発見するのも楽しいし、誰かがこせこせごまかそうとしている様子を見るのも面白い。時に思いがけない手口を知ると、新しい学びに心が洗われるようだ」

「いや、洗われてないよ、むしろどんどん汚れてるよ。あと、まず計算がぴったり合ったときの喜びを取りあげようよ」

　……彼のこのあたりの感覚はよくわからないが。

　ついでに、そんなにも帳簿が大好きなわりに、金が大好きというわけでもない彼の心も不可解だが。

　しかしどんなかたちであろうと、心が癒いやされたのならばそれもまたよかろう。追及したところで誰一人得も損もしないことについて、小玉は労力を費やすつもりなどなかった。

「で、誤差は見つかったの？」

「まあ、予想の範囲内で」

「あらま」

　小玉はちょっと目を見開いた。

「その『予想』っていうのは、怪しいところが見つかったっていう予想のこと？」

　だとしたら、彼が呼びつけた理由に納得できるし、彼は小玉に殴られずに済む。万事めでたしであるのだが……、

「いや、無難な誤差」

　文林は本当に真面目に、帳簿の監査だけの成果を得ていたらしい。がっかりである。結果にも、この男にも。

「人間である以上、多かれ少なかれ間違いはあるさ」

　いや、そういう問題じゃない。

「まあ、そうだけど……それで？　あたしを呼んだのは、今更帳簿の付け方を教えるため？」

　そろそろ状況に飽きてきた小玉は、適当なことを言い始めるが、

「そちらの勉強は、もう少ししてから始めようと思っている」

　まさかの肯定に、小玉は思わず声をあげた。

「やらせるの!?」

「後宮の歳出について、な。お前少し苦手だろ」

「そりゃそうだけど！」

　小玉の顔が引きつった。そんな彼女をよそに、文林はさらりと話を変えてくる。

「いつ始めるかは、近々時間をとってじっくり話し合うとして」

「待って、今話し合いたいんだけど」

　この話題については自分が損をしそうなので、小玉は追及の姿勢に入った。しかし次の文林の言葉で、それどころではないということがわかった。

「誤差から判明したわけではないが、お前も待っていた鄒王の裏の手がかりらしいものを見つけた。さすがにこの帳簿を後宮には持ち出せないからな、来てもらった」

「はい、なんでしょう」

　素早く聞く姿勢に切り替える。さすが文林、監査だけで終わらせていなかったらしい……と、現金にも小玉は、ついさっき感じた落胆をなかったことにした。

　その態度に文林はどこか満足そうに頷きながら、再び帳簿を開いて一点を指さす。

「ここを見ろ」

「うん」

　小玉は指示どおりの場所に、目を落とした。




　…………。




「……で、これがなに？」

　しばらくの沈黙のあと、小玉は紙面から顔をあげて文林の目を見た。

「どう見ても、お茶の購入記録にしか見えないんだけど」

　文林が重々しく頷く。

「そうか。まずそれについては読み取れているようだな」

「いくらなんでも、書かれてあることはわかるわ」

　小玉は軽く片方の眉まゆをあげる。

　茶の名前と金額と購入元と日付が書かれている行だ。どうやっても誤解しようがない。というか、その情報以外のなにが読み取れるというのだ。

「……言っておくが、馬鹿にしてるわけじゃないぞ」

「補足すれば、なんでも許されると思うな」

　文林の言い分に、小玉はわざとらしくにっこりと笑った。

　小玉も最低限の出納については理解している。一応花嫁修業は終えているのだから、細かい金勘定はけっこう得意だ。だから地味に傷つく。

「悪い、今のは失言だった」

「うん。それで？」

　小玉の心境がわかったのか、文林は素直に謝った。小玉も彼のその態度で流して、話の先を促すが、

「お前、ここに書いてある茶の産地について、知ってるか？」

　話はいきなり、小玉が予想だにしなかった方面へ移った。

「いや産地、は……えー……すみません、わかりません」

　微妙な笑みを浮かべながら、小玉は首を横に振った。

　なんてったって自分は、後宮に入る前はそこら辺の草をあぶって茶代わりにしたこともある女である。

　後宮に入ってからも、「なんとかの香りのお茶」みたいな区別しかできていない女である。




　無知を素直に認める小玉を、文林は責めるでもなく話を進める。どうやら小玉の反応は予想済みだったらしい。

「そうか。この茶の名産地はこの国に三箇所ある」

「はあ」

「そのうちの一箇所が鄒王領にある」

「はあ」

　小玉は文林から与えられた教養方面の情報に、とりあえず頷き続ける。ちょっと目が死んできた。

「しかし、ここに書いてある記録を見ると購入元は領外……しかも、さほどこの茶の名産といえるような地ではない」

「なるほど」

　……さすがに読めた。

「自分のとこでまかなえるものを、わざわざよそで買うなんておかしいよね」

　小玉の目に活力が戻ってきた。彼女の言葉に、文林が軽く笑みを浮かべる。

「そうだ。領地からの献上品だけでも余るほどのはずだというのに」

「……一応聞くけど、単に鄒王がここで摘んだお茶の味のほうが好きだったとかっていうことはないのね？」

「仮に好みだったとしても、普通は自分のところを使うはずだ。鄒王は領主としては、比較的よく経営していた。この類たぐいの人間は、自分の土地の産業を奨励するものだ。仮に個人用に購入していたとしても、金額が大きすぎる。しかもそれほどの額の記録が、短い間隔で定期的ときている」

「ははあ……」

　文林はさらっと言うし、解説されると怪しさはわかるが、まずその怪しさに気づいた時点でただ事ではない。

　単純な帳簿の知識の他、国中の産業についての知識、文化人としての教養がなければ、平気で見落とすようなところだろう……多分。自分自身に素地がなさすぎて、小玉には文林のすごさの程度が推し量りきれない。すごいということだけはわかるけれど。

「文林……」

「なんだ？」

　小玉はしみじみと言う。

「あんた、やっぱりあたしのこと馬鹿にしていいわ」

「だから最初から、別に馬鹿にしていないからな」

　得手不得手の問題だろ、と文林は帳簿を閉じながらあっさりと言った。そして小玉に向き直る。

「さて、お前を呼んだ理由はわかったな？」

　小玉は軽く表情を引き締めて頷うなずく。

「このお茶の購入元の土地がなにか怪しいってこと。だからその調査をするってことでしょ？」

「ああ」

　文林は頷く。しかし自分の考えが当たったことを、小玉は素直には喜んでいなかった。胸に一つの疑念がある。

「でも……その調査は、彼の死の解決とつながるの？」

　そう、文林の言うとおり、帳簿の件は怪しいことは怪しい。だがそれは金銭の授受に関する怪しさであって、調査の結果が必ずしも不正に結びつくとは限らない。




　ましてや、鄒王の不審死の核心に至る保証は、もっとないはずだ。




　素直に疑念を口にする小玉に、文林は言葉少なに答えた。

「俺はそう見ている」

　静かな確信が彼の目に宿っているのを、小玉は認めた。しかしそれだけで納得できるほど、軽い問題でもなかった。

　今や小玉の中で、彼の死の原因の解明は明慧の死とつながっていた。この問題が解決するまで、明慧の死はただ「死」のまま、小玉の中で一歩も動かないのだった。

「根拠は？」

　だから問いかけた。そんな彼女の心中を理解しているのか、文林は面倒くさそうな様子もなく説明をする姿勢に入ってくれた。

「……先帝の粛清のことは知っているな？」

「え？　……ええ」

　いきなり話が予想していなかった方向に飛んだのと、そのとんだ方向があまりいい記憶ではなかったため、小玉はやや戸惑った声をあげた。

　文林の甥おい孫まごであった先帝は、崩御する少し前に大規模な皇族の粛清を行っている。それはでっちあげではなく、正当な理由があってのものであった。だが、女子どもまで容赦なく大量に処刑される光景は、見ていてあまり気持ちいいものではなかった。武官として大なり小なり関わっていた小玉にとっては、まだ記憶に新しいことだ。

「先帝は有能だった。あら探しに抜かりなく、証拠を摑つかみ、狙った相手をほとんどすべて殺しつくした……俺よりはるかに皇帝に向いていたのに、なんで長生きできなかったんだろうな」

「…………」

　文林の最後のほうの言葉は、自分自身ではどうしようもないことに対する、なんともいえない、また誰に向けたわけでもない、一種の嘲あざけりのようなものを含む愚痴でしかなかった。どうとも答えようがなく、小玉は無言のままでいた。

　ふう、と軽くため息をついて、文林は言葉を続ける。

「その彼が、こんな初歩的なものを見落とした。先帝の死までは隠しおおせたんだ、鄒王は。俺には裏があるとしか思えない」

「う……ん、そうなんだ」

　小玉には初歩的だとは思えないが、彼の基準で初歩的だというならばそうなのだろう。

「鄒王はそこまで力を持つ皇族ではなかった。他に彼の協力者がいたと見ていい」

　小玉は文林の言葉のあとを引き継ぐようにして、確認する。

「……そして、鄒王に協力していた人間が彼を見放したから、今になって怪しいところがわかったってこと？」

「俺はそう見ている」

「でもそれっておかしいじゃない？　もし裏に誰かがいたとして、その人間が鄒王を見放したんなら、自分たちにつながる証拠だって消そうとするんじゃないの？」

　文林がふっと笑う。

「やっぱりお前は、意外に鋭いな」

「うんまあ、今のは褒め言葉として受け取っとくわ」

　腹も立てずに頷く小玉へ向かって、文林は再び笑う。今度は小馬鹿にしたように。ただその笑いは、小玉に向けたものではなかった。

「おかしいことにな、調査を命じたら最中に帳簿の一部が紛失したり、汚損したりしたんだ。それで急いで俺が引き取った」

「あー……納得しました」

　色々なことに対して、小玉はやっと腑ふに落ちた。

　彼が帳簿の不審点にこだわることも、そもそも、皇帝が直々に帳簿の最終確認をしていたことも。好きな作業とはいえ自分がせずともいい仕事を増やすような、非効率的な男ではない。

「じゃあ、このお茶の産地を探したら、なにか鄒王の裏が見つかるかもしれないんだ……」

「仮に見つからなかったとしても、今のところ他に探すところがないのが現状なんだがな」

　文林の言葉は身も蓋ふたもないが、それはそれでいい。今回の調査で、またなにか新たな手がかりが見いだせるかもしれない。

　見通しがついたとなれば、小玉にとって話は早い。だからすぱっと、次の話題に移った。

「人選は？」

　きっと誰を派遣するかについて、話をするために自分を呼んだのだろう……そう思った小玉だが、文林の返事は意外なものであった。




「お前を」




　小玉は目をぱちくりとさせた。

「……え、いいの？」

　嫌なわけではない。むしろ願ってもないことである。しかし今の自分の立場を考えると、捜査に直接携わることは難しいと理解していたので、まさか彼が自分を行かせるつもりになるとは思ってもいなかった。

「お前が適任である理由が一つある」

　そう言って文林は、机上に置いていた別の冊子を小玉に差し出した。

「今、目を通してくれ」

「あ、はい」

　小玉は受け取り、勧められた椅子に腰掛けながら読み始める。内容が経済的なことだったらちょっと時間がかかりそうだなと思ったが、意外なことに内容は現地の軍事関連のことだった。

　自分にとって理解しやすいことなのはけっこうなのだが、この内容が文林の発言とどう関わるのだろうと思いながら読み進め……ある箇所を見た小玉は、思わず顔をあげて文林の顔をまじまじと見つめた。

「……そういうことなの？」

「そういうことだ」




　　　　※




　文林の前から退出したあと、小玉は清喜に経緯を説明したが、

「……という感じで、まずあたしの行啓が決まりました」

「いや、どういうことですか。状況だけ説明されても、お二人が熟年夫婦みたいに息が合ってることしかわかりません。あ……みたいっていうか、夫婦でしたね、しかもわりといい年でもありましたね、そういえば」

　おっとこれは失敬、と舌をぺろりと出しながら額をぴしゃりと叩たたくという反応をされた。いっそ職人芸ともいえる絶妙なわざとらしさに腹が立つが、清喜のこの行動はもはや様式美とすらいえる。

「まあ要するに、全然僕にはいきさつがわかりません」

「……詳しい説明は今からするから」




　というわけで、詳しい説明である。




　──ここしばらく、小玉は軍で一つの仕事に携わっていた。若い段階から系統立てた教育を行って兵を育てるという部署を作ろうというものである。半分武官、半分皇后として行っている事業だが、あまりはかどっていなかった。最近色々なことが起こりすぎて、そこまで手が回らなかったからである。




「……その計画が今回の捜査とどうつながるのかわかりませんが、黙って聞きます」

「黙ってないじゃん。黙って」

　そんなやりとりを挟みながら話を進める。




　──だが単純に忙しかったということ以外にも、理由がある。初めてやることだけに、検討する事項が多かったのだ。小玉自身、他の事例を見てから本格的に始めたいという思惑があった。そして今回、文林が「怪しい」と提示したその地では、小玉が目指す事例について、小規模ながらも実践報告がされていた場所であった。




「ああ、だから娘じよう子しなんですか」

　納得した清喜が膝ひざを叩く。

「うん。調査はもちろん、そっち方面のことも見に行けるからすごく嬉うれしい」

「そうですね。そしてもちろん僕もついていけるんですよね、もちろん」

　二回「もちろん」を言いながら、清喜が確認してくる。

「いや、そうでなくても行く気満々でしょ」

「もちろん」

　三回目の「もちろん」である。そして最初からそういうつもりなら、なぜ聞くのだろうか。

「で、派遣先ってどこですか？」

「維い山ざん」

「ああ、小しよう寧ねいに近いですね」

　小寧は清喜の出身地である。しかし行くのはそこではない。

「……の手前で西に行ったところにある、湖こ西せいってとこ」

「どこですか、そこ。名前からして水場の横にあるんだろうな、ってことしかわからないんですが」

　清喜が眉まゆをひそめる。彼の反応を不勉強だとは思わない。任務上けっこう地理に明るい小玉ですら、知らなかった場所である。当然のことであるが軍事、産業、その他どの分野においても、要所といえない土地であった。

「今回行くのは、皇后としてですか？　武官としてですか？」

「どっちかっていうと、皇后としてだなあ。名目上はあくまで行啓。湖西を拠点に周囲の土地も見て回って、ついでにご当地軍を見て、ついでに調査する」

「けっこうやること多いですね」

　小玉の話を聞きながら、清喜が指を折る。小玉は苦笑いした。実は本人も同じことを思っていた。

「まあね」

「人員もかなり必要になると思うんですが……」

「……そうね」

　お互い一瞬言葉に詰まったのは、明慧のことが頭に浮かんだからだ。色々な面で頼りになった彼女はもういない。それをことあるごとに実感する。

「文林が……けっこう人をつけてくれるって言ってた」

「そうですか……」

　多分彼の人選ならば問題ないだろうと小玉は言い、清喜も頷うなずいた。




　しかし結論をいえば、だいぶ問題ある人選になってしまった。

　対小玉のみにおいてだが。




　数日後、自分の宮に来た文林から「その人物」の名を聞いた小玉は、顔をいささか引きつらせて聞き返した。

「……え、沈しん太監？　今、沈太監って言った？」

　沈太監こと沈賢けん恭きよう──今は文林に仕えている宦かん官がんの一人で、元は武官として働いていた人物である。そして今も武官としての籍は保持している。

「ああ。適任だろう。本人からも自薦があってな」

　武功も人格も申し分なく、今回皇后としても武官としても動かなくてはならない小玉の補佐に回るには、ぴったりとしか言いようがない。

　小玉も彼の資質をよく理解している。というより、小玉こそが最も理解している人間の一人といえよう。なにせ元は自分自身が従卒として仕えていた相手だ。

　しかし、である。

「なんで閣下……ああもう閣下いらないんだ、あの方が？」

「……嫌なのか？」

　かなり強い語気になってしまったせいか、文林が怪け訝げんそうな顔を向けてきた。

「うーん……」

　小玉はばりばりと頭をかきながら、うなった。説明しにくいが、説明しなくてはならない。かといって詳しく説明するのははばかられる……そういう複雑な思いになったせいか、出てきた言葉は小玉らしくなく迂う遠えんなものだった。

「うしろめたい？　でも、やましいこと自体はなにもないから複雑な感じ？」

「どういうことだ？」

　まるで説明になっていない小玉の言葉に、文林は疑問を顔中と声に浮かべて聞き返してくる。彼の反応は正しい。

　小玉はもう一つうなってから、腹をくくってずばりと言った。

「あたし、昔あの人好きだったんだよね……えーと、もちろん恋愛的な意味で。思えばあれが本当の初恋だった」

　自分でも言っていてこっぱずかしくなるくらい、叙情的なことを。




　文林の目が大きく見開かれる。額に手を当て、それを下ろし、もう一度手を当て、辺りを見回してから小玉に目を合わせ、掠かすれた声で一音。

「……は？」




「あの、そこまで驚かなくても」

　驚かれるのは予想していた。しかしそこまで度肝を抜かれた顔をされるほどではないとも思っていた。自分が恋しちゃ悪いってのか。

　そんな小玉の非難がましい声を、文林は気にする余裕はないようだった。なにやら焦ったように言う。

「確かにお前たちが親しくて、交流があったというのは知っていたが……おい、そういう話は聞いてないぞ」

「そりゃね、言ってないから」

　小玉自身、機会がない限り「ねーねーあたしの初恋はねー」とか話すことはないし、この男が相手ならばその性格上、恋愛遍歴について詳細に語るような機会が発生することなどあるわけがなかった。

「どうして言わなかったんだ」

　しかし文林から若干責められるように言われ、なんでだろうと思ったところで……はっと思い至る。

「あっ……もしかして皇后って初恋とか、あらかじめ申告する必要あったの？　だったらごめん」

　知らなかったとはいえ、悪いことをしてしまったかもしれない。ちょっと焦る小玉に、文林はなぜかこの瞬間だけ妙に冷静なそぶりで、いやいやと手を振った。

「安心しろ、それはない。ないから」

「あ、よかった」

　ちょっと胸をなで下ろす小玉に、文林は再びそわそわしながら口を開く。

「お前、相手は……宦官だぞ、おい……」

　繊細な話題であるせいか、いささか言いよどむ彼の言葉を小玉は途中で遮った。

「言いたいことはわかるけど、そういうこととまったく関係なしに、立派で素敵な方だったから」

　そこはきっぱりと言っておく。賢恭の名誉のためにも。

　だいたい、それほど珍しい話でもない。古来、宦官が女性と結ばれる話は散見できる。

「別にお前らが交際していたわけではないんだろう？」

「……うん」

　今のはきっぱりと答えられなかった。目も合わせられなかった。文林の声が硬質なものになる。

「今の、間は？」

「……彼、あたしの気持ち知ってた」

「おい待て、告白したのかお前」

　文林が小玉の肩に手を置く。

「してないんだけどね……うん、なんかばればれだったみたいで。あー……告白しそうになった直前に止められた」

「ほ……ぉう」

　我ながら告白したも同然だなあと思いながらも、小玉は腹をくくって全部話す覚悟を決めた。もはや若干やけくそである。

　しかし次に発せられた文林の問いに迷いなく首を横に振ったのは、やけという感情とはまったく関係のない、飾り気なく出た動作だった。

「……今も好きか？」

「いやそれは全然」

　そこは断言できる。もう完全に終わったことだから。

　もし今も引きずってたら、そもそも今まで三人の男と付き合っていない。そして内二人に浮気されて別れていない……もしかしたら初恋を引きずっていたほうが、生き方としては美しかったかもしれないなと、ふと思った。

　とはいえ今は、美しい生き方について思いを巡らすべきときではない。

「でもさあ、なんかさあ、わかるでしょ？　こう……とにかく気まずいのよ！」

　小玉は両手をわきわきさせながら、熱く主張する。

「その言い分はわからんでもない」

「今は好きじゃないにしても、やっぱり立派な人で今も尊敬してるし……なんというか、憧あこがれの人で、でも気持ちの上でのね、さっき言ったみたいな過去があると……なんか文林すんごい顔してるんだけど、あんた大丈夫？」

「別に腹下してるわけじゃないからな」

　おなか壊した？　と続ける前に、文林が先に言った。

「あ、はい」

　文林は眉み間けんに皺しわを寄せながら腕組みをして、しばし黙考した。小玉は寝台の上にちょこんと正座しながら、文林が口を開くのを待つ。

　やがて彼は、重々しい口調で言葉を発し出した。

「……お前の言いたいことはわかった」

「はい！」

　これは好感触を得たんじゃないかと思った小玉だったが、次の文林の言葉は期待を裏切るものだった。

「だがもうすでに事は動き始めている。もし実際に交際した事実があるならば、いかに相手が宦官であろうとも皇后の不貞の疑惑が発生しかねないから俺も考えるが、今回についてはそうではない」

　……正論だった。

「お前もいい年をした大人だったら、そういう個人的な感情は排除しろ」

　……紛れもない正論だった。

「はい……」

　したがって小玉は粛々と頷くことしかできなかった。







　なお小玉が、動揺のあまりうっかり失念していた大事なことに気づいたのは翌日のことである。朝食を食べたあと文林を見送りながら、ふと思い出した。

　──そういえばあいつ、あたしのこと好きだったはずだな。

　冷や汗が背筋に伝う。動揺しすぎたとはいえ、ここまで完全にやらかしたのは、自分でも呆あきれるくらいうかつなことである。率直にいって、馬鹿だ。

　その圧倒的に正しすぎる自己評価を胸に刻みつつ、小玉は文林に対してはかなり上方に評価をつけた。

　微妙な感情を持っている相手の、微妙な話題について公正な判断を下した文林は、さすが皇帝である、と。ささやかに敬意の念を深める小玉だった。

　……もちろんそれは、幸せな誤解である。




　　　　※




　さて小玉が行啓することが確定し、後宮の一部が荒れた。

　その荒れた人間は、小玉を敵視している司し馬ば淑しゆく妃ひではない。彼女自身は、小玉がいない間になんとか大家のお渡りを！　と大歓迎で送りだそうとしている。彼女からなんの裏もない「行ってらっしゃいませ！」という言葉をもらったのは初めてである。

　それほど浮かれていても、「お気をつけて」とは言わなかったのはさすがであるが……もしかしたら、道中の事故を祈っているかもしれない。仮にそうだったとしても、誰も不思議に思わないであろうところが、司馬淑妃の真骨頂である。

　問題は李り真しん桂けいを始めとする、小玉を慕う妃ひ嬪ひんたちだった。

「娘じよう子しと何日もお会いできないなんて……」

「わたくしどもがお供できましたらよかったのに……」

　はらはらと落涙する娘たちは、ひときわ儚はかなげな美しさを発揮していたが、発揮する場面を大いに間違っていた。それについてなにか言う暇もなかったので、小玉は彼女たちを適宜慰めながら準備を進めていた。




　そんなある日、大勢の妃嬪が紅こう霞か宮きゆうに押しかけてきた。




　なんだなんだと思いながら出迎えた小玉は、代表の真桂に差し出されたものを見て頰を引きつらせた。

「一針一針、心を込めて刺しました。さほど大きくはございませんので、娘子のお邪魔にはならないかと。どうかずっとお持ちになってくださいませ」

　眼前にあるものは布でできた人形だった。大きさは小玉の手のひらほどで、真桂の言うとおり懐に入れたとしても邪魔にはならなそうだった。だが小さいだけに、びっしり施された刺し繡しゆうの精せい緻ちさが際立ち、いっそ恐怖すら覚える。

　その人形には、様々な四字熟語が刺されていた。「大願成就」、「危機一髪」、「国士無双」、「美容促進」……一部四字熟語ではないものもあるが。

　事態に関係ありそうなものから、関係なさそうなもの、絶対関係ないものまで網羅した字典のような人形を、小玉は受け取って指で触れてみる。自分も決して刺繡ができないわけではないが、これはすごい。「髪」のような画数が多い字など、どうやって刺繡したのか考えるのも恐ろしい。しかもざっと見ただけではあるが、誤字脱字が一字もなさそうなのも恐ろしい。

「わたくしども千人分の気持ちでございます」

「……千人？」

　思わず聞き返してしまった。前は絶対にそんなにたくさんいなかった。いつからそんなに多くの人間が関わるようになったのだろうか。




　その謎はすぐに解けた。




「さすがに千人は多少誇張が入っておりますが、わたくしども女官や下働きも刺しましたので」

　真桂たちが帰ったあと、人形をつつきながらぽろりとこぼした疑問に、梅花がこともなげに答えたのだ。

　どうやら小さい人形を巡って、大きな事業が繰り広げられていたらしい。だが小玉が声をあげたのは、そのことについてではなかった。

「『美容促進』って、あんたたちか！」

「はい」

　頷うなずきながら、梅花の目がぎらりと光る。その後ろに控える他の女官たちの目も同様だった。

「誠心誠意、魂を込めて刺しましたので」

「あ、はい……」

　彼女たちは小玉の身なりを整えることに力を注いでいる。それは身に纏まとうものについてだけではなく、小玉自身を磨き上げることについても同様だった。小玉の元が元なので限界はあるのだが、一定の成果をあげている。

　外見のせいか、それとも言動のせいか、元々小玉は実年齢より若く見られることが多かった。最近それに拍車がかかっているのは、彼女たちの努力の賜たま物ものだろう。そのことは、小玉もなんとなくわかっていた。

　だがそれはあくまで彼女たちの努力であって、小玉の努力ではない。したがって彼女たちがいない場合はどうなるかは想像に難くない。

　というか、前例がある。







　先日の鄒王の討伐に伴って小玉がしばらく後宮をあけたあと、戻ってきた小玉を見た女官たちは、「わたくしのお手入れした」という共通の言葉のあとに、とりどりに悲鳴をあげた。

「御お髪ぐしに枝毛が！」

「お肌にかさつきが！」

「お手にあかぎれが！」

　小玉自身が怒られなかったのは、多分明慧のことで色々とあったからだろう。普段遠慮がないわりに、そこらへんについて彼女たちは主あるじに対して優しい。

　しかし怒りを向ける対象は欲しかったようで、代わりに側付きの中で唯一小玉に付いていった清喜に白羽の矢が立てられた。

　職務怠慢だとみっちりと怒られた清喜はげっそりしていた。そんな彼の姿を見るなど、本当に稀まれな事態である。







　そういうわけで今回の行啓に関しては、彼女たちは清喜にあらかじめいろいろ言い含めている。清喜も抵抗するつもりはないようで、素直に頷いている。そして小玉自身も「もう少し身なりに心配りをなさってください」と、梅花からたしなめられている。

　もちろん小玉は素直に言うことを聞くつもりだった。この言いつけを破ったら、今度こそ小玉も、梅花にみっちりと怒られるはずだからだ。どちらが立場が上かわかったものではない……いや、絶対梅花のほうが上である。

「……今なにか、不穏なことをお考えになりませんでしたか？」

「ううん全然」

　追及される前に、小玉はその場から逃げ出すことにした。人形をさっと懐にしまう。持っていたところでなにかの役に立つ可能性は低いが、持っていないとなにやら恐ろしい。だから真桂たちの要望どおり、ずっと持ち歩くつもりであった。

　そうしてそそくさと立ち上がって、鴻のもとへ向かった。







「ははうえ！」

　小玉の姿を認め、駆け寄ってくる鴻に、小玉は笑みを浮かべて口を開く。

「──『皇子』」

　最近、鴻に対する接し方を変えた。口調は丁寧に。触れあいも減らした。

　周囲には母親離れをさせるためと言っているし、それは受け入れられている。皇子に対する接し方として、小玉のやり方はよしとされるものだったらしい。特に、一緒に風ふ呂ろに入るのも寝るのも反対していた文林には。

　けれども小玉自身は、そういうことを考えて動いているわけではなかった。

　正直、鴻に対する接し方に悩み続けている。その末が今のかたちだ。

「お勉強の進み具合はどうですか？」

　それでもしゃがんで彼と目を合わせる。

　距離を置くとはいっても、突き放すことまでしようとは思っていなかった。また彼に対して、思わずとってしまう行動までは自制するつもりはなかった。

　自分でも矛盾しているようだが、彼のことに悩んで悩んで……悩みという暗闇に塗りつぶされた心の中で、一つ浮かんだ感情があったからだ。




　この子を愛している。




　最初は文林の子だから可愛いという感情だった。今は違うと断言できる。その証拠に、もし今養育する相手を文林の長男に変えろと言われたら、自分は全力で拒むだろう。同じ文林の子であってもだ──単にもう一人迎えろということなら、話は別だが。




　この子が、この子だから愛している。




　だからこの子に嫌われてもかまわない。でもその割り切りは、この子を傷つけたいことと同義ではない。そういう鴻に対する小玉の思いは、行動に出すにはあまりにもさじ加減が難しいものだった。

　だから正直、ほっとしている。彼としばらく離れて過ごすことを。でも同時に、彼と離れることが嫌だ。

　そんな自分勝手な気持ちを胸に宿らせながら、再び口を開いた。しばらく自分がいなくなることを伝えるために。

「皇子、お話があります」

　当然のごとく、泣かれた。




　　　　※




　旅立ちは、さほど大々的なものではなかった。

「……それでは大家、行って参ります」

　旅装とはいえ皇后としてそれなりに着飾ったうえで、小玉は文林の前に跪ひざまずく。このまま馬車に乗り込み、目的地へ向かうこととなる。小玉としては武装して馬に乗っていきたかったのだが、今回の仕事、表向きはどちらかといえば皇后の立場の比重が大きいため、略式とはいえ重々しいものになった。

「道中、体をいとえよ」

「ありがたきお言葉」

　皇帝から言葉を賜り、深く叩こう頭とうする。そしてしずしずと引き下がって馬車に乗り込む。周囲の護衛は南なん衙が禁きん軍ぐんに所属する小玉の直属の部下たちと、皇帝直属の親衛隊である北ほく衙が禁きん軍ぐんの面々がほどよく交ざっている。その中に賢恭の姿があった。

　それにしても護衛であることと、実際に武力として率いることの両方を考慮した人選だ。そういう仕事は、さすが文林だなと思う。

　馬車が動き始める。小玉はここで「うああ」と伸びを、

「あ、そうするのはもうちょっとあとにしてくださいね、娘じよう子し。外に声が響きます」

　……する前に、馬車に同乗している清喜に止められた。

「……頭のはとっていい？」

「いいですよ」

　せめて窮屈さを解消したいと、笄こうがいと付け毛を一気に取り外す。女官たちの間でどういう技術革新があったものか、最近やけに着脱が楽になった。

「この技術を応用したら、頭髪と悲しいすれ違いを繰り広げているすべての男性にとって、輝かしい未来がやってくるんでしょうね……」

　やけにしんみりとした様子でややこしい言い回しを使う清喜に、小玉は率直な疑問をぶつけてみた。

「それ単純に、『禿はげに便利』って言えないの？」

「なんてひどいことを……！」

　小玉の知る中でも、特に素から「ひどい人」である清喜に、外道を見るような眼まな差ざしを向けられてしまった。

　自分はそこまでとんでもないことを言ったのだろうかという新たな疑問と、理不尽なことを言われたような気がするという軽い屈辱感が、小玉の心に浮かんでくる。

　小玉は清喜に手を伸ばした。言っておくが、殴ろうとしているわけではない。

「…………」

「……娘子、その流れからなんで僕の頭撫なで始めるんですか？」

　わしわしと清喜の頭を触り始める小玉に、清喜が子どものように素直な眼差しで問いかけてくる。

「いやさ、もしかしたらあんたが禿げ始めてるから、そんな髪にこだわる態度なのかなって思って」

「それ、実際に手で確かめるもっと手前に、色々な確かめ方ありますけどね。あと、僕に生えないのは髪じゃなくて髭ひげです。宦かん官がんだから」

「そうね、ふさふさね」

　わしわしと頭を撫で続ける小玉に、清喜はやはり素直な眼差しのまま訴えてくる。

「でも僕の毛根が元気でい続けられるかどうかは、娘子の今後の行動にかかっていますからね」

　小玉は即座に切り返した。

「自分のことを人のせいにするべからず！」

「正論！　でも梅花さんが、最近白髪増えたってぼやいていたのは、絶対に娘子のせいですよ」

「それはそれで正しいな！」

　そんな馬鹿馬鹿しいやりとりをしている間にも、宮城は遠ざかっていく。




　しばらく馬車に揺られていると、清喜が「そろそろかな」と呟つぶやいた。

「……娘子、そろそろ着替えてもいいと思いますよ」

「はいよ。じゃあ清喜、ちょっと出てて」

　はいと返事をし、腰をあげながら清喜が少し笑う。

「娘子って、ちゃんと宦官を男性扱いしますよね」

「だって男じゃん」

　なにをわかりきったことを言っているのやらと、小玉は怪け訝げんそうな眼差しを清喜に向ける……が。

「他のお妃きさきさまたちって、風呂や着替えの介添えに宦官使いますよ」

「うっそ、本当に!?」

　思わず目を剝むく。後宮住まいもそれなりに長くなってきたが、そういう事情は初耳である。いくら皇后でも、いや皇后だからこそ、妃ひ嬪ひんの私生活の深いところまでには立ち入らないからである。

「あたしには……無理だわー」

　別世界の常識は、知ったとしても実行に移せるかどうかはまた別の問題である。そして今知ったこの上流階級の常識は、小玉にはとても実行できそうにないものだった。

　清喜はあっけらかんと言う。

「まあ僕らそのために去勢してるんで、正しい活用法なんですが」

「えっ……じゃああたしも、そうしたほうがいいの……」

　すごく嫌そうな顔になった小玉に、清喜は真顔で首を横に振る。

「いや、それは僕ら、殺されかねないんで」

「……言ってること、矛盾してない？」

　しかも殺されるって、誰にだ。

「大丈夫大丈夫、この場合はしてないです」

　追及し続けると悟りが開けそうな問答風な話題を投げっぱなしのまま、清喜は御者台のほうへ去っていった。

「……なんだあれ」




　小玉はとりあえず、着替えることにした。




　動きやすい胡こ服ふくに着替え、例の千人針人形は腰からぶら下げる。そして小玉も御者台のほうへ向かった。心地よい風が顔をくすぐる。

「春の風ね」

　小玉は目を細めた。

「そうですねー」

　清喜が振り返って笑いかけてくる。

「よいしょ」

　声を出しながら座る。

「娘子、どうぞ」

「うん」

　それまで馬を操っていた綵さいから手綱を受け取った。綵は立ち上がって、馬車の中に入っていく。

　現在小玉が乗る馬車を曳ひいているのは、白はく夫ふ人じんである。小玉以外を乗せることに関してはわがままな彼女がこうするまでには、様々な苦労があった……主に廏うまや番ばんの孫老人の苦労が。ただし、絶対に本人が好きでやっている苦労なので、同情する人間はいなかった。

　最終的に孫老人の「他の馬なんぞに、こんな大役を任せていいのか！」という熱い説得に、応じた彼女は、素直に走行している。わがままであるが、一度やると決めたことは貫徹する性格がよく出ている。小玉が持つ手綱ごしにもそれがわかる。

　なにより並走して走っている馬は、孫老人の地味に姑こ息そくな計らいにより、彼女の息子である。白夫人は息子の前では模範的な態度を示すことが多かった。意外にいいお母さんである。

「白はく公こう子し、いい感じだよね」

　白夫人の息子は白公子と呼ばれていた。命名は当然小玉である。安直さについて追及する者はいない。小玉の感性に呆あきれる云うん々ぬん以前に、この件に触れる場合は、そもそも白夫人の命名の時点まで話題を遡そ行こうしなくてはならないので、誰もそのような手間をかけようとしなかったのである。

　あとはそこまでやると、白夫人の名前を気に入っている孫老人が激怒するのがみんな嫌だから……という、どうでもいい事情もある。孫老人は「夫人」という言葉が、高貴っぽくていいと思っているらしい。

「そうですね、いい軍馬になりそうですね」

　小玉の呟きを拾って、清喜が頷うなずいた。二歳の白公子は軍馬としてはまだ働けないが、すでにかなり人慣れしている。きっと今みたいな場で、折々慣らしてやっているからだ。これは孫老人の、姑息ではない計らいによるものだろう。

　きっと白夫人の次に自分が乗る馬は白公子だろうな、と小玉は思った。

　白夫人だっていずれ自分の前から去っていくのだ。それは避けられないことだ。

　最初から訪れが決まっている別れと、いつ訪れるかわからない別れ、それらを自分はどれくらい味わうのだろう。そしてどれくらい誰かに味わわせるのだろう。

「……ここはもう、梅の花が咲いているのね」

「ああ、本当ですね」

　ぽつりと、脈絡もなく呟いた言葉を清喜が拾う。

「宮城の花が散る前に、帰って来られるといいんだけど」

「手早く仕事が終わるといいですね」

「そうね……」

　夏が来る前に帰れたらいいな、と小玉は思った。




　……と、そのとき、馬車の中から声が響いた。




「あの！　これどうやって着るんですか!?　清喜さん？　清喜さん、手伝ってくださいー！」

「はーい綵さん、今行きますねー！」

　こともなげに答える清喜に、さっきのやりとりを思い出した小玉は、ばっと彼のほうを見る。

「えっ、それはいいの？」

「ああ、はい。あれは気にしなくていいんです。僕たち、同性同士の友だちみたいなものなので」

　平気で馬車の中へ着替えの手伝いに入っていく清喜を、小玉は半ば呆ぼう然ぜんと見送った。確かにあの二人は妙に仲がいいが……そもそもその同性間の友情は、女同士のものなのか男同士のものなのか。全体的に二人の感覚、わからない。

「これが……世代の差？」

　多分違う。

　しかし小玉にそれを教えてくれそうな人間は、今のところ身近にいない。




　　　　※




　小玉に違うと教えてくれそうな人間の筆頭は、小玉を見送っていた。といってもその姿はもう見えない。もうすでに、遠く道の果てに消えていた。一陣の風が文林の前髪をなぶったのをきっかけに、彼は口を開いた。

「行ったか」

「お名残惜しい……」

　文林の横で悲しげに言葉を発したのは、文林の姪めいである馮ふう王家の王太妃である。彼女はなぜかまた来ていた。

「そもそもお前はなぜここにいるんだ。頻繁に領地をあけていいのか？」

　さほど興味もなさそうに問いかける文林に、王太妃も同じような声を返す。

「先日騒動が起こりましたのをきっかけに、領内の不穏分子を油断させてあぶりだそうと思っておりますの。そろそろ娘も使えるように仕込みたいと考えておりますので、任せてみております」

「そうか」

　納得した。実に彼女らしい理由である。

　不仲ではあるが、言葉が少なくても話が通じるのがこの相手の美点である。おそらく相手もそう思っていることだろう。

　しかし王太妃の娘は、まだ十数歳のはずである。彼女はどういうふうに成長を遂げようとしているのやら。

　いささか疑問を感じなくはないが、よそのお宅の教育方針に口を出してはいけないというのは、古今の常識である。それに文林は、この姪の会ったこともない長女にあまり興味を持っていない。

　もっとも、彼女の結婚相手には興味がある。彼女を小玉の甥おいの嫁にしようとしたことがあったからだ。しかし先日その件の話を打ち切られたため、今更蒸し返すつもりはない。ただ、少し未練はあった。

　文林は自分と小玉との間に、子を儲もうけるつもりはない。小玉が望むなら話は別だが、彼女が望まないことも知っている。その問題についてどうこう思う段階は、もう過ぎつつある。とはいえ自分と同じ血が流れる娘と、彼女と同じ血が流れる青年が結びついて、子どもができたらという思いは、ほんの少しだけ文林の胸を躍らせるのだった。

「……お前はこのあと、どうするつもりだ？」

「後宮に伺おうかと」

　胸中の思いとまったく異なる言葉を発した文林は、姪の返答におやと顔を彼女のほうに向けた。

「皇后が不在なのにか？」

「ええ。わたくしにも最近、後宮で親しい者ができまして」

　この姪は、小玉の立后まで後宮がらみの行事に一切関係を持とうとしなかったはずである。その彼女にそういうものができるとは……有り体にいって、怪しい。

「……ほう」

　とはいえ文林は追及しようとはしなかった。なぜならその交友関係は絶対に小玉がらみのことであるはずだし、そうであるならば問題はないからだ。

「存分に親しん睦ぼくを深めるとよかろう」

「ご厚情に感謝申し上げますわ……それにしても」

　王太妃は言葉を切り、口元に手を当てて微笑んだ。

「……大家、本気で例のお話を進めますの？」

　文林は淡々と答える。

「語弊があるな。『進める』のではない。もう『進めている』」

「まあ手が早くていらっしゃいますこと」

　王太妃の笑みがいっそう深くなった。

「不満でも？」

「いいえ。わたくしは願ってもないお話だと思っておりますのよ。ですから一切反対はいたしませんでした。ただ……」

　王太妃はそこで意味ありげに言葉を切った。

「なにか問題でも？」

　文林は聞き返す。特にためらわないのは、彼女の言い方がただの言葉遊びのようなものだとわかっているからだ。

　小馬鹿にしたような笑みを浮かべた文林に対し、王太妃は表情を変えないまま優雅に答える。

「いいえ、なにも問題ございませんわ。後々娘じよう子しに怒られるのは、わたくしではございませんもの」

　表情も語調も礼儀正しいものであったが、言っている内容は相手を小馬鹿にしていた。今に始まったことではないが、実によく似た叔お父じと姪である。

「それもそうだな」

　さらりと流す文林に、一瞬悔しそうな顔をしてから王太妃は話を変える。といっても本人も気になっている話題にではあるが。

「……鄒王の件、どうなりましょうか」

「思いの外、根が深いな」

「関与している者が多いと？」

「ああ。朝廷にもな」

　淡々と述べる文林のもとには、すでに何名かの名前が報告されている。帳簿に手を出すとはまったく浅はかなことだというのが、文林の率直な感想であった。

　王太妃がふと真顔になる。

「これは忠信で申し上げることでございますが……」

「なんだ？」

「風穴を開けすぎますと、根元から倒れますわよ」

「わかっている。だから一部を除き、しばらく泳がせておく」

「さようでございますか。ではわたくしはなにも申しませぬ」

　そう言うと王太妃は一礼して、退出していった。




　　　　※




　さて、小玉たちは予定どおりの日数をかけて、無事目的地に到着した。

　こういう旅路では、道中なにかに襲われるということもままあるが、現在国内の治安はそれなりに安定しており、しかも厳重に警備されている一団を襲う馬鹿もそうそういない。したがって小玉たちは、本当に紆う余よ曲きよく折せつなく、湖西にたどり着いたのだった。

　そして、当然のことであるが現地の役人から盛大な出迎えを受けた。

　大勢が待ち受けている中で、しずしずと馬車から降りたのは……皇后の姿をした綵である。その姿を認めて、皆が一斉に平伏し、挨あい拶さつをする。

「皇后さまに拝謁いたします」

　ここでは娘子という言い方は使われない。あれは宮城のみで使われる、一種の方言のようなものである。

　挨拶の言葉を受けて、綵が隣に立つ女武官……小玉に頷く。小玉は綵に一礼して、平伏している役人たちに声をかけた。

「お許しがございました。皆お立ちなさい」

「ありがたき幸せ」

　皆が口々に言って立ち上がる。彼らに対して、小玉が再び声をかける。

「こちらの代表は誰か」

　その問いに対して、一人の中年男性が一礼した。

「臣でございます」

「名は」

「呂りよ端たんと申します」

　──あくどそうだな、それも小物。

　小玉の失礼な第一印象である。あくまで見た目の印象なので、今後変わっていくかもしれないが。

「この度の行啓の件は、すでに陛下から勅書が届いているはずである。皇后さま御自ら足をお運びになるほどのことであると、その方らよく心得ておるな」

「もちろんでございます」

　全員が頭を下げた。

「それでは明日より視察に入る。今日は皇后さまもお疲れになっているゆえ、部屋に案内せよ」

「御意」







　部屋に通されて人払いをする。完全に人の気配が去ると、綵が小玉と清喜の前で大きく息を吐いた。

「こういう重々しい感じって、けっこう疲れますね……」

「でしょ。あたしの気持ちがわかったか」

「はい。娘子の性格上、そうとうな努力をなさっているのだなと、この私、心から感服いたしました」

「あー、うん」

　本人が心の底から褒め称たたえているのがわかるのに、いまいち褒められている気がしないのはなぜだろうなと思いながら、小玉はあいまいに頷うなずいた。

　さて綵が皇后のふりをしているのには、表向きの理由と裏向きの理由の二種類がある。表向きの理由は影武者という、非常にわかりやすいものだ。したがって警備上、他の武官たちからも反対は一切出なかった。人選については、大丈夫かな？　という顔をする者がちらほらいたが。

　そして裏向きの理由は、小玉の行動の制限を解除するというものだ。先ほど出迎えに対して皇后に扮ふんした綵が一切口を開かなかったとおり、高貴な女性というものは身分がかけ離れた者に対して、みだりに話しかけたりしないものである。

　小玉は宮城では色々な者にやたらと話しかけているが、それは宮城で働いているような相手もそこそこ以上の位を持っているから、ある程度は許されているのである。

　もちろん廏うまや番ばんの孫老人など本来は許されない人間もいるが、そこはそれ、彼女の性格と非公式な場に限っているから黙認されているのである。型を破るのにも、小玉は案外気を遣っている。

　きちんと決まりを遵守した場合は、挨拶は相手からというようなところから始まり、様々な制限がある。したがってこのような地方の下っ端役人に対しては、推して知るべしというものである。一々側付きの者に耳打ちをして、その内容を側付きが相手に伝えて……といった手順を繰り返すこの面倒くささときたら。

　いちいちそういうやり方を守っていたら、小玉の身動きがとれなくなる。小玉としては聞きたいことは直接聞きたいし、探りを入れたいことは直接探りを入れたかった。

　ただその結果、小玉がかなり自由に動き回れることになってしまうので、表向きの理由である影武者を設定した理由がかなり台無しになるのだが。

　そういう裏事情については誰かにとやかく言われていないが、それは両方の事情を知っている者が、綵と清喜以外は賢恭くらいしかいなかったからだろう。ちなみに賢恭は、眉まゆをひそめていた。

「でもやっぱり、無理があるかな、影武者」

「いいえ」

　綵はきっぱりと否定した。そして異様に自信満々に胸を張る。

「この鄭てい綵、伊だ達てや酔狂でここしばらく、皇后が善玉系の後宮恋愛小説を読みあさったわけではありません」

「伊達や酔狂じゃないんですか……恋愛小説読むの、元から趣味でしたよね」

　清喜がここで突っ込む。小玉は小玉で、恋愛小説に「皇后が善玉系」という区分があるのか、と幅広さにひそかに感心していた。

「伊達や酔狂で趣味はやっていられませんから……そういうわけで、私なりに理想の皇后像は摑つかんだつもりです」

「ふーん……ちなみにどんな感じの？」

　ろくでもない返事が来そうな予感がするものの、聞いてほしそうだったので、礼儀として小玉は一応聞いてみた。棒読みで。

　綵はさらに胸を張る。

「穏やかに微笑んで、立っているか座っているかしていれば問題ありません」

「あっ、正解！　それで問題ないですよ綵さん！」

　清喜がすごくいい笑顔になった。その笑顔を小玉に向ける。

「娘子。綵さんは娘子が会得するのに一番難しかったこつを、もう摑んでいるようです。さすがですね！」

「…………」

　そのとき小玉は思った。自分は今、こいつらに嫌がらせをしても許されるんじゃないかな、と。

　その姑こ息そくな思いを実行に移さなかったのは、彼らにとって今最も堪こたえる嫌がらせを思いつかなかったからに他ならない。

　ちょっと黒い考えを巡らせ始めた小玉だったが、そんな彼女に綵が決然と言う。

「大丈夫です、娘子。私はできます」

　そして少しうつむいた。

「だから、明慧さんのことについて、けじめをつけること……頑張りましょう。きっと娘子が直々に動かれるのが一番いいですし、明慧さんが喜ぶと思うんです」

「綵……」

　綵は明慧と親しかった。

　綵が軍に慣れるまでの間に、小玉が後宮に入ってしまったため、綵に色々と教えてやったのはむしろ明慧のほうが多い。だから綵にとって明慧は同僚であると同時に、頼りになる先輩でもあったはずだ。

　同輩の死をいつまでも引きずるような人間は、軍人ではいられない。最近になってようやく実戦経験を積み始めた綵も、そのことをわきまえているようで、明慧の死後も普段の振る舞いが変わったことはない。

　しかしそれでも、心の中にくすぶるものがあるのだろう……そのくすぶりをなんとかするための努力が、たまたま今回恋愛小説の熟読に結びついただけなのだ。

　それに「穏やかに微笑む」と言っても、表情の硬さに定評のある綵には一苦労のはずである。それに挑戦しようとしている心意気は、きちんと評価するべきだろう。




　　　　※




　翌日から小玉は、本格的に動き始めた。

　とりあえずは表向きの仕事をする。まずは皇后姿の綵に引き連れられるという体裁で、練兵の様子を視察する。

　ちょうど弓の稽けい古こ中だった。とはいっても矢を放つ弓ではなく、弾丸を発射する弾だん弓きゆうを使っている。

「放て！」

　教官役の兵の号令と共に、少年たちが一斉に弾丸──そこらへんで拾ったとおぼしき石──を放つ。

　弾弓はなによりも、弾丸の調達が楽なところが便利だ。石以外にも鉄や乾かした泥や焼いた粘土を使うこともあるが、鉄以外は費用があまりかからないものばかりだ。特に石は効果も高いし、そこらへんで調達できるのがいい。

　──やっぱ石いいわー、最強だわー。

　自身もたびたびお世話になっている小玉は、石に対する信頼の念を新たにした。




　ただ身も蓋ふたもないことをいうと、弾弓はふつうの弓に比べると見た目の派手さに欠ける。




　命中率も低いし射程も短いので、少年たちがかなり近い的に、号令とともになんども石を放っている姿は、率直にいって地味である。




「放て！」

　──バコバコバゴン！

　子どもたちが飽きないものだろうかと、小玉は少年たちに観察の目を向け始めた。年齢はばらばらで、幼い子はとことん幼い。

　そういう子にとっては集中力を乱してもしかたがないところもあると思った。しかし案に相違して、彼らは常に一生懸命だった。しばらく見続けても、一瞬も集中が途切れた様子を見せなかった。

　いちばん小さい子などは弦を引っ張るだけでもたいへんだろうに、ほっぺたを真っ赤にしながらも辛つらそうなそぶりを一切見せず、黙々と弓を引き続ける。

「…………」

　率直すぎる表現ではあるが、子どもは子どもというだけで可愛いものだ。その可愛さでちょっとした失敗なら大目に見られることがあるし、小玉も子どもが相手なので多少落ち着かない者がいても、おかしくはないだろうなと思っていた。しかしそういう子は一人もいなかった。

　やがて見学を終えた小玉は、皇后からのご下問という体裁をとり繕いながら、自分が関心を持ったことの聞き取りを始めた。しかし子どもたちについては触れなかった。







「……思いの外、規模はしょぼかったですね」

「しょぼいとか言わない。想定の範囲内よ」

　行程を終えて一息つくやいなや、正直な感想を述べる清喜をたしなめる。

　一地方の部隊の話である。そこまで壮大な事業が行われているとは、小玉も考えてはいなかった。それに主に知りたいのは、ある程度期間をとった観察結果である。そしてそこから見える問題点。

「試み自体は面白いのよね」

「あ、それは僕も思いました。ちゃんと子どもを育ててるって感じ」

「でもなんか、ひっかかるところもある……」

「そうですか？」

「うん……」

　小玉は額に手を当てて考え込む。そのひっかかりがなにか、自分でもうまく言葉に出来なかった。

「……沈太監は、どう思われますか？」

　小玉は清喜の隣にいる賢恭に目を向ける。今は一武官としてこの場にいるので、相手に敬語を使う。昔に戻ったみたいだとなんとなく思った。

　小玉同様、綵に付き従って見て回っていた賢恭は、問いに対して少し考えてから口を開く。

「そうですね、陳ちん校尉が言うとおり、私も気になるところがあります。子どもたちの統率がいささか……取れすぎていると」

　陳というのは、小玉が今回使っている偽名である。さすがにここでは「皇后と同姓です」などと主張するのは難しい。偶然名字が重なってもおかしくない程度にありふれた名字ではあるが、あえて危ない橋を渡る必要はない。なお「陳」というのは母と兄嫁の名字であったため、小玉にとって本名の次に馴な染じんでいる名字だった。

　そして賢恭が言ったことは、小玉が思ったことをまさに言語化したものだった。

「そう、子どもたちが従順すぎる……」

　きちんと大人の言うことを聞いているし、そうでなくてはならない場ではあるが、いささか度が過ぎている感があった。

「しつけが厳しいんじゃないんですか？」

「そうかもしれないけどね……」

　清喜の意見を否定はしない。理由がない限り、どんなことでも可能性を排除してはならない。

「どうであるにせよ、しばらくは様子を見る必要があるかと」

「周辺の視察も、時間かかりそうですしね」

　口々に言う賢恭と清喜に、小玉は無言で頷うなずいた。







　──思いの外、忙しいな。

　小玉の率直な感想である。湖西を拠点に周囲を巡ったり、軍の視察をしたりしていると、かなり時間をとられる。したがって小玉が街の様子を観察するために外に出られるようになったのは、しばらく経ってからのことだった。

　幸い、綵が替え玉であることは疑われていないようだった。綵はあまり表情豊かなほうではなく、落ち着いて見られるため、実年齢より上にとられやすい。それも大きいのだろう。

「大人びていると言っていいんですよ」

「老けてるってことじゃないですか」

　ふふんとなにやら自慢気に言う綵に、やけに悔しげだったのは、目がくりっとしているせいか年下に見られることが多い清喜である。実は気にしていたらしい。

「十年後に同じことを言えるかどうか、見物ですね」

「私は母のような熟女を目指していますから、ご心配には及びません。三十年後も同じことを言いますとも」

　ちなみに、この二人は同い年である。

「あんたたち本当に仲いいね」

　半ば感心して言う小玉に、綵が顔を向ける。

「そういえば娘じよう子し、外へ行かれるのでしたら、私の代わりにお土産を買ってきてくれませんか？」

「いいよ」

　皇后を使いっ走りにするあたりの性格のよさも、綵は清喜寄りである。ただし彼女の場合は無表情なりにちゃんと申し訳なさそうにしていたり、自分自身が出歩けないというきちんとした理由があったりするため、そこは一緒にしてはいけないだろう。

「誰に買ってくればいいの？」

「家族と彼氏に」

　今、さりげなく重大なことを明かされた。

「うん!?」

「えっ、彼氏いるんですか綵さん！　いつから!?　いつから!?」

　思わず聞き返す小玉に、思いっきり食いつく清喜。そんな二人に綵はさらりと追加情報を提供する。

「三ヶ月くらい前ですかね。鄒王の謀反のちょっと前あたりです」

「えー初耳！　馴なれそめは!?　教えてくださいよー！」

　清喜がやたらときゃっきゃしている。

　──これは女友達って感じだな。

　清喜の反応を見て小玉はちょっと納得する。「僕たち同性同士の友だちみたいなもんですから」と言っていたが、そっちだったか……と納得していたが、次の綵の言葉に思考ががらりと切り替わる。

「あ、お見合いです。母の伝つ手てで」

「…………」

「…………」

　二人して、思わず黙った。

　ややあって、清喜が理解に苦しむといったふうに口を開く。

「綵さん、あれだけ恋愛小説好きなのに、お見合いなんですね……」

「言わせてもらいますが清喜さん。恋愛小説を楽しむのと、そういう展開を経験したいかは別の問題ですからね。私は明慧さんの結婚のいきさつを見て、それをしっかりと理解しています」

「……あ、そうですか」

　ここで小玉が、ひっかかりを覚えたことについて問いを発する。

「というか、そういう相手、『彼氏』っていうの？」

　普通は単純に、「お見合い相手」というものではないだろうか。

「きっかけは確かにお見合いですが、現在交際中なので『彼氏』でいいのではないかと思いまして」

「難しいね、そういう定義……」

　解決したところで誰の役にもあまり立たないだろうが、なんだか気になる。でもそれより気になることもある……他ならぬ綵のお相手が。清喜に限らず、小玉もそれなりに野次馬根性というものを持ち合わせていた。

「で、蘭らん英えいさんの伝手でのお見合いって、宮城関係者でしょ。文官？　武官？」

　綵の母である王おう蘭英は、元武官の現文官という異色の経歴の持ち主なので、どちらでもありえる。

「武官です。北衙禁軍に所属しています」

「左？　右？」

　左とか右とかいうのは、北衙禁軍には二つの軍があるからだ。すなわち左羽う林りん軍と右羽林軍である。近々増設するとかいう話もちらっと出ているが、管轄外のことであるので小玉はよく知らないし、越権行為になるのを恐れてあえてそちらのほうには関わろうとしていない。

　とにかく現在北衙禁軍は、この二軍によって構成されている。

「右です。温おん青せい峰ほうという人なんですが、ご存じですか？」

「ああ、聞いたことはあるわ」

　記憶の中に一致する情報があった。けっこう最近のものだ。若手の中では中々できるという評判を、小耳に挟んだ覚えがある。

「えー、でもお見合いなんですねー」

　清喜はさっきから、難しい顔で首をひねっている。

「まだ言ってんのか、あんた」

「いやあ、なんからしくないなーと思って。綵さん、いったいどこが決め手だったんですか？」

　清喜の問いに、綵は簡潔に答える。

「お見合いの席で、兵法書の話で盛り上がりまして」

「あっ、それはそれで、『らしい』ですね！」

　綵の返答に、清喜がなるほどと頷く。小玉も口には出さなかったが納得した。ちなみに恋愛小説の他に兵法書も彼女の愛読書である。

「綵さんって、やっぱり趣味に生きてるところありますよね」

「趣味は生きがいですから」

　清喜に向かって綵は力強く言い放つ。

　鄭綵──案外趣味に生きる女である。そんな彼女に小玉は、「まあ……うまくいくといいよね」とだけ言っておいた。色気のない意気投合だが、結婚相手と趣味が合うにこしたことはないだろう。夫とびっくりするほど趣味が合わない小玉が言えたことではないが……むしろそうだから言えるのか。

　小玉には文林が好む芸術鑑賞など、そのよさが未いまだにまったく理解できない。だから皇后としての最低限の教養以上のことを求めてこない文林には、正直いうとちょっとだけ感謝すらしている。言い換えると彼が妙に理解を示してくるから、夫婦をやめる決め手に欠けているともいえる。







　さて、そういうわけで綵を置いてお出かけである。

　小玉は清喜を引き連れて、街へ繰り出した。

「土産って言っても……なんかよさそうなの、ある？」

「なさそうですね」

　清喜が小声で、しかしきっぱりと断言する。市場を見ても特筆するものがないあたりに、この街の存在感の薄さがうかがい知れる。

　綵からは土産について厳選しろとまでは頼まれていない。彼女は「お土産はなんでも構いません。娘子がお選びになったと言えば、皆文句は言わないでしょうから」と言っていた。

　つまり殊勝そうでいて、その実、小玉に全責任を押しつける言い方である。さりげなくいい根性をしている。

　おかげで、ちゃんと選ばなくてはいけないような気がなんとなくしてきたから、小玉はけっこう真面目に市の品並びを眺めていた。もしかしたらこれが、綵の本来の思惑だったのかもしれない。

　ついでに、道行く人の流れも眺める。

「女の子が、少ないわね……」

「そうですね」

　そこが気になるところだった。いたとしても複数で連れ立っていたり、母親らしき女性と一緒にいるのがほとんどだ。

　若い娘がむやみに外出するものではないというのは、古今貴賤を問わず親御さんからよく言われることである。しかし、それでも昼間の市場は話が別だ。

　皆将来は主婦になることを想定されているので、平民のお嬢さんたちはこういうところでよく見かけるものである。そして女の子をひっかけようとする若い兄ちゃんたちも。

「そういうところに気がつくとは、さすが」

「その『さすが』ってどういう意味かな？」

　質問しながらも、答えられる前から絶対にただの褒め言葉ではないと、小玉はわかっている。案の定、清喜の回答はこうである。

「それはもう、『女をたらすことにかけては大抵の男が右に出ない人らしいですね』って意味です……そんなにここ、治安がよくないんでしょうか」

「それにしては、雰囲気は悪くないのよね」

　言葉の後半で露骨に話題を変えた清喜だったが、小玉は前半に突っ込まずその話に乗った。なぜか清喜ががっかりした様子になっているが、実際のところ清喜が変えた話のほうが重要度は高い。

　治安が悪かったころの国内も知っている小玉は、ううんとうなった。あのころとはなんとなく違う、という感じがあるのだ。女の身に危険な場所にしては、荒すさんだような饐すえたような雰囲気の悪さがない。なのによく見ていると、若い娘たちはどことなく警戒したような様子である。

　目に見えないだけで、実は危険なところなのだろうか。そう思い、小玉は道の隅に寄って壁にもたれかかりながら、道行く人の流れをじっくりと観察し始めた。清喜も黙って彼女に従う。

　よく見ているうちに、小玉はふとあることに気づいた。警戒している娘と、警戒していない娘の差がある。二者の間にどういう違いがあるのか考え……気づいた。




　警戒していない娘は、母親とおぼしき女性が一緒にいる者ばかりだ。




　まあ、確かにお母さんと一緒だと安心だよねという点では納得できる。しかし、小玉の疑問は深まる一方だった。親が一緒についていて「今の自分、最強です」みたいな万能感に浸れるのは、せいぜい七歳が限界である。警戒している娘に対して、母親が一人ついているくらいで警戒がない娘の姿は極端な差を感じさせた。

　それに本当に危険なところであれば、下手すれば母と娘ともども襲われる可能性がある。したがって、緊張を解いている母親と娘の様子は、どこか異様に見えた。

「……なんだか気持ち悪い。妙にちぐはぐな空気」

　口元に手を当てて考え込む風情になった小玉に、清喜は真剣な顔を作った。

「そうですか……一度戻りますか？」

「いや、もうちょっと見ていたい。あと清喜、お土産これでいいと思う？」

　近くにあった露店の品物を一つ手にとって、小玉は清喜に意見を求める。

「駄目だと思います」

　清喜は、表情を変えないまま首を横に振った。

「なんでよ」

「こっちこそ『なんで』ですよ。なにを基準に岩塩を選んだんですか？」

　小玉が手にしているのは一塊の岩塩。市に並ぶものにしてはかなり質がよいと、小玉は品定めしていた。

「基準って……塩はほら、生きていくうえで必要不可欠なものだから」

「じょう……陳校尉。お土産には、そこまで壮大な基準は必要ないですからね」

「そうかなあ……」




　結局小玉は、清喜の反対を押し切って岩塩の塊を二つ購入した。




　本当はそのまま同じ場所でじっくりと観察していたかったが、なにもしないまま突っ立っているのも端から見ると怪しい。林りん檎ごかなにかを購入してかじっていたいところだったが、あいにく春先にかじれるような果物はまだ出回っていなかった。

　仕方ないのでぶらぶらと歩いていると、声をかけられた。

「そこのお姉さん、見ていきませんか」

　わかりやすい客引きであったが、なんとなく足を止めてしまった。それは、相手の声がよく通り、訛なまりのないきれいな発音だったからだろう。

　見ると、老人と言ってもいい年ごろの女性が布を売っていた。小玉は屈かがんで布に触れてみる。

「きれいね」

「ありがとうございます」

　染めはさほど珍しい色合いではなかったし、布の質もあまりよくない。しかし布に施された刺し繡しゆうが見事であった。

「これはあなたが刺したの？」

「ええ。子どもの身の安全を願ってのものですよ……お姉さんには、お子さまはいますか？」

　穏やかな笑みを浮かべて、女が言う。鴻の顔が小玉の脳裏に浮かんだ。

「……いるわ」

　彼は今、なにをしているだろうか。寂しがっているのだろうか。

「それはよいですね」

「それはよい」という迂う遠えんな言い回しにひっかかりを覚えたが、小玉はなにも言わなかった。相手がかつて子を失った可能性があるからだ。確証はないが、このご時世いくらでも聞く話だ。存在するかもしれない古傷を、一時の興味で露あらわにすることは、小玉の趣味ではなかった。

「一枚ちょうだい」

「ありがとうございます」

　あまり高くはない金額を支払いながら、小玉は女に問いかけた。

「あなたはこの土地の人ではないでしょう？　どこから来たの？」

　女は釣り銭を渡しながら微笑む。

「昔は帝都に。それからあちらこちら回ったあとは、ずいぶん長くここにおります」

「そう」

「お姉さんもここの人ではありませんね？　もう少し南の方の出身ですか？　そちらの訛りがあります」

　小玉はその言葉に、かすかに眉まゆを動かしつつ、相手に答える。

「ええ、ちょっと仕事で、一時的にここに来てるの」

「そうですか。早くお子さまのところへ戻られるとよいですね」

「そうね。ありがとう」

　買い物を終えて店から離れながら、清喜はちらりと振り返った。

「なんだか不思議な感じの人ですね」

「そうね。しかも色々と見てる」

　彼女は南の方の訛りがあると言った。確かに小玉はここより南の地で産まれたので、それは正しい。

　しかし帝都での暮らしが長いうえに、皇后になってからは徹底的に発音を矯正された。文林による特訓の日々は限りなく思い出したくないが、彼の努力の賜物で今の小玉は訛りを出すほうが難しくなっている。今は意図的に素で話しているものの、小玉の口調から地方性を察するのは難しいはずだった。

「商売人ってすごいわね」

　ありきたりな感想を言ったとき……視界の隅になにか不自然な動きがあった。ばっとそちらのほうを向く。

　ありふれた街の一角。小玉の目は一本の路地の中に、布の一部が消えるのを見て取った。誰かの服だ。

　かどわかし、と思った瞬間に体が動いた。

「行くよ、清喜！」

「はい！」

　小玉は駆けだした。おそらく事態を把握していないだろうが、小玉の命令に清喜は従順に頷うなずき後に続く。そういうところは頼もしい。

　小玉は腹のあたりに手をやった。今日は愛剣を携えてはいないが、武器ならばある。

　ちなみにそれは、先ほど購入した岩塩ではない。




　路地に飛び込むと、三名の男がもがく誰かを押さえつけて、引きずっていく様子が見えた。押さえつけられている相手のことはよく見えないが、服装からして女だ。

「待ちなさい！」

　小玉の声に男たちが振り向く……そして、どうする？　というように目を見交わした。どこかためらいを帯びた雰囲気だ。

　おや、と小玉は思った。相手の動きが予想と少し違う。暴行目的の誘拐の場合、女である小玉が飛び込むと、獲物がもう一人やってきたというような目で見られることが多い。それは小玉が美人であるかないかはまったく別の問題で、こういうことをする人間は女であれば誰でもいいのだ。

　営利目的の誘拐だろうか……と思ったそのとき、

「あれ、逃げた」

　清喜の声がどこか間抜けに響く。男たちが女をこちらに突き飛ばし、路地の奥へと走り始めたのだ。小玉は女の体を受け止める。

　持っている武器を取り出す必要すらなく、事態は終息してしまった。

「追いますか？」

「いや、いい」

　怪しさに、深追いは避けるべきと判断する。そうでないにしても、相手の人数を考えると、下手に追いかければしっぺ返しをくらう可能性がある。

「すごいですね、じょ、じょ……校尉。迫力で男三人撃退するとか」

「清喜。今そういう冗談言っていいときじゃないからね」

「すみません」

　普段そつがないわりに、やはり若さのせいだろうか。清喜のたまにやらかす空気を読めないちゃかしを鋭くたしなめ、小玉は抱き留めた女に問いかけた。身を細かく震わせているのが、触れている腕から伝わる。

「あなた、大丈夫？」

　言いながら彼女の様子を検分する。うつむいていて顔はよく見えないが、まだ若い娘だ。着ている服は質素なもので、これは営利目的ではないなと思った。するとますます男たちの行動がわからない。

「…………」

　そして、娘が返事をしない。

「……大丈夫？」

　もう一回問いかけると、娘が小さく頷いた。

「けがは？」

　首を横に振る。

「……もしかして、口がきけない？」

　首が縦に動く。

「……なるほど」

　どうりでかどわかされても、声の一つもあがらないわけだ。

「家は近いの？　送っていくわ」

　小玉がそう言うと、娘はおそるおそるといったように顔をあげた。その面差しを見て、小玉は息をのんだ。




　……どこか、彼女に似ていた。




　娘の案内に従って連れていかれた家は、おんぼろという言葉の見本のようなところだった。家人に娘がどういう目にあったか説明しておこうと思ったが、他に誰もいないようだった。

「家の人はいないの？　留守？」

　その問いに娘が小玉の袖そでを引く。引かれるまま家の中に入ると、娘は隅を指さした。まだ真新しい祭壇がある。なるほど。

　娘は喪服を着ていないが、おそらくは喪が明けた直後なのだろう。

「……他に家族はいないのね？」

　頷かれて、ううむと小玉はうなった。ばりばりと頭をかく。

　攫さらわれかけた直後に誰もいない家に送り届けて、はいさようならというのは……なんというか、送り届けた意味がない気がする。しかもこの家、資産という面はもちろん、防犯という観点からもとてつもなく価値が低い。

　しかも、と、小玉は先ほど感じたことを想起した。

　この家の様子から見て、この娘は一人歩きしていたはずだ……つまり、「なにか」に警戒しながら。

　その「なにか」は、小玉にはひっかかるものであった。口がきけないにしても、娘はその「なにか」の手がかりになるかもしれない。




　小玉は一つ頷くと、娘に問いかけた。

「あなた、あたしたちと一緒に来ない？」

　善意ももちろんあるが、打算から出た提案であった。他にも、色々。

　娘はきょとんとした顔になった。話せないが表情が豊かだ……というより、話せないからこそ他の方法での表現が発達したのかもしれない。

「あたしたちのことは、信用できない？」

　言ってる本人が「まあ会った直後の人間だし、信用できないよな」と思ったが、言われたほうはそんな！　というように、首を横に振る。大丈夫かなこの娘……と、自分から言っておいて失礼ではあるが、小玉はちょっと心配になった。

　これは本人に危機感がないのか、それとも頼りになる人間が本当に絶望的に存在しないのか……どちらにせよ保護してやるべきだろう。

「じゃあ行きましょう」

　促すと、不意に娘が小玉の手をとった。なんだ？　と不思議に思っていると、彼女は小玉の手のひらに人差し指を滑らせる。文字を書いている。一度では読み取れなかったので、もう一度書いてもらう。「元」という字、次に「杏」という字。

「『元げん杏きよう』……あなたの名前ね」

　娘が破顔した。

「他に字は書けるの？」

　その問いには首を横に振られた。それも道理だ。こういうところでは、読み書きができる人間のほうが稀まれだ。仮に字が書けたとしても、通じなければ意味がないのだから、そもそも学ぶ必要がない。

「じゃあ杏。行こう」

　杏は、こくりと頷いた。







　　　　※




　ひとまず戻って、杏の寝泊まりする場所を確保してやった……というとあっさり終えている感じであるが、諸もろ々もろを完遂するまでには、もちろんそれなりにごたごたがあった。

　そのごたごたの中には、綵に岩塩を渡してやり、彼女から「堅実でいいですね！」と喜ばれたり、二人のやりとりを目の当たりにした清喜が岩塩のかけらを口に放り込まれたような顔になったり……等々も含む。

　それでも夜になったころには、与えられた宿舎の一室で一息つき……そこを見計らったかのように、清喜が話しかけてきた。

「似てますよね、彼女」

「わかってたか」

　小玉は苦笑した。

　一緒に来ない？　と杏を誘ったときも彼は特に驚いた様子もなかったから、多分察しているんだろうなとは思っていた。

「はい。謝しや賢けん妃ぴのこと、そこまで気にしてたんですか？」




　杏は去年亡くなったあの娘に似ていた。

　生前は充じゆう媛えんの位を持ち、小玉に憧あこがれていたのだと語った謝月げつ枝しに。




「それもある」

「他にもなにか？」

「ああいう……『なにか』が欠けている人間って、すごく大変なのよ。こういう……地方ではね」

　小玉自身がそうだった。もっとも彼女の欠けた『なにか』は、肉体的なものではなく、許婚いいなずけに一方的に捨てられたときに、無条件に取りあげられた『よき妻の素質』というものだったが。

「そんなふうに抱え込んじゃって。先々帝の隠し子の一件といい、そういうの一々気にしてたら、やってられませんよ、娘じよう子し」

　小玉は苦笑を深めた。清喜の言っていることは手厳しいが正論である。




　多分、自分は色々な業を抱え込んでいるのだと思う。

　色々なものを失ったり、失わせたりした業。




　そしてその業のどれかにひっかかってしまったものを、捨て置けないのだ。そしてそんなに頻繁にひっかかるものが多いということは、

「あんまり褒められる人生送ってないってことよね。自覚してるけど」

　小玉は苦笑いした。

「清喜、どう思う？」

　若干意地悪な気持ちで質問を投げかける。すると清喜は、存外真剣な風情でこんなことを言ってくる。

「どうって言われましても……娘子は一言でいい人だとは言い切れないけど、二言か三言使えばいい人だって表現できるような方ということじゃないですか？」

「なにそれ」

　意外に高尚というか、難解な返答が来た。そしてこいつは小玉を褒めたいのか貶けなしたいのか、どちらなのだろう……と思っていたら、清喜がいきなり話を変えた。

「あ、そうそう。沈太監が娘子のこと捜してましたよ」

　しかも今の感傷に満ちた話よりも、多分ずっと大事な話に。

「ちょっと、それ先に言いなさいよ！」

　小玉は慌てて椅子から立ち上がった。







　清喜を連れて賢恭の部屋に向かう。扉を叩たたき、自分が来たことを伝えると、彼は慌てた様子で出迎えてきた。

「……わざわざご足労くださいまして」

「太監。今私は校尉ですから」

　今、近くには身内しかいないが。

　言外に気にするなと伝えると、賢恭の目が少し和んだ。それに少し、昔を思い出す。小玉がこの人に仕えていたころは十代で、彼は二十代だった。

　思えばお互いずいぶん変わったものだ……特に彼の外見が。彼は宦かん官がんの例に漏れず、老化が早い。まだ五十歳手前だというのに、老人にしか見えない。中性的だった美び貌ぼうはもはや見る影もない。

　それでもこの人の前に立つと、気が引き締まるのは変わりない。この人に失望されたくないな、という気持ちになる。それは恋愛感情とはまったく違うと言い切れるもので、もしかしたら謝月枝が自分に抱いていたものと同じ──憧れや敬意と表現するべき感情であるのかもしれなかった。

　部屋に通され、椅子を勧められる。勧められるがままに腰掛けて、小玉は話の口火を切った。

「なにか私に用があったそうで」

「はい」

「進展があったのですね」

　さすがに小玉も自分が清喜を引き連れて街をぶらつくだけで、探し求めているものがほいほい転がり込んでくるなんて甘い考えは持っていない。

　今回の人員の中には、賢恭を筆頭に監査や捜査に長たけた者も多く随行している。彼らもまた、小玉に先んじてこの地方について探りを入れていた。

「それが……」

　言いよどむ賢恭に、小玉は少し眉まゆをひそめる。

「なにか問題が？」

「ご所望の件とは別件での進展でございます」

「構いません。言ってください」

　賢恭の報告を聞きながら、小玉の眉が開いていく。しかしそれは安あん堵どによるものではなく、呆あきれの表情を作るためのものだった。

「横領ね……」

　彼らの調査の結果、現在留とどまっているこの地、湖西での役人の不正が明らかになったという。

「はい、それもわかりやすく」

　賢恭以下探っていた者たちが、一瞬自分たちは見間違えているのではないかと疑うほどあっさりと証拠が握れたのだという。ここの責任者である呂端はどうやら珍しく、第一印象どおりの人間だったらしい。

「この件、大家へのご報告について許可をいただきたく」

　それが賢恭の小玉を捜していた理由だった。まだるっこしいとは言わない。必要な手順だ。

「もちろんです。行啓の本来の目的の一つを果たせたということですから……それにしても、ここまで露骨だとかえって怪しいですね」

「はい。右う粛しゆく正せい台だいが見落とすとも思えません」

　右粛正台は各地の監査を担当する機関である。

「ただ……たまたまこちらへ派遣されていない可能性もございます」

「確かに」

　小玉は頷うなずく。近年になってようやく監査の機能が正常に動き始めたところだ。国土は広く、言い方は悪いがこういう地味な地方までは手が回っていない可能性もある。

「こちらへの派遣があったかどうかは、宮城に記録がございます。報告の際にそちらも照会しようかと」

「そうですね、お願いします」

　小玉は頷き、話はそれで終わった。小玉は椅子から立ち上がった。ここから世間話に発展させるつもりはなかった。もう夜も遅い。

「娘子」

　しかしそんな彼女を賢恭が呼び止めた。椅子から腰を浮かした状態で、小玉は動きを止める。

「なにか？」

「若い娘を一人、連れ帰ったとか」

「ああ、ええ。なにかわかるかと思いまして」

　耳が早いなと思いながら、小玉は頷いた。そんな彼女に、賢恭は真剣な眼まな差ざしを向けてきた。

「臣は娘子のご判断に、とやかく申すつもりはございませぬ。しかしこの地、なにがどう動くかわからない、という気がいたします」

「ええ」

　それは小玉も感じていることだった。

　賢恭の言葉は続く。

「最も優先されるべきは、娘子の御身。そのことを念頭にお置きになることのみ、切にお願い申し上げます」

　賢恭の態度に怒りは含まれていなかった。ただ本気で心配していることが伝わってくる物言いだった。

「……軽挙はせぬよう慎みます」

　だから小玉も素直に頷いた。実際今日のことは、行動として軽はずみであったのは事実だ。自覚している。

　賢恭の顔が少しほころんだ。

「ではお休みください……陳校尉」

「はい。沈太監もお疲れの出ませんよう」

　賢恭の部屋を辞去すると、ずっと黙って様子を見守っていた清喜が、やけにしみじみと言ってきた。

「梅花さんと沈太監って、校尉の『二大頭のあがらない人』なんですね」

「……否定はしない」

　というか、全力で肯定できる。

　すると清喜は、両手をぐっと握ってなぜか気合いに満ちた様子になった。

「僕、頑張って修業しますね」

「なにをだ。いや、わかってるけど。やめて」

　今のままの清喜でいてほしい。というか今のままの清喜ですら、たまに迷惑なことがある。







　自室に戻り、粗末な布団の中でそっと隣を探る……冷たい。

　自分自身の体温も布に馴な染じんでいないのだから当然だ。しかしそれよりも、隣に誰もいないからという理由のほうが、無性に心をざわつかせる。

　このままここに予想以上に長くいることになるのだろうかという気持ちが、小玉の胸にちょっとした焦燥を招いていた。




　だって今は春だ。

　だからもうすぐ夏が来る──明慧がいなくなって最初の夏が。




　そのときに隣にいてほしい人がいる。その人はここにはいない。

　とはいえそれは、考えても詮せんないことだし、そうなる可能性も踏まえて、自分はここにいるのだ。

　軽くため息をついて、小玉は目を閉じた。




　　　　※




　翌朝のことである。

　朝食を食べに食堂に入った小玉を、三人の娘が囲んだ。

「おはようございます校尉ー！」

「おはようございますー！」

「おはようございます！」

「おはよう。あなたたち元気で……すごくいいわね」

「ありがとうございます！」

　小玉の返事に、三人が斉唱した。

　朝っぱらから、腹の奥からの発声で元気よく挨あい拶さつしてくる彼女たちは、三羽烏と呼ばれるほどいつも群れている仲良し娘たちである。そして皇后である小玉のことが大好きな下っ端兵でもある。

　彼女たちは当然、綵が小玉の代わりを務めていることは知っている。もちろん詳しい事情は知らされていないが、本人たちはそれについて疑問を抱いていない。

　それよりも「体面上校尉なら、娘子に話しかけることができる！」という気持ちのほうが優先されたらしく、喜んでまとわりついている。この前向きさ、今後も色々なところで活用していただきたい。

　実は今回の行啓の人選では、それを想定して彼女たちを組み込んだ。兵卒が自然に話しかけてくれると、小玉が一武官であることに説得力を持てるからだ。

　もっとも予想以上に偽装に効果的に動いてくれているので、小玉はちょっと引き気味であるが。

「あのですね校尉、ちょっと不思議なことがあったんですよ」

　他の二人より幼く見える雪せつ苑えんが言うと、残り二人がうんうんと頷く。千せん姫きが補足しながら首をかしげる。高いところで結んだ髪がさらりと揺れる。

「不思議というか、ちょっと気持ち悪かった感じでした」

「なにがあったの？」

　三羽烏は口実を設けては小玉に話しかけてくるが、それは決して無意味なものではない。彼女たちは彼女たちなりに職務に精励しており、自分たちが探った結果を伝えてくるので、それはそれで重要な情報源になる可能性がある。




　あくまで可能性である。

　今のところはまだ、なんの役にも立っていない。




　小玉は彼女たちと朝食をとりながら、話を聞き始めた……ら。

「昨日ですね、馬の世話をしていたら男の人に話しかけられたんですよ」

「う、うん」

　いきなり軟派の話になった。ここからなにをどうやれば、深刻な話になるのだろうかと思いきや、

「ちょっと好みだったんですよね」

　……意外に好感触だったらしい。最後まで話を聞くつもりではあるが、どうやっても深刻な話にはならないだろうなと、小玉はこの時点で覚悟した。

「あら、そうなの」

　まあいいさ、仕事に差し支えがなければいくらでも恋に落ちたまえ、と思ったところで、雪苑が難しい顔になった。

「でもなんか、誘い方というか、聞き方？　がちょっと変で」

　どうやらここからが本題らしい。

「変？」

「はい。『子どもはいるのか？』っていう聞き方でした」

「それは、確かにちょっと変ね」

　幼く見えるとはいっても、雪苑は結婚適齢期に見える程度の年格好をしている。子どもがいてもおかしくはない。

　だが異性へのお誘いだったらまず聞くのは、彼氏あるいは夫がいるのかということだろう。

「あと母親はいるのかって」

「なんだそりゃ」

「なんか作法を間違ってると思うんですよね、それ」

　千姫が難しい顔で言った。軟派に作法があるのかどうかはわからないが、確かに手順を間違っている感は小玉にもある。

「それで雪苑、どうしたの？」

「ええ、はい。ちょっと気持ちが醒さめちゃって、馬の糞ふんをぶん投げて追い返しました」

　とんでもないかたちで、話の大部分が一気に進んだ。

「うーん、さすがにそれはちょっとひどいわね」

　いくらなんでも、その振る舞いはひどすぎる。思わず突っ込む小玉に、我が意を得たりと冬とう麗れいが口を開く。

「あ、それあたしも言ったんですよー！　もしかしたら前に子持ちの寡婦と結婚して、同居した姑しゆうとめに痛い目にあわされた人なのかもしれないんだから、それは可哀想でしょ、って」

　それはそれで想像力が豊かすぎる。確かにそういう家庭問題は、女のほうが圧倒的に多いにせよ、男でもありえるが。

「……で、以上です」

「あ、終わりなの？」

　話はあっさりと終わった。拍子抜けしたが、言い換えると要点を上手にまとめているともいえる。そういうことにしておこう。

「では、ごちそうさまでしたー！」

　口々に言って三羽烏は、食器を持って去っていった。彼女たちは気になることを誰かに伝えるということ、その誰かが話したい相手であるということの二つの欲求を満たしたことで、非常に幸せそうだった。そういう姿勢は嫌いではない。

　小玉は彼女たちを見送りつつ、ふむ、と考え込む。なんともなしに、冷めかけた雑穀の粥かゆを匙さじで混ぜる。話しながらもぱくぱくと食べていた三人と違って、聞くことに集中していた彼女は、まだ食べ終えていなかった。

　最初から承知のうえで聞いたものの、三人の話は本当にどうでもいい内容であった。それでも気にかかることがあるのは、昨日の記憶を妙に刺激したからだ。

　昨日会った布売りの女も、「子ども」ということについて妙にひっかかる物言いをしていた。

「子どもねえ……」

　偶然といえば、それまでであるが。




　──なんなんだろうな、この街。




　その疑問が頭から消えない。考えている間に粥は完全に冷え切ったが、もちろん残すような真似なんてしない。きちんと食事を平らげて、小玉も食器を持って椅子から立ち上がった。







　小玉が向かった先は、杏のところであった。それは同時に綵のところでもある。

「正直申しまして、暇をぶっこいております」

　と、身も蓋ふたもなくのたまっていた綵に、杏の世話を任せたからだ。表向きは襲われかけた娘を憐あわれんだ皇后が、手元に置くことにしたということになっている。

　ところで小玉はちょっと気になることがあった。自分は綵の教育について、そのうち彼女の母親の王蘭英から𠮟られそうな気がする。物言いについてとか。

　さて噓でもなんでもなく手隙だったらしい綵は、けっこう喜んで杏の世話を請け負ったが、問題が一つあった。

「皇后さま、杏の調子はいかがですか」

「問題ありませんよ、陳校尉」

　清喜の手を借りて着替えを終えた綵が微笑む。この表情筋に恵まれない彼女がそうしているのには、もちろん理由がある。

　話すことができないとはいえ、さすがに昨日会ったばかりの杏に、実は綵は皇后でなくて自分が皇后でね……などという内部事情を告白するわけにはいかない。そもそも信じてもらえるかも怪しい。したがって彼女がいるところでは、お芝居を継続しなくてはならないのだ。

　正直、綵に対して申し訳ないとは思っている。しかし当の本人は、意外に前向きな姿勢を見せていた。

　なぜなら昨日、彼女はひっそりと小玉に耳打ちしていたからだ。

「『今は大丈夫』という気の緩みを変に持つと、破は綻たんにつながる可能性もありますから。私は娘じよう子しと反対に肝心なところで粗そ忽こつなので、常に緊張感を保つ要素があったほうがいいです」

　……こちらの気をほぐすための、気遣いから出た発言かもしれないが。




　ちなみに綵の自分自身に対する評価はけっこう正しい。

　小玉に対する評価も正しい。

　そしてやっぱり、小玉のことをいまいち褒めていない。




　どうしても場に慣れないのか、いたたまれないという様子だった杏は、小玉の顔を見てほっとした顔を見せた。

「杏、よく眠れた？」

　その言葉に杏はおずおずと頷うなずく。小玉はちょっと苦笑する。様子から察するに、落ち着かないせいで眠れなかったとみた。

「あのね、昨日のことでちょっと……確認したいことがね、あるの。いくつか聞いてもいい？」

　本当はもう少し時間をおいたほうがいいのかもしれない。誘拐されそうになった翌日に色々と事情を聞くというのも中々に酷であるとは思ったが、気になることを早めに確認したかった。

　彼女を連れて、自分の部屋に向かう。

「昨日、あなたを連れていこうとした連中に心当たりはある？」

　うんと頷く可能性は半々だろうなと、聞きながら思った。仮にも後宮の妃ひ嬪ひんだった謝月枝に似ている彼女は、粗末ななりではあるものの容姿は中々に優れている。通りすがりの男たちが、たまたま連れていこうとしたという説もありえる。

　──はい。

　杏が頷く。そう、頷いた。

「……あるの？」

　小玉は目を細めた。

「それは、元から言い寄られていたの？」

　──いいえ。

「たまたまなのね？」

　なるべく「はい」か「いいえ」の動作で答えられる質問をしようと心がけたつもりであったが、ここで杏の動作にためらいが見られた。眉まゆ根ねを寄せてどう動こうか迷っている。しかし、次の言葉に、杏は驚きの表情を浮かべて顔をあげた。

「……ねえ、杏。あなたが連れていかれそうになった理由って、なにか『子ども』と関係あるの？」

　──はい、はい！

　杏が二度、力強く頷く。今自分がなにかの核心に触れたのだと、小玉は思った。

「あなたに子どもがいるの？」

　──いいえ。

「結婚もしていない……わよね、当然」

　彼女の家の様子を思い出しながら、念のため確認する。

　──はい。

　なるほど、と小玉は頷いた。

　全然わからないことがわかった……いや、本当にどういうことかわからん。

　知らざるを知らずと為なすのも確かに大事であるが、今のところ事態の改善には役に立ちそうになかった。




「子どもと関係があるのに、子どもがいないと攫さらわれる……？」

　小玉が思わず口にした言葉は杏に対する質問ではなかった。だが、杏はその言葉にもどかしそうに喉のど元もとを押さえる。なにか言いたくて、それでも言えない自分に焦じれている様子だった。

　杏は口をぱくぱくと開いたり閉じたりした。ひゅーひゅーという音が彼女の喉から漏れる。

「ああ、いいから。無理をしないで」

　喉元に当てられた杏の手に触れて、小玉は彼女を押しとどめた。

「そのうち、あなたに答えられるような聞き方をする。ちょっと考えさせて」

　──はい。

　小玉の言葉に、杏は物言いたげな表情のまま、一つ頷いた。

　歯がゆいなとは思ったが、それを口には出さなかった。多分目の前の彼女が一番そう思っているはずだ。言えば傷つくことがわかりきっていた。

　とはいえ一つわかったことがある。彼女は意外に重要な情報源だということだ。しかしたまたま拾った娘が、なにかを知っているということは……。

「杏。あなたが言おうとしたことは、街の他の誰かも知っていることなの？」

　当然、その可能性がある。案に相違せず、杏はあっさりと頷いた。

　──はい。

「あ、それなら問題ないわね」

　小玉は若干拍子抜けした声を出してしまった。それならば杏にこだわる必要はない……が、杏は小玉の言葉に困った表情を作った。

「問題があるの？　もしかして街の人は答えてくれないの？」

　──はい。

「…………」

　その答えに訳ありだな、と小玉は思った。なにか事情があるのは元からわかっていたが……それについて他の誰かに聞いても答えてはくれない。それは、どこかからの圧力がかかっているからという可能性がある。

「でも、あなたは答えてくれるつもりがあるのね？」

　他の者は答えてくれないのに、杏が答えてくれそうなのはなぜなのか。

　まるで嫌みみたいな物言いであるとはわかっているが、疑問はなるべく解消しておきたかった。

　杏は真面目くさった顔になり、小玉の片手をとった。そしてそれに頭を押し当てながら、何度もお辞儀をする。

「……もしかして、昨日の恩を感じているから？」

　──はい。

　そんなの別にいいのにとは思わなかった。正直いってありがたいことである。

「わかった。ありがとう」

　杏がほっとしたように笑った。その笑みにどういう意味があるのか、小玉にはわかる。

　あらかじめ知っていたうえに、圧力もかかっていることなら、街から逃げたり助けを求めたりすればいいという単純なものではない。なぜなら彼らは土地に戸籍が登録されている身だ。勝手に逃げ出せば死罪になってしまう。そういう制限された身の上で協力しようと申し出ることは、とんでもない覚悟を要するものだ。

　どうやら善行はしておくものらしい。そして悪行はしないほうがいいのだろう。何らかのかたちで自分に返ってくるんだなと、小玉は実にまっとうな教訓めいたことを思った。







　杏を綵のもとへ送り届け、廊下を歩いていると呂端とすれ違った。横領犯とはいえ、今はまだ位を剝はく奪だつされていない以上、彼は表向き校尉である小玉よりも、上位の存在である。皇后の言葉を代弁するという役割を担っている場合を除き、小玉は彼の前では相応の態度をとらなくてはならない。

　割り切っている小玉は、特に腹も立てずに一礼して、彼が通り過ぎるのを待った……が、彼は小玉の前で立ち止まる。小玉は頭を下げたまま問いかけた。

「私になにかご用でしょうか？」

「昨日、娘を一人連れ帰ったとか」

　おっと、こちらからも指摘が来たかというのが、率直な感想である。表面には出さないが。

　それにしても昨日の賢恭の言葉と違い、小玉に対する思いやりはなにひとつ感じられない物言いである。その証拠に端は、頭を下げ続ける小玉に「もうよい」の一言をかける気配がない。したがって小玉は、頭を下げっぱなしである。

「いかな皇后陛下のお付き武官とはいえ、勝手な真似はせぬがよかろう」

　暗に、よそ者は引っ込んでろと言っているのである。

　知っとるわ、と小玉は心中で毒づいた。つい昨日、賢恭にも注意されたばかりである。彼とこの男とでは、言っている意味合いはまるで違うが。

　そういう思惑をおくびにも出さず、端に対して小玉は静かに反はん駁ばくする。

「お言葉ではございますが」

　ここで一度言葉を切り、一気に言い放つ。

「大宸しん帝国の臣民を助けることは、所属がいずこであろうとも、我々武官の義務でございます」

　対して、端は声に苛いら立だちを混ぜる。

「……職務に忠実でけっこうなことだ」

　あんたは職務に不忠で駄目なことだねと心の中で思いながら、小玉は嫌みをわざと流して「お褒めくださり、ありがとうございます」と、ことさらに和やかな口調で礼を言った。

「娘はどうするのかね？　家に戻してやればよいのではないか？」

「娘はどうやら身寄りがいないようで。皇后さまが憐あわれまれて、お手元に置かれるとのことでした」

「皇后さまがねえ……」

　どうも不本意という様子で、意味ありげに端が語尾を切る。どんな意味を含んでいるのか、読むつもりなどかけらもない。小玉は無難に返すことにする。

　しかし、

「皇后さまはお優しい方でいらっしゃいますので……」

　──あっ、これきついわ。

　ここで小玉は、痛手をひそかに心に負った。

　その痛手は目の前の端の責任ではない。自分自身の言動によるものである。皇后を礼賛するということは、小玉の場合、自分で自分のことを褒めるということである。口に出して初めてわかったことだが、びっくりするほど羞しゆう恥ち心しんを刺激するものだった。

「……皇后さまの威を借るのも、ほどほどにしておくといい」

　忌々しそうな端に、小玉は素直に頷うなずいた……はい、もうやりません、自分が嫌だということがわかったので。

　徹頭徹尾小玉に頭を下げさせたまま、端は去っていった。彼の足音が遠ざかったところで、小玉は頭をあげ……なんなんだろうあの人、と思った。

　彼の不正はわかりやすいくらいわかりやすいもので、この件についてはもう見事なまでにがっちりと証拠を摑つかんでいる。本人がそのことを理解していないとすれば、馬鹿野郎確定というくらいに。

　わかっていなくて、あの余裕なのだろうか。それともわかっていて、あの余裕なのだろうか。そうすると今のやりとりが、彼なりの探りの入れ方なのだろうか。

　わかっていてあの態度なら厄介だな、と小玉は思った。その場合、本人がなにかしら切り札を握っている可能性が高いからだ。

　最初の想定以上に、湖西という土地は面倒くさいと小玉は顔を軽くしかめた。それも最初の想定外の方向性で。

　このままだと明慧の件──鄒王の行動の裏について、探りを入れるのはいつになることやら。




　髪をかき上げると、小玉は歩き始めた。窓の外から練兵場が見える。まだ幼い子どもたちが教官役の兵の指示に従って、棒術の練習をしているのが見えた。その姿を見て、端と会う前に思考が戻る。

　小玉は足を止めて子どもたちの動きを見始めた。一生懸命な様子に、覚えず笑みがこぼれた。

「子どもねえ……」

　朝と同じ呟つぶやきがこぼれた。

　なんともなしに彼らの様子を眺める。だいたい七歳から十歳くらいの子どもたちの群れなのに、実に統率がとれているというのは、以前違和感を覚えたときと同じ様子である。

　──あのくらいの年ごろって、もっと親に甘えたいだろうに。

　なんの気になしに思って……小玉はふと眉根を寄せた。

　なにかがおかしい気がした。

　小玉は身を翻し、元来た道を戻った。目的は綵の部屋にいる清喜だった。







　急に呼びつけられた清喜は文句を言うでもなく、素直に小玉の命令に従った。

「それで……変なところですか」

　そうささやいてくる清喜に、小玉もささやきを返す。

「そう、なんかあると思ってる。ある前提で一緒に探してほしい」

　こういう場合は一人より二人、複数の目で見たほうが効率がいい。そして清喜はこういう観察については、目端が利くうえに細かいところまで気がつく青年だった。

　二人でしばし、訓練の様子を観察する。

　教官役の武官が号令を発した。




「突け！」

　──やあっ！

　一斉に声をあげ、少年たちが棒を前に突き出す。中々にいい動きだ。




　そんな動きが繰り返される。こういう訓練はとにかく反復が大切であるため、なんの問題もないが、見ている分には飽きる光景だ。

　何度目かの突きのとき、清喜がふと口を開いた。

「……あの子たちって、全然緊張しませんね」

「緊張？」

「子どもって、異物に敏感じゃないですか。ずうっと自分たちのことを見ている人がいたら、そわそわしてもおかしくないし、そろそろそうなるんじゃないかなーって思ってたんですけど、全然そうなりませんね」

「……なるほど」

　言われてみれば、確かにそうだ。少年たちは常に教官に集中している。統率がとれていると思えた理由は、そこにあるのだろう。

　だが、確かにそれはおかしい。

　口で指示をされたとしても、一人や二人は落ち着かないお調子者がいるのが普通だ。それを教官が殴り倒すなど、力で押さえつけているのであれば、褒められたことではないが納得ができる。

　しかしそもそも少年たちは誰一人、そわつく様子すら見えないのである。また教官を恐れているという様子もない。ただ彼に集中している。

「人材を精選しているんですかね」

「それだとおかしいわ。だって、戦災孤児の保護のために設けた場所なんだから……」

　言いかけて、小玉も気づいたことがあった。

　独り言のように呟く。

「数が、多い……」




　あれだけの子どもを、どこから集めてきたのだろうか。




　戦災孤児はこの国にいくらでもいるが、それは今訓練を受けている子どもたちより少し上の世代に多い。今教育を受けている世代の子どもが孤児になるには、言い方は悪いが……親が戦死する機会が少ない。

　それはここ二十年ほどの軍事関係の動きを熟知しているからこその、小玉の発想であった。




　それに、気づいたことがもう一つある。

　今目にしている子どもたちは皆少年である。

　女の子が、いない。




　確かに中央に比べれば、地方は女性兵が少ない。比率としては女性が皆無でもおかしいことではないが、戦災孤児を保護する目的で設置されたのであれば、多少はいるはずだ。親が戦火に巻き込まれるのに、子の性別は関係がないからだ。

　つまり今目にしている子どもたちは、他の事情により親がいないのではないだろうか。戦災孤児が多かったころには目立たなかった、なにかの事情で。

「訳あり感、ますます匂ってきましたね」

「そうね」

　小玉と清喜は、主従揃って頷きあった。




　　　　※




　最優先で自分に通せと命じた連絡が文林に届いたのは、朝議の最中だった。

　知らせを受けたが、さすがに朝議を中断するわけにはいかず、文林はそれが終わるまでじりじりと待つことになった。

　朝議を終え、執務の場に移動すると、使者と文が文林を待っていた。

　うやうやしく差し出される文を手にとり開く。賢恭の字であるのがわかる。なんとなく眉み間けんに皺しわが寄る。我ながら大人げない。

　内容は簡潔であった。もっとも、こういうことに美麗な表現は必要ない。

　小玉の行啓先の役人が不正を働いていたこと。その裏を探るために、情報の照会をしたいということ。必要な情報だけのほうが好ましい事柄ばかりである。

　ざっと目を通して、文林は独りごちた。

「現状、『あれ』を動かす決め手に欠けるな」

「沈太監もそうおっしゃっていました」

　使者が頭を下げながら同意する。

「まあいい。これはこれで必要なことだ。すぐ調べさせる。大儀だったな。お前は少し休め」

「ご厚情に感謝申し上げます」

　使者が平伏する。それを見下ろしていた文林は、身を起こした彼の懐にもう一通の文があるのを認めた。

「……ところで、お前が持っているもう一通の文は？」

　何気ない問いに返ってきた言葉に、文林は思わず黙った。

「あ、はい。これは娘じよう子しが、皇子にと」

「…………」

　──あいつ、俺にはよこさないのかよ。

　とはいえ、小玉がそういう女であることを、悲しすぎるくらいに文林はよくわかっていた。必要を覚えない限り、彼女は極端すぎるほどの筆無精だ。公的なものについてはそれほどでもないが、私信については一行あれば十分というような性格は、今日に至るまで改善されていない。

　それで痛い目を見たことのある文林にしてみると、いつか必ずどうにかしたいと考えている事柄の一つである。

「……よこせ。鴻には余から読んでやる」

「はっ……はっ！　かしこまりました！」

　片手を差し出す文林に、使者は目を白黒させながら素直に文を差し出してくる。

　おそらく小玉からは「大家にお渡ししてもご迷惑になるでしょうから、皇后付きの女官である劉りゆう梅花に渡すように」と言付かっていたのだろう。そんな彼女の本音は十中八九「あいつ、面倒くさがるだろうから」に違いない。

　紛れもない事実だが。

「お前は下がれ」

「はっ」

　差し出された小玉からの手紙を受け取ると、文林はそれを懐へ突っ込み、使者を退出させた。

　そしてやや考え込む。

「右粛正台か……どう思う？」

　側付きの者に問いかける。先帝にも仕えていた宦かん官がんで、賢恭と同様に宮中での文林の手足の一つだ。ただ賢恭と違い、彼は軍事にはからまない。代わりに、文官を探らせることに関しては、文林は彼に絶大な信頼を置いている。

「恐れながら、臣の報告をお聞きになっているのであれば、大家のご判断は一つしかないかと」

　うやうやしく頷うなずきながら、不ふ遜そんともとれるような彼の発言に、文林は苦笑しながら頷いた。

「だろうな」

　そして手短に指示を出してから、椅子から立ち上がった。

「では任せた。余は紅霞宮に行ってくる」

「御意」







　文林は小玉が不在の間、紅霞宮はもちろん後宮にも一切足を踏み入れていなかった。主あるじがいない以上、先触れも必要なかろうと、文林はそのままの足で紅霞宮へ向かった。

「まあ、大家」

　驚いた顔で、それでも礼儀は完かん璧ぺきに文林を迎える梅花に、「小玉から文を預かった」と言う。すると梅花は得心した顔になった。

「ただちに皇子をお連れして参りますわ」

「ああ」

　勧められた椅子に座って待っていると、ぱたぱたという足音が近づき、鴻が部屋に飛び込んできた。

「ははうえ！　ははうえ！」

　文林の顔を見て一瞬嫌そうな顔をするが、小玉からの文が来たという喜びが勝るのか、笑みを顔に浮かべる。

「おふみ、おふみは？」

「鴻。母后陛下からの文は俺が読んでやる」

「『ぼこうへいか』？」

　文林の言葉に、鴻が小首をかしげた。文林はその疑問に答えてやる。

「『母上』をもっと立派に表現した言葉だ」

　それすなわち、「ちょっとよそよそしい言い方」である。

「りっぱ……」

「そんな難しい言葉を言えるようになれば、母后陛下は喜ぶだろうな？」

　すると鴻は、はっとした表情になり、口の中で「ぼこうへいか、ぼこうへいか……」と呟つぶやき始めた。

　最近彼の操り方を覚えてきた。たいへん便利だなと思いながら三男を見下ろす文林に、梅花が呆あきれたような、たしなめるような声を出す。

「大家……」

「どれ、読んでやる」

　文林は小玉からの文を広げ……やや顔を引きつらせた。一行をはるかに超える内容のそれは、文林が小玉からもらったどの文よりも当然長かった。




　──皇子はお元気ですか？　わたくしは元気です。けれども少し帰るのが遅くなるかもしれません。今は季節が変わる途中です。皇子がお熱を出しやすい時期です。お熱が出ないようにしてください。そのために、お布団をきちんとかけてください。それから、ご飯をいっぱい食べてください。お勉強は進んでいますか？　苦手なところは、あとでわたくしと一緒に練習しましょうね。




　読み終わって、少しの間部屋に沈黙が満ちる。しかしやがて、鴻の半べそ混じりの声が響いた。彼は梅花の裾すそにしがみついて、ぐりぐりと顔を押し当てる。

「ははう……ぼこうへいかにあいたいー」

「皇子、皇子、泣いてはいけませんよ。娘子が心配されます」

「ぼこうへいかー」

　文林は未いまだ沈黙を保っていた。手にした文をじっくり眺める。それは文の内容に心打たれたからではない。いや、ある意味打たれてはいた。というか、打ちのめされていた。

　もし小玉が文林に私信を書くとしたら、以下のようになるはずだ。




　──こちらは元気。息災で。




　絵に描いたような一筆啓上となる。たやすく想像できてしまう自分が嫌だ。

　小玉は手紙に限らず、文章を一文一義で済ませることがほとんどだ。わかりやすくはあるが、そっけない内容であるのは事実だ。

　しかし幼児にわかりやすくという意図からくる一文一義と、面倒くささからくる一文一義にここまで差が出るとは。それについて、感心すればいいのか呆れればいいのかわからない。

「あの、大家……」

　梅花がやや困ったような目を向けてくるが、助け船を出してやるつもりはなかった。鴻に対する意趣返しというわけではなく、単純にそういう余裕がない。

　文林は自分でもちょっと驚くくらい、愕がく然ぜんとしている自身に気づいていた。







　結局鴻は、文林ではなく梅花の言葉でちょっと立ち直った。

「皇子も、娘子にお文を書かれてはいかがですか？」

「かく！」

　それで鴻はぱっと表情を明るくして、梅花から離れた。幼児の単純さはこういうときに好ましいものである。それは文林でさえ思うことである。

　梅花は側に控えていた女官に、鴻用の文房具をとりにいくよう指示を出し、文林のほうに向き直った。

「大家」

「ああ、出していいぞ。明朝までに用意すれば、使者に持たせてやる」

　若干投げやりに許可を出してやる。梅花ほどの人間が、自分の許可を得る前に行動するのは珍しい。しかし今の行動が、それこそ息子になにもしてやらなかった自分に対する意趣返しであることはわかっているので、特に怒ろうとは思わなかった。そうされるだけのことはやっている自覚は、いつも持っている。ただ改めようと思わないだけだ。

「……おふみ、なにをかけばいいの？」

　はりきって筆を持ったのはいいものの、きょとんとした顔をする鴻を見て、文林は梅花に指示を出す。

「これの近況はお前のほうが把握しているだろう。下書きを作ってやれ」

「かしこまりました」

　梅花が素直に頷く。

　実際文林よりも梅花のほうがこの場合は適任なので、彼女はこの件については思うところを持っていないようだった。

「では俺は行く。手紙はあとでこちらに届けろ」

「お見送りいたします」

　梅花の礼を背に、文林は紅霞宮から出た。後宮の庭を抜ける途中、王太妃と李真桂がなにやら笑いさざめきながらそぞろ歩いている姿が見えたが、想定どおりの組み合わせであったため、文林は「あいつまだいるのか」とだけ思って通り過ぎた。







　文林が執務の場に戻ると、王蘭英が来ていた。

「先ほどご用命があった件につきまして、ご報告にあがりました」

「仕事が速いな……いやすまん、待たせた」

　形式的ではない謝罪の言葉を発した文林に、蘭英がうやうやしく一礼する。

「もったいないお言葉でございます」

　そして、書類を差し出した。ここでちくりと責めるような物言いをする。

「まさかわたくしに、このような調査をお命じになるとは思いませんでした。越権行為でございましょうに」

　不遜ともとれる言い方ではあるが、彼女の言っていることは事実である。文林は苦笑しながらそれを甘受した。

「すまんな。仕事が速くて、右粛正台直属ではなく、それでいて右粛正台の動きを把握している人間に動いてほしかった」

　蘭英は苦笑した。右粛正台は諸州の監査という職務上、護衛などで武官が関わる場合が多い。したがって現在軍事を司つかさどる兵部に所属し、かつては武官でもあった蘭英は、その論法でいえばうってつけの人材だった。

「お褒めの言葉と受け取っておきますわ。実際、今回はわたくしが動くのが最も効率的であったのも事実でした」

　効率的であることが正解であるとは限らないのですよ、という含みを持たせた言い方に苦笑して頷きながら、文林は書類に目を落とした。

　ふと、文林の笑みが深くなる。苦い方向ではなく、会心の方向に。

　蘭英が穏やかな笑みを浮かべて問いかける。

「ご期待にそえましたか？」

「ああ。下がっていいぞ」

　蘭英は「御前失礼いたします」と言って、立ち去っていった。彼女を見送らず、文林は再び書面に目を走らせた。やや考えると、側付きの宦かん官がんに、先ほど下がらせた使者を呼びつけさせる。

　彼がくるまでの間に、文林は筆をとり、手早く紙に書き付け始めた。

　ほどなくして使者が訪れる。

「お呼びと伺い、まかり越しました」

「ああ、事態が動いた。どうやら『あれ』を無事に動かせそうだ」

「それは重畳の至りですな」

「明朝発たてるな？」

　文林の言葉に、使者が深く頭を下げる。

「ご下命とあらばすぐにでも」

「いや、皇子が皇后に文を書いている。それも持って行ってやれ」

　文林の言葉に、使者のきりっとした顔が少し緩んだ。

「さようでございますか。それでは御意のごとくいたします」

「ああ、頼む」

　使者に文を渡し、下がらせる。人払いして文林は思索にふけり始めた。

　これで予定どおりに物事を動かせた……はずだ。だが一つ懸念していることがある。文林は前髪をかき上げた。

「あいつ、気づくだろうな……？」

　彼女の性格上、おそらく気づいたとしても深くは考えないだろう。だが、「そのとき」が来るまで、彼女には文林の真意に気づいてほしくなかった。

　──鴻の手紙でごまかせたらいいんだが。

　そう考える文林は、なんの裏もなく息子に優しいわけではなかった。

　いつもどおりのことである。




　　　　※




　さて、小玉からしてみると、全体的な動きに進展が見られたのは、十日ほど経ってのことだった。いくら早馬を走らせているとはいえ、連絡待ちという状態にはそれだけ時間がかかるものだ。

　しかし、ただ待っているだけの日々を送っていたわけではない。小玉たちは湖西を拠点に、周辺へ動いて視察を行っていた。それはそれで、そこそこの成果があった。それから綵の皇后の演技がかなり板についてきた。これを成果と呼んでよいのかは疑問が残るが。

「今後の人生で、あまり役に立たなそうですからね」

「……そうね」

　綵の言っていることは、全面的に正しい。




　さて、小玉が報告を受けたのは、出先でのことである。

　人払いをされ、賢恭からの話を聞いた小玉は、意外さに思わず声をあげた。

「……右粛正台が、来ていたのですか？」

　音量は小さめにだが。

「はい、七年ほど前に。ここは雪せつ花か太たい原げんに近いため、そこに向かうついでにとのことでした」

　賢恭の表情は硬い。小玉と同じくらいに。

「それは……いささか話が複雑になりますね」

「まさしく」

　各地の視察を行う部署の者がなにも報告をしていないということは……なにも摑つかんでいないか、それとも故意に報告をしていないかのどちらかだ。

　そして前者ではないことは、今回調査に携わった者皆が保証しているくらいだ。

「その際の担当者はどうしていますか？　誰が担当だったかまでも、照会は済んでいるでしょう？」

「はい、ですが……今はもう辞職しているか、亡くなっております」

　小玉の眉まゆ根ねが寄った。

「全員？」

「はい」

　武官ならともかく文官でそれは、ありえないとはいわないが不自然だ。もし誰か一人でも残っていたら、賄わい賂ろで口を閉ざしたという可能性もあるが、そうでないということは……。

　小玉はあごに手を当てて独りごちた。

「口封じか……」

「おそらくは」

　小玉の呟つぶやきに、賢恭が頷うなずいた。

「そういう真似ができるとしたら、さらに高位の官吏か……あるいは皇族か」

　──鄒王。

　不意に小玉の頭のなかでいくつかのことがつながった……気がした。湖西に関わる皇族は鄒王の他、領地としてこの地を擁している皇族が一人いるくらいだ。小玉の知っている限りであるが。

「鄒王がこの地の不正に関わっていて、だからこそ呂端はあそこまで余よ裕ゆう綽しやく々しやくだということ……？」

「しかし娘じよう子し。鄒王はもはやこの世におりませぬ。位も剝はく奪だつされており、呂端が頼みにできる存在ではないかと」

　便宜上皆が「鄒王」と呼んでいるが、彼は死後に位を庶人に落とされている。家人は処刑、あるいは生きていてもそれなりの監視がつけられて今や身動きはほとんどとれない。

「そうですね……」

　彼の発言に理があることを認めながら、小玉は自分の考えを捨てきれずにいた。また、もう一つ気になることもある。十日ほど前に杏を助けたことについて、あえて小玉に話しかけてきた端のことだ。




　不審な「子ども」たちの群れ。それの管理の責任者である呂端。




　それは杏が攫さらわれかけた「子ども」という事情と関係があるのではないかという疑問が、小玉の心を刺激する。

　もしそうであれば、呂端を中心に鄒王と「子ども」という事情がつながる……つまり、杏の事情を解決することで、鄒王の一件の核心に触れることができるかもしれない。

　そこまで考えて、小玉は首を横に振った。

　周辺からではあるが、核心に近づいている気がする。だが自分が逸はやっているのではという気持ちもある。鄒王の件、ひいては明慧のことについて早く解決したいという気持ちにとらわれていないか、自分自身を戒めたうえで考えなくてはならない。

「娘子、兵を出すおつもりはございますか」

「可能性はあります。ですが慎重に。むやみに武力介入することは、望むことではありません。大家にとっても、もちろんわたくしにとっても」

　小玉も文林も、武官であるがゆえに武力の濫用について慎重な考えを持っていた。

　また国を治めるには文治主義、徳治主義が基本理念となる。したがってむやみに武力に頼る君主は、「瀆とく武ぶ」と呼ばれて低い評価を得る。文林が後世そう呼ばれるのを、小玉は嫌だと思っていた。

「あとは現実問題として、今は手が足りません」

「確かに」

　それなりに兵は連れてきているとはいっても、制圧するにはさすがに数が少ない。この地にも兵はいるのだ。端に率いられた彼らとつぶし合いになってしまうというのも、不毛すぎる。

「それに今、大家からのご指示がないのですね？」

「はい」

「では、近々来るのでしょう」

　あのそつのない男が、こういう場合に無指示で使者を戻して、「はいおしまい」にするとは小玉には思えない。そこはちょっと不思議だった。

「現状維持。今はそれで」

「かしこまりました」

　賢恭がうやうやしく一礼した。

　おそらく文林は現在、どう動くべきか検討しているのであろう……それならそれで、「追って指示を出すから待て」と一言添えてほしいものであるが。

　なにかあったのかなと思ったところで、賢恭が声をかけてきた。

「それから娘子」

「はい」

　他にもなにかあるのだろうかと、小玉は思考を切り替える。すると賢恭が、すっと紙を差し出した。

「皇子からの御文でございます」

「あっ、ええ？　ありがとうございます」

　ひそめた眉まゆを開き、小玉は紙を受け取った。先日ついでで出した鴻への文に、返信が来るとは思わなかった。その場でさっと開く。たどたどしい筆致でこんなことが書かれてあった。




　──母后陛下の御文を嬉うれしく拝見しました。お申し越しの件、承知つかまつりました。鴻は、母后陛下のお姿が慕わしい日々を過ごしております。




　絶対に幼児がひねり出した文ではない。そう断言できる。

「お、おう……」

　小玉は思わず呻うめいた。

「娘子、いかがなさいましたか？」

「あ、いえなんでもないです」

　賢恭の声に、手を横に振り……ふと笑みがこぼれた。

　自分の言いたいことを誰かに下書きしてもらって、書かれた文字がよくわからなくても一生懸命練習したであろう鴻の姿がふと脳裏に浮かんだからだ。

　もう一回、紙面に目を落とす。

　たどたどしくはあっても一切誤字がない。その事実は、彼がこの一枚を仕上げるために何度も練習をしたことを表していた。

　なんともいえないくすぐったい気持ちが、胸にこみ上げてきた。




　　　　※




　一箇所に籠こもっていると、考えが滞る。




　湖西に戻った小玉は、非番の日を狙って再び市場に繰り出した。こんなふうに気軽に出歩くと、本当に一武官に戻った気がする。そしてそんな気分になれるのは、ちょっとした爽そう快かいさを伴う。

「……悪いわね、清喜」

　たださすがに一人でうろつくことはできないので、おなじみの清喜がぴったりくっついているが。

「大丈夫ですよー。僕従卒なので、おはようから次のおはようまで校尉に付き添っても、全然苦痛じゃないです」

「ごめん、それはあたしが苦痛だ」

「なんでですかー」

　不本意そうに口をとがらせる清喜だが、むしろこちらが「なんで」と言いたい。「おはようから次のおはようまで」というのは……言い間違いであってほしい。

　でも仮に「おはようからおやすみまで」の言い間違いであったとしても、それはそれで嫌だ。

　何日か前に来たばかりの市場は、当然特に変わり映えはしていなかった。

　だから以前会った布売りの女も、前と同じところにいた。

「あら、お姉さん」

　声をかけられて、小玉は足を止める。女は親しげに笑いかけてきた。

「まだお仕事が終わらないのですね」

「ええ、まあ」

「お子さまと会えないのは寂しいでしょう」

「寂しい……」

　その言葉に、妙に心が揺れた。ずっと鴻は寂しがっているだろうかと、彼主体で考えていたが、女に言われて気づいた。

　寂しいのは自分だ。

　自分は鴻が寂しがっているか疑問に思っているのではなく、鴻に寂しがっていてほしいのだ。だから彼からの文が嬉しかったのだ。

「……そうね、寂しいわね」

　小玉は静かに認めた。

「本当に、お仕事が早く終わって戻られるとよいですね」

　女の押しつけがましくない穏やかな言葉が、心にしみた。

「ありがとう……あなたはいつも布を売っているの？」

　なんとなくこの人ともう少し話をしてみたくなって、小玉は問いかけた。すると女はあっさりと首を横に振る。

「いえ、これだけですと食べてはいけませんので」

　いきなり話が世知辛くなったが、正しい言い分だ。それほど高くない布だけで商売が成り立つとも思えない。

「布だけなのは、この時期のみなのですよ」

「他の時期は違うの？」

「はい。そのときに応じて色々と扱っていますよ」

　わりとなんでも屋さんだったらしい。小玉は「へえ」と無難な反応をした。

「どんな？」

「そうですね……主に腐らないものを扱っています」

　確かに生ものは扱いが難しい。

「たとえば？」

「もう少ししますと……新茶を仕入れます。銘茶というわけではありませんが、安くて香りがよいので中々売れ行きがよいのですよ」

「そうなの」







　女のところから立ち去りながら、清喜がぼそっと話しかけてきた。

「あの人、優しいですよね」

　彼も女の感じのよさを好ましいと思ったらしい……と思いきや、

「話しかけるだけ話しかけて、特に買い物もしない客にも、終始にこやかに対応してくれていましたね」

　単なる小玉への苦言だったらしい。しかも彼の発言には、理があった。

「……ほら、布はこの前買ったし」

　小玉の言い訳は少し苦しい。だから清喜の駄目出しは、すぐに第二弾が来た。

「にしたって、布ぐらいもう一枚買ってあげてもよかったんじゃないですか？」

「あたし余分な買い物はしないたちだから」

「それは知ってますけどね」

「これでさ、他の品が入ってたら、それ買ったんだけどね。彼女が言ってたお茶とか……お茶……」

「校尉？」

　小玉はゆっくりと振り返った。

　女は、先ほどと変わりない様子で、穏やかに微笑みながら人波を眺めていた。







　宿舎の自室に戻って、小玉は考えに浸り始めた。

　あの布売りの女、「子ども」と……それから鄒王の帳簿の「茶」という点で結びつく。そのことが頭から離れない。それから呂端と鄒王のつながりの可能性。彼が小玉にあえて杏のことについて話しかけたことも……。

　一つ一つを取りあげると、考えすぎかもしれないと笑って済ませることができそうな物事だ。しかし、ひっかかるところが多すぎるうえに、総合すると全体がかみ合う。

　ひっかかりがいくつも積み重なると、たとえ結果的にそれが考えすぎであったとしても、なにかしら動いたほうがいい。

　小玉はそう判断した。自分が私情に左右されているのではという疑いは、もはやこの際置いておくことにした。







　そういうわけで、翌日。

「……ちょっとあの女性に不審な動きがないか、見張っていてほしい」

「御意」

　決断すると動きが速い小玉は、今回連れてきた人員の中から一人割いて、布売りの女を見張らせることにした。

「忙しいのに、悪いわね」

　相手を選んだのは暇そうにしているからではない。全員もれなく忙しそうな中、たまたま顔見知りだったのを選んだだけだ。

「あ、いえ、お気遣いに感謝いたします！」

　仕事を言いつけられた兵はびしっと背筋を伸ばして、やけにはりきりながら拝命している。

　そして急に気弱そうな様子になり、熱心に懇願し始めた。

「あの、これが無事に終わりましたら、以前娘じよう子しの御身に無礼を働いたことを不問にしていただけますと……」

「何度も言うけど、最初から問いただしてないからね、その件……むしろこちらが悪いからね」

　彼は以前、羅ら義ぎ龍りゆうの謀反の際、小玉を文林の前に引きずり出した兵である。

　どうやら不可抗力とはいえ皇后を取り押さえたことは、彼の中で深い心の傷になっているようだった。そして小玉がなにかと気にかけてやっているうちに、頭の中でどういう思考の変遷があったものか、小玉に対して慈悲深い方という評価をするようになったらしく……小玉は下手に恨まれるよりも、ずっと責任を感じていた。

　だから手柄をあげられるかもしれない機会を、小玉に許される範囲内で与えてやろうという気持ちもちょっとあった。

「あー……これが終わったら、あたしからも個人的にご褒美あげる。お酒一瓶くらいだけれど」

「まことですか!?　家宝にいたします！」

「あ、ありがとう……」

　むしろ小玉のほうが礼を言ってしまうような、彼の勢いであった。




　ところでこういう場合、望みどおりに事が動くなどということはめったにない。したがってはりきる彼には残念なことであるが、彼は結局なんの成果もあげられずこの仕事を終える。

　そんなはりきり損な彼に、のちに小玉はもちろん謝罪の意味も込めて酒をあげた。




　　　　※




　成果……というにはいささかためらわれるかたちで事態が動き始めたのは、さらに七日ほど経ってからのことだ。

　その日小玉は、文林からいつ連絡が来るんだろうと思いながら、自分に割り当てられた部屋の窓から帝都の方角をなんとなく眺めていた。

「娘子」

　呼びかけに、小玉は眉まゆをひそめながら声のほうを向く。今の小玉は「陳校尉」である。よほど慎重に人払いをしない限り、そう呼ばれることはないというのに。




　さて往々にしてあることであるが、人生においては不都合なことが同時に複数発生することがままある。

　小玉にとっては今がまさにその事態だった。




　声をかけてきたのは賢恭だった。その姿を認め……手に持っているものを見て、小玉は顔を引きつらせた。彼はなにやら黄色い巻物を持っている。その色、形状、もしかして……。




　ここから小玉の一日が、怒ど濤とうの展開を見せる。




　賢恭は重々しく口を開いた。

「大家からの勅書にございます」

「勅書！」

　予想が的中し、小玉は慌ててその場に跪ひざまずいた。皇帝から勅書を授かるときは、いついかなる時でもこの体勢で読み上げを聞いてから受け取らなければならない。それほど重要なものだ。

　内容は間違いなく、文林からの今後の指示だろう。しかしそれがなぜ勅書の形式なのかが、小玉にはわからなかった。非公式の指示書で十分、用が事足りるからだ。

「ではお読み申し上げます」

　賢恭は一つ咳せき払ばらいすると読み上げ始めた。なんだろうという思いのまま、小玉は聞き……あんぐりと口を開けた。

「……以上！」

　賢恭が読み上げ、するすると勅書を巻いて元に戻す。そしてそれを小玉に差し出す。ここで小玉は「謹つつしんでお受けいたします」と言って、うやうやしく受け取らなくてはならない。

　しかし、動けなかった。謹んでも、謹んでなくても、そんなもの受け取りたくないと小玉は思った。

「え、あの……沈太監」

「娘子。まずは一時預かりというかたちでもよいので、お受け取りください。このままですと臣がいささか困ります」

「あ、はい。謹んで……預かります」

　さすがに賢恭は小玉の扱いを心得ていた。小玉は賢恭に促されるまま勅書を受け取り、開いて自分でも目を通し始めた。

　あたりまえではあるが、今読み上げられたとおりの内容である。

「あの男……本気？」

　あの男とはもちろん文林のことである。皇帝を目の前で「あの男」呼ばわりされたことについては丁重に無視して、賢恭は「もちろんでございます」と頷うなずいた。

「そうであるからこそ大家は、臣に娘子の随行をお命じになったのです」

「あ、そうだったんですか……」

　さて、気になる勅書の内容であるが……。




　──たったったっ！




　ちょうどそのとき、足音がそうとうな速度で小玉たちのほうへ向かってきた。小玉は慌てて勅書を丸め直し、自分の荷物の中に放り込む。雑な扱いであるが、状況が状況なので賢恭も苦言を呈さない。

　息せき切って部屋に走り込んできたのは杏であった。なんだか必死、といった顔をしている。

「ど、どうしたの、杏？」

「あ、あの……」

　杏はがらがらに掠かすれた声を出した……声を出した？

「杏、あんた、しゃべれるの!?」

「すこ、し……ちょうし、よければ……きょうは、いい……」

　言っている間にもけほけほと咳せき込んでいる。これはそうとう無理をしているとみた。しかしここはあえて無理をさせるべきときなのだろう。彼女がわざわざこの状況で駆け込んでくるということは、なにか話したいことがあるからに他ならない。

「教えてくれることがあるのね？」

「はぁ、い……」

　小玉は勅書と杏、どちらを優先させるべきか迷った。本来ならば数瞬で決意するはずのところであったが、そのとてつもなく短い間にまた別のことが起こった。




　──どどどどど！




　今度も足音を伴って。

　それも、杏の足音よりだいぶ激しく。複数で。

「陳校尉、大変ですー！」

　部屋に走り込んできたというより、頭から飛び込んできたのは、三羽烏だった。いや……一羽足りない。

「雪苑が！」

　その足りない一羽である雪苑の名を出して、千姫が血相を変えて小玉に詰め寄る。小玉は彼女の肩に手を置いた。

「落ち着いて、なにがあったの？」

「どこにもいないんです！」

「ええ？」




　そのとき、小玉は思った……というか、若干途方にくれた。

　一つだけでもけっこう労力を要しそうな案件が、なんで一気に三つも飛び込んでくるのか、と。

　それでも幸いなことに（といっていいのかは謎だが）これ以上、新たななにかが飛び込んで来ることはなかった。




　とはいえ、この状況で途方にくれ続けるほど、小玉も健やかな人生を送ってはいない。頭を有事の時の状態──どんなことが起こってもおかしくないという意識に切り替える。そして判断する。

　まずは恐慌状態になっている人間を、どうにかすることから始めることにした。

　雪苑がいないという事態、これは意外に問題である。

　一兵卒とはいえ、勝手に持ち場を離れるのは重大な服務規程違反である。むしろ一兵卒だからこそこういう違反で処刑されることすらある。だから彼女たちが慌てているのは、友人として正しい姿勢である。

「千姫、冬麗。あんたたち厠かわやは捜したの？」

　小玉の問いに二人は目を見交わす。ここで彼女たちは少し落ち着いた。

「え……」

「いえ、それはやってません」

「前にも雪苑、厠に立てこもったこと、あったでしょ」

「ありましたね！」

　ああ、と冬麗が力強く頷く。

　三羽烏と小玉が出会った遠因となった事件である。

「もしかしたらどっかの厠にいるかもしれないから、まずそれを確認してきなさい」

　小玉自身、そうそう同じことが起こるとは思っていない。しかも前回と違って、現在雪苑は別に失恋していないのでなおさらであるが、こういう場合指示を与えてやれば、暴走を防ぐことができる。

　見つかればもうけもの、というくらいの認識であった。

「はいわかりましたー！」

　二人は元気よく返事をして、またどどどど！　と音を立てて去っていった。彼女たちはこれから、建物中の厠に襲撃をかけるのだろう。

　用を足している最中の人ごめんと、小玉は今のうちに心の中で謝っておいた。

「さて杏、待たせてごめんなさい。言いたいことは、なに？」

　杏は不安そうな様子で、それでもおとなしく待っていた。もしかしたら雪苑のことを心配しているのかもしれない。

　人なつっこい三羽烏は、杏が話せないのもなんのそのとばかりに、同年代の彼女を構っていた。なので意思の疎通が若干怪しくても、三羽烏と杏は仲がよかった。

　それにしてもあの三人、基本的に……というか、全体的にいい娘たちである。

　小玉に話しかけられ、杏ははっと顔をあげた。深呼吸をいくつかして、口を開く。

「あいつら……ははおや……こども……だいじ」

　ここでごほごほと、体を折り曲げて咳き込んだ。

「ちょっと大丈夫!?」

　杏は咳き込みながらもうんうんと頷くが、それ以上はいくら口をぱくぱくさせても、言葉を発することができなかった。しかし彼女が一時的にでも話すことができるということは、未来に希望が持てる。それに今の言葉にもなにか重大な情報が、裏に隠されているはずだ。

「『母親』……」

　これまで得た情報の中で、「母親」という言葉は初めて聞いた。これがどう関わってくるのか。いや……そういえば、聞いたことは、あった。見たことも、あった。




　──雪苑。道行く母親と娘。




　小玉がぐっと眉み間けんに皺しわを寄せたちょうどそのとき、清喜が顔をしかめながら部屋に入ってきた。

「あの娘たち、なにやってるんですか？　人が用足してる最中にいきなり入ってきて、勝手に悲鳴あげられたんですが」

　どうやら被害者として白羽の矢が立ったのは、清喜だったらしい。悪いことをしたなという殊勝なことや、清喜なら別にいいかとひどいことを考えるよりも早く、小玉は彼の胸ぐらを摑つかんだ。

「清喜！」

「はい、ごめんなさい！　僕なにもしてません！」

　いきなりやられて怖かったのか、清喜は謝罪ののちに否認というわけのわからないことをしているが、小玉は彼の矛盾した態度に関わっていられなかった。

「あの二人呼んできて！」

「は、はい！」

　こういう場合、彼は本当に話が通じやすくて助かる。なんでですか？　と問い返しもせずに、清喜は駆けだしていった。

　それを見送り、小玉は自分の荷物の中からさっきの勅書をひっぱりだした。貴色である黄色を見て杏がぎょっとするが、それに構ってはいられなかった。

　他の者と対照的に先ほどからずっと場に端然と控えていた賢恭に、小玉はため息交じりに話しかける。

「沈太監」

「はい」

「このお話、承ることになってしまいそうです」

「それはようございました」

　賢恭がふっと微笑んだ。その笑みに、「こっちは全然ようございませんが」と言うことができなかった。




　　　　※




　ここで話は、唐突に数か月前にさかのぼる。




　文林が小玉の宮に訪れたある晩、彼は寝物語の一つとしてこんなことを言ってきた。

「最近、北衙禁軍を増設しようかと考えている」

　……なお話の内容が、「寝物語」に分類されるかどうかは別の問題である。

「はあ」

「反応が薄いな」

　間抜けな声をあげる小玉に、彼は苦言を呈した。

「いやさ、いいとも悪いとも言いがたいよね」

　その道に従事している者として見れば、長所もあれば短所もあるので、一概に「いいんじゃないの」と言えるような話題ではない。

　小玉にしてみると夫が「転職したい」と言い出すほうが、よっぽどあっさりと「いいんじゃないの」と言えることである。

「そもそもそれは、徴用する人数を増やすの？　北衙は人員を特に厳選するから、時間も手間も金もかかるよ」

　それでも小玉は、けっこう真面目に実務的な意見を述べる。

　北衙禁軍は皇帝直属の親衛隊みたいなものなので、名家の子弟たちの比率が高い。ついでに、反比例して女性の所属率も低いのだがそれはさておき。

「多少は増やすが、基本的には羽林軍を分割する」

「ああ、そうなの」

　現在、北衙禁軍は左右羽林軍の二軍しかない。それに対して南衙禁軍は通称を「十六衛」というとおり、十六もある。抱える職掌の数や種類が違うからという理由はあるものの、数を増やすこと自体は両者のつりあいがとれていいかもしれない。

「で、ここからが本題なんだが」

「えっ、今の本題じゃないの!?」

　文林の言葉に小玉は思わず声をあげた。今までの話だけでも、十分重要な内容だと思うのだが。

「いいから聞け。今言った新設軍……皇后直属にしていいか」

「駄目です」

　間髪を容いれずお断りした。

「嫌なのか？」

「『嫌』っていうか、『駄目』だと思うんだよね」

　仕事が増えて嫌とかいう、自分本位の考えによる発言ではない。小玉は珍しく、文林の政治方針について口を出すことにした。




　ここから先、この夫婦（特に小玉）らしくない真剣な議論が始まる。




「俺にしてみると、お前に軍を率いらせるという当初の目的上、お前が動かせる軍はあっていいと思う」

「これまでだって十分機能してたじゃない」

「お前の裁量で動かせるのはごく一部だけだろう。それ以外は他から借りてくる混成部隊だ」

「それはどこでも同じ事情を抱えてると思う。今の軍事制度のとおり動くなら、今のかたちがあるべき姿だと思う」

「南衙に関してはな、だから北衙で増やそうと考えたんだ。たとえばの話、皇帝が昏こん睡すい状態など指示が出せなくなった場合に、皇后が動かせる軍はあってもいいだろう」

　文林の言い分に、小玉はこれまでで一番強く首を横に振る。

「いや待って、それはそれで問題あるよ。一度新設したら、すぐなくせるってもんでもないでしょ。あたしがね、皇后である間は別にいいよ。でもさ、あたしが皇后でなくなったあとに、この軍も自動的に消滅するわけじゃないなら、後々火種を残すよ」

　文林がうっ、とうなった。ああ多分、このくらいのことは文林もわかっていたなと気づいたが、小玉はそのまま言葉を続ける。

「たとえばさあ、このあとあたし以外の皇后が自分の息子を即位させるために、その軍使って皇帝殺すみたいなことが起こったらどうすんの」

「……そうだな」

　ここで文林が目を閉じて、うなった。

「さすがにお前もそれはわかるか」

「本職ですから」

「わかった。少し考える」

「そうね。まだまだ詰める余地はあると思う」

　小玉の言葉でこの話は終わった。珍しくこの男を説き伏せたなと思いながら、達成感ではなく疲労感のほうを強く覚える。やっぱりこういう話をするのは、自分には向いていないなと実感する。

「それにしても珍しい。あんたの政治方針って、なんていうか……けっこう手堅い守りの感じじゃない。新しいことするって、どういう心境の変化なの？」

「別に変えてない。時代の趨すう勢せいに乗っただけだ。北衙はいずれ増設されると俺は見ている。そうであるならば、今でも問題ない」

「ふうん……」

　彼の読みが正しいのかどうか、小玉にはよくわからないが。




　ちなみに文林の読みどおり、北衙禁軍は時代を追うにつれて次々と増設され、最終的には「十軍」と称されるようになる。

　しかしそれは二人が死に、さらに王朝が代わってしばらくしてからのことである。




　　　　※




　──……したなあ、そんな話。




　小玉は遠い目で思い出す。彼女にとっては勅書を受け取った今の今まで、完全に忘れていた事柄である。

　そして勅書の内容は、まさしく以前話題に出た「新設軍作ったから、率いろ」という趣旨のものだった。

「文林、人の話聞いてたのかな……」

　言いながらも、聞いていないわけがないとわかっていた。おそらく小玉の反論の余地を限りなく排除したかたちで、この軍を成立させたのだろう。

　そして小玉自身が拒めないよう、実際に率いたという既成事実を作ろうとしているのだ。軍を率いる可能性が高い状況で勅書を出した……おそらく賢恭も一口乗っているのだろう。

　とはいえ小玉は、二人に対してより自分に対して怒っている。

　思えばこの前のことにしても、「追って指示を出すから待て」と文林が一言添えなかった点について、不自然さに気づいていたならもっと深く考えておけばよかった。なにやってたんだ自分。

「しかもこの軍の名前……」

「お気に召しませんか」

「いえ、あの……格好いいですね。すごく。異様に」

　その名も「龍りゆう武ぶ軍ぐん」。むしろお名前さまのほうが、わたくしめをお気に召してくださるのだろうかというくらいな感じである。本当に自分はこの名前の軍を率いてしまっていいのだろうか、という気分にすらなる。

　参ったな、と小玉は思った。今の動き……清喜が一羽足りない三羽烏を連れ帰って、小玉の予想どおりのことを言ったならば、ほぼ間違いなく軍を動かすことになる。ただ以前も考えたとおり、やはりむやみに武力を使うのは……と思ったところで、賢恭が話しかけてきた。

「また大家より娘じよう子しへ、ご伝言を預かっております。今申し上げてもよろしいでしょうか」

「え、あ、はい。なんですか？」

「『──動かすときは、絶対的な口実を設けるように』と」

「注文が多い！」

　小玉はさすがに文林に対して激怒した。帰ったらあいつ、一発殴る。




　　　　※




　──あいつが帰ったら俺、絶対に殴られる。




　そのころ主あるじ不在の紅霞宮で、文林はそう確信していた。そして覚悟していた。それだけのことをした自信がある。文林がそう言うと、

「おわかりでしたら、改めればよろしいでしょうに」

　などと返す優しさを、目の前にいる女──梅花は口にしない。代わりにこう言ってきた。

「娘子がお戻りになりましたら、氷室から氷を出さねばなりませんわね」

　これも一種の優しさ……などではない。穏やかな口ぶりではあるが、聞く者が聞けば嫌みであることがわかる。

　そしてその「聞く者」当人である文林は、彼女の言外の意図を正しく理解し、怒りはしなかった。ただ苦笑する。

「あいつの拳こぶしは年々重くなるからな」

　確かに殴られたら早急に冷やさないと、盛大に腫はれるだろう。

　淹いれた茶をうやうやしく差し出しながら、梅花が穏やかな言葉を続ける。

「娘子は大家のことを、年々鈍っていくとぼやいておいででしたが」

「ああ……そっちのほうが正しいかもな」

　文林は苦笑を深めた。現役の武官のときに比べて、色々なところが衰えていることは自覚している。

「これで腹が出てきたら、まだ許せるのにともおっしゃっていました」

「あいつは本当に、要所要所で心をえぐることを言うな」

　文林は真顔になった。それについては、文林としても死守したい一線である。彼にも凡人らしい「嫌なこと」はある。

「それにしても、相変わらず歪ゆがんでいらっしゃる」

「自覚はしているさ」

　文林はふっと笑った。怒っている最中、小玉は文林のことだけ考えているだろう。しばらく会えないのだから、こんなちょっとしたことで溜りゆう飲いんを下げるくらい、許されてもいいはずである。

　歪んでいることは言葉どおり自覚しているから、文林は梅花の指摘になんら痛つう痒ようを感じない。

「ですが、心が広くなられましたね。沈太監の同行をお認めになるとは」

　しかしその言葉には、少し表情を引きつらせた。

　文林は元から沈賢恭のことが好きではなかった。小玉との過去の因縁（というほどのものではないが）を知って、さらに嫌いになった。

　しかも事情を知ってから、賢恭を引見して悪感情は頂点に達した。彼も小玉に対してなにかしら特別な感情を抱いていると、なんとなく察したのである。その感情が恋情であるかどうかまでは、わからないが。

「もう少し早く知っていれば、あいつを外したんだがな」

　文林は忌々しそうに呟つぶやいた。小玉に対して「大人なんだから割り切れ」と言ったのは、自分自身に対しても向けた言葉だ。

　あの時点で文林は小玉に新たな軍を率いらせる事業について動き出しており、責任者として賢恭を据えていた。それを急きゆう遽きよ変えるとなると、計画自体が破は綻たんする可能性があったのだ。

「娘子は浮気などなさらない方ですよ」

「そんなことは、俺が誰よりもよく知っている」

　彼女の貞操観念は妙に歪んでいるが、切り替えのよさが見事である。特定の相手がいる時点で、その相手以外に気持ちを向けることは絶対にないといえる。したがって現在小玉の恋愛対象になりうる相手は、公的な夫である文林以外にいない。

　しかし問題が一つある。彼女は無意識に自分と同じ態度を異性にも求める。したがって浮気されたりするとすぐ別れてしまうのである。形ばかりとはいえ現在後宮に多くの妃ひ嬪ひんを擁する文林は、その時点で恋愛対象外になってしまうのである。実際他の女との間に子どもも儲もうけていることであるし。

　梅花がふと遠い目をして呟く。

「もはや娘子が愛することができるのは、妃嬪たちくらいではないかと……最近わたくしとみに思うのです」

「怖いことを言わないでくれ」

　文林は真顔で言った。

　小玉は文林の後宮内で、無意識かつ着実に自分の後宮を築きつつある。それは文林が、目下二番目に危機感を覚えていることである。

　なお、一番目の危機感の内容は、帰ってきた小玉の拳が一発で済むかどうかということである。







　　　　※




　小玉はぷんすか怒りながらも、だからといって怒りを他にぶつけることは当然なかった。

　どこかの厠かわやから、二人の娘たちを抱えるようにして戻ってきた清喜を軽くねぎらい、小玉は二人に向き直った。

「あなたたち」

「は、はい」

　怒りは含んでいないものの、語気鋭い小玉の呼びかけに、一羽足りない三羽烏は、びしっと背筋を伸ばして返事をする。

「少し聞きたいことがある。雪苑に、親はいるの？」

　二人はその問いに目を見交わした。それは小玉の問いが唐突だからというだけのものではないようだった。

「あの……」

「言って。長くなってもいい」

　小玉が促すと、冬麗が口ごもりながら説明をし始めた。

「ええと、彼女ちょっとご家庭の事情が複雑なんです。お母さんが小さいころにひどい亡くなり方をして、お父さんが亡くなったあとは、後妻さんに着の身着のままで追い出されて……お母さんは後妻さんに殺されたのかもって」

　小玉は黙って聞いていた。しかしこれが緊迫している事態の最中でなければ、思わず「壮絶だな！」と叫ぶところである。

　どうやら雪苑は可愛い顔に似合わず、辛つらい人生経験を送っていたらしい……顔はあんまり関係ないことであるが。

「だから、そのこと……お母さんのことを突かれると、頭に血がのぼりやすいんです。この前言い寄ってきたお兄ちゃんに馬の糞ふん投げたのも、多分そのせいかなって思うんですよね」

「わかった」

　ここで小玉は話を切った。今必要ない情報も多分に含まれていたが、聞きたいことはすべて聞いた。

　小玉は賢恭に向き直る。

「沈太監。動きます」

「御意」

「その……龍武軍とやらは今どこにいますか？」

「街の外で、ご指示を待っております」

　おそらく近くにいるだろうと思ったら、本当にそうだった。

「すぐこちらへ動かせますね？」

「はい、狼煙のろしをあげれば」

「ではお願いします。こちらの制圧をお願いします。その間わたくしたちは雪苑のもとへ行きます。彼女を助けなくては」

「御意」

　賢恭は詳しい説明を求めなかった。うやうやしく一礼すると、すぐに動き出す。

「助ける……？」

　一方、二人の娘たちは説明を求めているようだった……が、そんな暇はない。

「あとでね。ただ今雪苑の身に危険が迫っているはず……そうでしょう、杏？」

　──はい！

　杏が強く頷うなずいた。

「案内できるわね？」

　──はい！




　しかし出発する前に、やらなくてはならないことが一つある。




「何事だ！」

　ぞろぞろと部下を引き連れ、小玉は呂端のもとに向かった。執務室で一見真面目そうに仕事をしているが、実際はどうなのやら。

　小玉は静かに口を開いた。

「もう覚悟しなさい。あなたの不正についてはすべて証拠があがっている。税金の横領および、この地の組織との癒着、果ては私の部下の誘拐まで……」

　ちなみに、確実な証拠があがっているのは最初の一つだけで、あとにいけばいくほど、憶測（特に最後のはでっちあげ）なのだが、そんなことは構っていられない。

　同時に横で「えっ」という顔になった綵も構わない。見慣れている人間にしかわからない反応だから。

　しかし、である。

「……くっ」

　糾弾された端は顔を歪めた……っておい、ほんとに全部関与してるのかよ！　と小玉は内心で叫んだ。驚きの底の浅さである。

「そこまで知れているとなるとここまでか……おい、こいつらを始末しろ！」

　端が周囲に向かって叫ぶ。

　この定番に忠実な展開も、見事な底の浅さである。いやね、確かに観念するとは思っていなかったけどねと思いながら、小玉は向かってくる男たちに立ち向かおうとはしなかった。直立のまま相手が自分に触れ……たところで、ばしっとその手を払う。

「見たわね？」

　問いかけた相手は隣にいる清喜である。

「はい、確かに」

　清喜は頷くと、朗々と叫んだ。

「畏おそれ多くも皇后さまの玉体に触れるとは、無礼者め！」

「なに!?」




　驚く端に、実は小玉が皇后であると明かす劇的な展開が、

「よし後は沈太監に任せて、行くわよ！」

「はい！」

　……始まらなかった。




　そのまま踵きびすを返し、全員が執務室から走り出す。あとには事情を飲み込めず、ぽかんとした端たちが残るのみだった。

　知っている、知っていないにせよ、皇后に敵意を向けるのは大罪である。本人が不問にしなければ。したがって端の部下たちが小玉に触れた時点で、兵を出す名分が成立する。そして小玉は今回、不問にするつもりはなかった。

　これが小玉が作った「絶対的な口実」であった。はっきりいって詐欺である。本人が一番よくわかっている。

　自分に対して「わあ卑ひ怯きよう、すっごく卑怯」と思いながら、小玉は走っていた。自分がこうなったのは半分くらいは文林のせいだと思う。残りの半分は自分自身の本来の素質だろう。さすがに、全責任を文林にかぶせられないことについての自覚はあった。

　自分たちは実にお似合いの夫婦だよ！　と誰に対するものかわからない苛いら立だちを、小玉は胸中でまき散らした。




　なおこのとき部下たちの後ろあたりで、以前小玉を不可抗力で取り押さえた彼が吐きそうな顔になっていた。おそらく先ほどのやりとりが、心の古傷をえぐったのだろう。

　彼の様子に誰も気づかなかったのはよいことだったのだろうか、悪いことだったのだろうか。







　自分たちの馬を引き出し、それに乗る。白夫人にまたがった小玉は手を伸ばして、杏を自分の前に乗せた。一瞬白夫人が不機嫌そうに身を硬くしたが、

「非常事態なの」

　小玉の一言で従順になる。彼女のよいところは、大事なときに話が通じるところである。それ以外の場合は、本当にどうしようもないくらい頑固だが。

「杏、どっち？」

　彼女の指さすほうへ、一同馬を駆る。







　薄暮が、辺りを支配しようとしていた。




　到着したのは湖の岸辺だった。小舟がいくつか岸に引き上げられているのみの、物寂しいところである。

「……ここなの？」

　馬から下りる杏に手を貸しながら、小玉は問いかける。杏は肯定も否定もせず、たたっと小舟に駆け寄り、船端をぱしぱしと叩たたいた。

「船に乗らないと行けないところなのね？　それともそのほうが近いってこと？」

　──はい。

　ここで一人戻して、賢恭に居場所を伝えさせることにした。その他は小舟に乗り込む。一艘そうに全員は乗れなかったので、分乗する。

　小玉は杏と清喜と綵と乗った。自主的に竿さおを持ったのは杏である。岸を突いて船を出し、巧みに漕こぐ。

「もしかしてこういう仕事してたの？」

　──はい。

　どうやら彼女は船頭だったらしい。確かに普通の商売と違って、話せなくてもある程度はなんとかなりそうな職業である。

　小舟の中、やることもなく、また会話に興じる雰囲気でもなく黙って揺られていた小玉たちだったが、ふと違和感を覚えた。

「濡ぬれてる……？」

　船底を見ると、じわじわと水がにじみだしている。穴が開いているのだ。

「……しまった！」

　呂端が雪苑を攫さらった者たちとつながっているのならば、案内ができそうな者がいるということが相手に伝わっていてもおかしくない。

　そうであるならば、追跡を避けるための手を打っていてもおかしくはない。

　──どうする!?

　考えている間にも水がじわじわと小舟を侵食する。他の舟も同様の状態になっているようで、騒ぎが周囲から聞こえてきた。

　杏が竿を手放し、必死に手で水をすくって外に捨てる。小玉や清喜も同様の行為を始めたそのとき、




　──ばしゃっ！　ばしゃっ！




　この状況においてのみ頼もしい音が、後ろから響いた。

　くるりと振り返ると、綵が桶おけで豪快に水を汲くみ取っていた。彼女が武装するときにいつも身につけている、あの桶（名前は桧かい子し）である。

　三人の視線を受け、綵は不敵に笑う……あまり表情は動いていないが、笑っているはずである。

「……ご覧ください、これが桶の力ですよ！」

　いやどんな力だよ、と突っ込む無粋な者はこの場に一人もいなかった。事実、どれだけ批判的に見たとしても、桶は見事に本領を発揮していた。

「すごいね！」

「すごいですね！」

　小玉と清喜は心の底から同意した。杏も声は出せなかったものの、竿を持っていないほうの手で船端を叩いて、称賛の意を示した。

　水がにじみ出る速度を、綵が汲み取る速度が上回ったようで、やがて船底が見えてきた。

　小玉は手で探り、穴を見つける。指を差し込んでみるが、指よりやや大きい穴であるため、隙間から水が漏れ出る。ならばと親指の付け根あたりの柔らかい部分を、穴に押しつけてみるが、やはり隙間はできてしまう。

「なにかふさぐものがあれば……」




　そのとき小玉は思い出した。

　腰からつり下げている千人針人形を。




「清喜、あの……腰にぶら下がってるやつ裂いて、中の綿出してくんない……？」

「えっ……あっ、これ……確かに使えますね！」

　清喜は目を輝かせて千人針人形を手にとったが、

「いやでも、これ破いたら僕呪われません？」

　なにに圧倒されたのか、いきなり怖おじ気けづいた。そんな彼の言葉にかぶせるように、綵がさすがに焦りをにじませた声をあげる。

「あの、この速度で汲み続けるのは、私が保もたないんですが！」

「いいからやれ！」

　小玉は清喜を一喝し、千人針人形の中から取り出した綿を使って穴を埋めた。水を吸って膨れたそれは、見事に穴をふさいでくれた。もちろん完全とはいえず若干水がにじんだが、上から手で押さえつければ問題ない程度でおさまった。

　また自分たちの舟の問題が解消された時点で、すぐ近くの舟に桶と残りの綿を放り投げてやり、もう一艘も沈まずに済んだ。

　ただし他の舟に関しては、さすがに足りず……穴をあけた者たちの思惑どおりの展開になった。

　それでも幸いなことに、皆金属製の甲かつ冑ちゆうは身につけていないし岸からも近いので、彼らには一回岸まで泳いで戻るようにと小玉は指示を出した。その後馬に乗り、湖の岸辺をぐるりと回って目的地まで向かわせることにする。だいぶ遅れて着くだろうが、たどり着けないよりははるかにましである。

　そういうわけで、二艘の小舟に乗った総勢七人（うち一人は非戦闘員）が先行して、目的地に到着した。

　舟を近くの木に係留してから、杏が足音を立てないように、そっと歩く。皆も同様に付き従った。やがて茂みの奥に木の柵さくが見えた。さらにその奥にはいくつかの建物がある。

「ここね」

　──はい。

　小玉のささやきに、杏が頷うなずいた。

　隠れ里──そういってもいいほどの規模の場所だった。こういう場所を設けて平然としていられるということは、やはり土地の権力者である呂端は絶対に関わっているだろうなと、小玉はなんとなく安心した。この点については、本人が認めた以外の確証がなかったので。







　そして一同は一度、湖のほとりに戻った。

　なんといっても増援が到着しなければ、動きがとれないからだ。それに今は杏という一般人が同行している。なにか動くにしても、彼女を安全な場所に待避させておく必要がある。

　現在、杏を除いてまともに動ける人員は六名である。うち二人は三羽烏の面々なので、戦力としてはまあ……率直にいって心もとない。

「どうします？」

　綵の問いに、小玉はちょっと悩んだ。

　さすがに六名で突入することを考えるほど、小玉も無謀ではない。雪苑のことを思うと、早めに助けにいってあげるべきだとは思うが、焦りは禁物であるし、小玉は焦っていなかった。

　おそらくそれは、武官として事態をそれなりに突き放して考えているからだろう。もちろん彼女を助けてやりたいとは思っている。

　だが今兵を動かしている目的の主体は、あくまで国に害悪とみなされる組織を潰つぶすことだからだ。だからこそ、彼女一人だけのために他の者を危険にさらす名分が立つのだ。

　皇帝の命で動いている兵を攫われ、好きにされることは相手をつけあがらせる。それを防ぐ……というそれは、雪苑がきっかけであるが、彼女自身が理由であるのとはまた意味合いが違う。

　必要であれば小玉は、雪苑を見殺しにしただろう。そういう自分を今の小玉は淡々と受け止めている。実際はそうでなくても、心から事務的に切り離すことができるようになった。

　だが、いや……と思い直す。

　最近目の当たりにした死をきっかけに、また淡々とできなくなりつつある自分がいる。それは今後吉と出るのか、凶と出るのか、小玉にもわからないことだった。

　やがて小玉は一つの結論を出した。

「……斥候ぐらいはできるか」

　そういうわけで、三羽烏の二人と杏を連絡係として舟の横に置いて、四名で里の様子を観察しにいくことにした。杏は連れていっても足手まといになるし、道をよく知るものが残るのは後続のために妥当な判断であった。彼女も素直に頷き岸辺の茂みに身を隠した。

　あとの二人は……まあなんか不安なので。それに口頭で事情が説明できる者を残す必要もあった。

　小玉は残ってほしいと皆に言われ、指揮の都合上小玉もそうしようかとは思った。しかし人数が少ないうえに小玉ほど夜目が利く者がいなかったため、指揮官自ら斥候という奇妙な事態になってしまった。したがって深入りをするつもりはない。自分になにかあったらどうなるかを考えると、小玉は自分を大切にせざるをえなかった。

　小玉たちは、ごそごそという音さえ立てずに進む。

　柵の近くに寄り……人影を見つけて、小玉は片手をあげる。後方に続く者たちが、その合図にぴたりと止まった。小玉は人影を見る。

　槍やりを持った男が一人。見張りだろう。そして……持ってる槍が思いの外立派だった。




　──なるほど。




　小玉はここで一つ納得した。

　あの子どもたち──この土地の軍で鍛えられた子どもたちは、ここから送り込まれて、ここに戻ってきているのだ。そしてここを守っている。

　小玉は一つ頷き、引き返すための合図を後方に送ろうとした。

　得た情報としては、それで十分だった。ここにいる者たちは素人ではない。それをわかっているのとわかっていないのとでは、攻略に大きな差が出る。

　手を動かそうとし……そのとき、柵の奥から白いものが、外側に向かってくるのが見えた。

　──なんだ？

　目をこらし……小玉の目は、白いものの正体が女の裸体であることを認めた。

　それも全力疾走している雪苑であった。

　両手を左右に振りながら走る、いわゆる女の子走りではない。よい走りは腕振りが肝心とばかりに、前後にばしゅばしゅ振っている。太もももよどみなくあがっている……全裸なのに、それをまったく気にしていない様子である。見ているほうも上体と下半身の調和が見事にとれた素晴らしい走りに、なぜかいやらしさをかけらも感じなかった。

　彼女の後方には追う者の姿が見えた。なぜかこちらも半裸である。

　見張りも自分が守っているところのただならぬ様子に気づき、柵側のほうに向いて槍を構えた。それを見た雪苑の顔に絶望の色が浮かんだ。

　小玉は一瞬で決断する。

「清喜、綵、あたしが見張りをやる。雪苑を助け出すのを手伝え」

　小声で指示を出し、小玉は立ち上がった。身を低くして見張りに走りより、がら空きの背に、手にした小刀で突きかかった。あっさりと絶命する見張りの手から槍を奪い、柵の隙間から投とう擲てきする。それは雪苑を追っていた男の胸に突き刺さり、男はその場に崩れ落ちる。

　小玉の姿を認め、雪苑が叫んだ。

「うああ！　陳校尉ー！」

　この状況でも小玉の偽名を呼ぼうという職務への忠実さは、いっそ感動すら覚えるほどだ。

「助けてええ！　くださいい！」

　しかし、うるさい。

「雪苑黙れ！　そして急いで登れ！」

　たしなめる綵もうるさいが、これはこの場合仕方がないかもしれない。

　雪苑はがしっと柵にしがみつき、一気によじ登った。

　清喜が綵に肩車をしてやり、綵が高さを確保する。そして雪苑がある程度のところまでよじ登ったところで彼女の手を摑つかみ、一気にこちら側に引っ張った。つるつるに加工するような手間などかけているわけもない柵なので、雪苑の体のいろんなところに傷がつき始めたが本人は気にしていない。手伝う側も気にしていない。

　ついでに、綵が引っ張った勢いで、雪苑と綵と清喜がべちゃっと潰れたが、一番の被害者である清喜（二人の下敷きになった）も含めて誰も気にしない。

　さらにいえば雪苑が全裸であることも、やっぱり誰も気にしていない。




　だって、それどころじゃないから。




「校尉、わっ、わた……」

　なにか言いかけた雪苑の口をふさいで、小玉は一言。

「撤退する」

　ほどなくして追っ手が来るだろう。追いつかれたらこちらが死ぬ。すでに柵の奥から人の気配がし始めていた。

　夜目の利く小玉を先頭に、全員が物陰に隠れながら、それでも可能な限りの速さを保ちながら疾走した。裸足はだしである雪苑は、同行者の一人で以前小玉を引きずり倒した兵に背負われている。

　小玉は走りながら振り返らずに雪苑に問いかける。彼女には、小玉が身につけていた外がい套とうをかけてやっていた。

「雪苑、あんたまだ走れる？」

「あっ、はい。足に布とか巻いたら」

　その言葉を聞いて、綵が自分の外套の裾すそを破き始めた。そしてそれを雪苑の足に縛り付ける。

　その様子をちらっと見て、小玉は言葉を続ける。

「わかった。じゃあ、杏たちと合流したら、雪苑は自力で走って。それであんたは杏のほうを背負って走ってちょうだい」

「はいっ」

「かしこまりました」

　おんぶされる側とする側が素直に頷き、再び無言で一同は駆ける。

　そして湖のほとりにたどり着き、こちらの姿──特に雪苑──を認めた三人の娘がぱっと顔を明るくするが、それに構わず駆け寄った小玉は言った。

「逃げるぞ！」

　さすがに事情を聞き返す愚は犯さず、杏以外が走り始めた。そして杏は、さっきまで雪苑のいた場所におさまって、七名になった一同は湖の端を疾走した。

　舟には乗らない。矢でも射かけられたらおしまいだからだ。

　それにこの方向に行けば、ほどなく増援と合流するはずという思惑があった。




　その思惑は見事に……そう、見事に「当たった」。

　当たりすぎたくらいに。




　ほどなくして小玉は、びしょ濡ぬれで馬に乗った者たちや、賢恭が率いる部隊と合流した。

「娘じよう子し、ご無事で！」

　馬から下りて駆け寄る賢恭に、汗みずくの小玉は間抜けな声をあげる。

「あ、はい」

　それは目の前の光景に圧倒されたからだった。

「これが娘子が率いられる龍武軍でございます」

「えー……あの、多いですね」

　規模が一部隊というより、一軍である。確かに龍武「軍」とは聞いたが……、

「さようですか？　今回は左龍武軍のみですので、右龍武軍はおりませぬが……」

「これで半分なんですか!?」

　小玉は思わず声をあげる。

　そんな小玉に対し、賢恭はじめ、武官たちがざっと跪ひざまずき、娘子のために頑張りますということを、敬語と熱意をふんだんに交えながら宣誓し始めた。




　正直、うるさかった。

　あとそれ、今やることじゃない。




「あーはい、それ後日で！」

　途中でぶったぎった小玉に不満げな様子も見せず、ご命令とあらばと素直に引き下がったあたりがまたすごい。

　なんか嫌な予感がするなと一瞬思った小玉は正しく、彼女は自分で言い出した「後日」に後悔する。宣誓の仕切り直しは最初から行われ、しかも大々的な行事として行われたのである。

　皇后として正装した状態でそれを受けた小玉は、げっそりしながら「あのとき略式で受けときゃよかった……」と思うこととなる。




　とはいえ、この時点はこの時点で優先事項がある。それに従い、小玉はこれからの動きを相談し始めた。




　隠れ里に攻め込む。

　そのことを、中に入った唯一の人間である雪苑を交えて協議する。いかにも性的暴行の直後という状態の彼女にそれを聞くのは酷であるが、大丈夫ではなくとも貴重な情報源なので参加してもらうしかない。

「……大丈夫なの？」

　とはいえ、やはり気になるものは気になったのであらかじめ聞いておく。

　そんな小玉に、雪苑はぐっと手を握って笑顔を見せた。

「はい、襲われかけましたが、相手の一物に食らいついてやりました！」

　なるほど、それは……、

「よし、よくやった！」

　小玉は彼女の肩を力強く叩たたいた。

「女の武器は涙だけじゃありませんから！」

　雪苑はえっへんと胸を張る。歯に関しては男女共通に武器になるはずであるが、そういう突っ込みを入れる者はいない。

　突っ込みを入れそうな者である清喜は、青ざめてきゅっと内うち股またになっており、それどころではないらしい……しかし宦かん官がんである彼はこういう面において、もっときつい修羅場をかいくぐっているはずである。しかも数年前のことなので、まだ記憶はそれなりに新しいはずだ。

「知っているからこそ、かえって痛みがわかっちゃうんですよ……いや、相手に同情とかしませんけどね、全然」

「それは……まあ、なんというか、気の毒に……」

　もちろんそれは清喜に対する言葉である。小玉も嚙かみつかれた男をまったく気の毒だとは思っていない。

　とはいえ、問題がないのであればけっこうなことである。しかし小玉は雪苑の妙に明るい様子を見て、これは今興奮状態なだけで、あとから揺り返しが来るだろうなと思っていた。この娘についても、きちんとした措置をとってやらなくてはならないだろう。

　ただそれは後ほど決める話だ。

　雪苑から聞いた情報をもとに小玉は武官たちとこれからの動きを決めた。

　追っ手は諦あきらめたのか、姿を見せない。なにかを察知したのだろう。それならば少し手て強ごわいなと、小玉は思った。きっと防備して待ち構えているだろう。

　しかし彼らにとっては不幸なことに、相手──小玉側のほうが数が多かった。小玉は隠れ里をぐるりと取り囲ませた。

「娘子、準備が整いました」

「ご苦労」

　柵さくの中には大勢の男たち──女は一人もいない──が武器を構えて、小玉たちが攻め入るのを今や遅しと待ち構えている。

　相手が弓に矢をつがえながら待機している様子が見えた。様になっている構えだ。明らかに訓練を受けた者だ。小玉はそれを見ながら、こいつらが明慧の死の遠因になった一味かと心の底からぽかりと浮かんできたなにかを、つとめて押し殺した。

　相手側からの動きはなかった。それは小玉たちが盾を前面に出しているからだ。ほとんど隙間なくずらりと並んでいるため、矢を放っても効果があまりなさそうだと判断しているのであろう。

　しかし、彼らはそのうちしびれを切らすだろうと小玉は思っていた。この距離であるならば貫通するかもしれないと判断し、矢を放つだろうと。小玉はそのときをひたすら待っていた。待っているのは苦ではない。それが必要なときであるならばなおさら。

　そのときはそれほど待たずに訪れた。

　相手側の号令で一斉に矢が放たれる。

　それは見事に当たった──全部盾に。

　貫通はしなかった。相手側から見えないだろうが、盾は木製でも裏には鉄の板を張ってある。持ち運びの利便性と、頑丈さとの間でぶつかりあった末の折衷案みたいな存在である。見た目はあまりよくないが、両方の長所を持っている盾のおかげでこちら側の負傷者は一人もいなかった。

　しかし小玉は言った。

「二歩下がって」

　命令が下され、盾を持つ兵が下がりはじめた。こちら側がひるんだと見て、勢いを得た里側から矢がさらに飛んでくる。

「次、一歩進んで」

　それを何度か繰り返す。

　小玉が求めているのは、敵側の矢の消費だ。閉鎖されている里である以上、数は限られているはずだ。こちらの被害を最小に抑えるために、それを可能な限り削そぎたかった。

　しかし、こんなものは子供だましだ。必ず相手側も気づくだろう。盾を持つ兵が一人も倒れていないのだから。

　実際、小玉が予想したとおり、ほどなくして里側からの矢の攻撃がぱたりとやんだ。

　それを合図に小玉は片手をあげた。小玉の動作を見て、賢恭が号令を発する。

「構え！」

　前方にいる兵は弓に矢をつがえる。後方にいる兵士は弩どという、弓よりも貫通力の強い武器を構える。

「放て！」

　一斉に放つ。高々と。

　それは、前方にいる仲間に当てまいという配慮によるものではない。

　上空まであがったことで勢いを得た矢などが今度は地に向かい、男たちに突き刺さった。もちろん相手側にも、こちら側ほどではないが盾があるので、ある程度は防がれてしまう。それを見つめながら、小玉は口を開く。

「弓は間髪容いれないで。弩は二発目の準備」

「はっ」

　全身を使って弦を引く石弩は、効果が高いが次の攻撃に移るのに時間がかかる。やがて準備が整った頃合いで、小玉は短く言った。

「弩、二回目」




　里に矢よりも丈夫な箭せんが雨のように降り注ぐ。

　それが何度も繰り返される。




　箭は外にいる者の盾はもちろん、屋根を突き破って室内の者にまで達した。ある程度の兵力を削げたあたりで、門を突き破らせ突入する。

　残っていた者たちはそれでも戦意を喪失させず突撃してきたが、横並びになって槍やりを構える先せん鋒ぽうの兵たちの前に、あっさりと倒れた。数はもちろん練度もまた、彼らと龍武軍とでは段違いだったのだ。




　こうして見た目はともかく、やっていること自体は盛り上がりもひねりもなく、朝方には里の制圧が終わった。盛り上がりのために人を死なせる趣味のない小玉にとっては、それでよかった。




　しかし、ここから先がちょっと厄介だった。

「洞どう窟くつだねー」

「見事に洞窟ですねー」

　小玉と清喜は里の奥にある洞窟の前……から少し横にそれたところに立って、穴を見つめていた。雪苑曰いわく、ここが男たちに命令を下している者のいるところなのだという。

　入り口はわりと狭い。中をそっと覗のぞき込んでみる。真っ暗でなにも見えない……ということは、奥行きがそうとうあるはずだ。おそらく中では灯あかりを使っているはずで、この地点でそれが見えないのだから。

「どうします？　中に入ってみます？」

　声をひそめて清喜が問いかける。それに対して小玉は「うーん」とうなった。中の様子がまったくわからないままこういうところに入り込むのは、中々に危険を有する。

「このまま突入するのは避けたいわ」

「狙い撃ちされると、笑えない結末になりますからね」

　綵が真面目くさった顔で頷うなずく。狭い洞窟に入っていくと、向こうから矢でも射かけられた日には防ぎようがない。だから皆、穴の真ん前には立とうとしない。

　しかも、と小玉は思った。兵力差でごり押ししたとはいえ、里の兵力があっさりと壊滅しすぎだと。十中八九、この中には精鋭がいる。大事な存在を守るために。

　相手からは逆光で顔が見えないであろうことをいいことに、里に転がっている死体を引っ張ってこさせてその頭を洞窟に出させてみる。するとすかさず矢が飛んで来た。予想どおりすぎて笑えもしなかった。

　小玉は風で舞い上がる髪を手で押さえながら言った。

「案はある。無難で確実なのが。幸い、天候がいい」

「風ですか」

「そう」

　小玉はにやりと笑った。小玉の命令に従い、皆がきびきびと動く。ほどなくして準備が整い、小玉は決然と頷いた。

「よし、始める！」

　小玉の号令で、皆が動き始めた。

　洞窟の入り口の前に、そこらへんの家から回収してきた薪まきを積んで火をつける。煙が風に乗って、洞窟の中へと流れ込んでいった。

　入り口間近には人員を配置し、出てきた者をすぐ取り押さえられるようにしている。なおここで待ち構えている者たちは、先ほど小舟が沈んで泳ぐはめになった者たちである。せっかく火があるんだから、びしょびしょに濡ぬれた服を乾かせばいいという、小玉の配慮によるものである。

「効率的でしょ」

　ふふんと胸を張った小玉に、清喜は自分でも釈然としないという感じで首を何度かひねっている。

「確かに。でもなんか否定したい気持ちになるんですよね、なんででしょう」

「なんだそりゃ……まあいいわ。どれくらいかかるかしらね」

「奥行きがそうとうあるようでしたから」

　そう言い合いながら、せっかく火があるので皆で携帯食料をあぶって軽い朝食も済ませた。腹が減っては戦はできぬという言葉は普遍の真理だ。あと睡眠は大事というのも、その真理に付け加えておきたい。







　どれくらい待っただろうか。

　風向き変わらないでくれよと小玉が祈りながら待っていると、不意に部下の一人が声をあげた。

「娘じよう子し、あれを！」

　言われて目をこらす。煙の奥から人影が見えた。ようやく来たか、と安あん堵どのため息をつきつつ、小玉は片手をあげて合図する。

　人影はよろめきつつも、「突進」という表現が似合う勢いで、煙の中から出てきた。兵が何名か動き、その人影──一人の男を取り押さえようとした。しかし男は手にした武器をめちゃくちゃに振り回し、人を寄せ付けようとしない。次の動きが読めないため、周囲も手を出しかねる様子に、賢恭が鋭い声をあげた。

「なにをしている！　射殺せ」

　中から出てきた人間については、抵抗するならば殺してもよいと指示は出している。

　賢恭の声に、数名が矢をつがえる。しかし命令が実行される前に、男が吠ほえた。煙でがらがらになった声を張り上げる。

「行けるぞ！　俺に続けええ！」

　その声の名残が消える前に、男の体に数本の矢が突き立った。がっとかぐっとか声を漏らし、男が倒れ込んだ。絶命までにはやや間があったが、その間男は妙に幸せそうに微笑み……息を引き取った。

　その表情を見た小玉は思った。

　──同じだ。

　先ほど里で、惨殺と言っていいほどほぼ一方的に殺した者たちも、死ぬまでに間があった者は皆、満足げに死んでいった。その様子にうそ寒いものを覚えたのは事実である。しかしそれについて深く考える時間はなかった。

「沈太監」

「はい」

　小玉の呼びかけに、意をくんだ賢恭が頷く。

「次が来る！　弓隊構えろ！」

　直後、煙の奥から人影ではなく団子の影みたいなものがこちらに向かってきた。それは団子状に群れた多くの男たちだった。ぎゅうぎゅうにくっついた形で、手にそれぞれ武器を持っている。

　すかさずこちらが放った矢が最前列の男たちに当たる。地に倒れる彼らはまだ息があるはずだが、後続の男たちはそれを遠慮なく踏みつけて走る。地に伏す側も特に悲鳴をあげず、満足そうに笑って踏みつぶされている。

　第二射が二列目に突き刺さる。彼らもまた足あし蹴げにされ……小玉はふと気づいた。一列目、二列目の男たちは貧相な武器しか持っていないが、その奥……三列目以降の男たちは立派な武器を持っている。まるで奥に行けば行くほど大切ななにかがあるかのように。

　──なんだ？

　とはいえ、これだけ相手が固まった状態で取り押さえるのは、いらぬ被害を出しかねない。小玉はそのまま見守ることにした。

　第三射、第四射によって薄皮がはがれるように内部が見えてくる。とはいえ相手側の勢いからして、そのうち弓隊が突破されるだろう。その前に引かせて、次に槍を前に出したほうがよいか……そう思いながら団子の奥を透かすように眺める小玉の目に、ひときわ体の大きい男がとまった。他に比べても、頭一つ分ぬきんでている。そのため目にとまったのだろう。だが小玉はその大男が武器を持っていないことに気づいた。まさかこの男が頭かしらか……と思ってさらに注視する小玉は、男がなにか背負っていることに気がついた。宝物のように大事に手を添えているそれは、物ではない。人だ。それも女。

「清喜、貸して」

「あっ」

　気づくや否や、隣に控えていた清喜から弓を奪い、勝手に矢筒から矢を抜き取り、つがえて……団子が一瞬止まった瞬間を見計らって放った。矢は小玉が狙ったとおり、大男の頭に刺さった。頭一つ分身長が高かったおかげで、的としては最適だった。

　大男は倒れなかった。囲んでいる男たちが支えになったおかげで、立ったまま絶命した。

　そして他の男たちがこれまでとまったく違う動きを見せた。わっと声をあげ、立ち止まり大男……ではなく、その背負っていた女に手を伸ばす。大男の背からどこか丁重に下ろす。女が重要人物であることは、もはや疑いようもなかった。

　放っておくと誰かが大男の代わりに女を抱えて中心になり、周囲はそれを守ってまた突破をはかるはずだ。小玉は賢恭に声をかけた。

「……沈太監、相手が立ち直る前に制圧を。ただし中にいる女は殺さないように」

「はっ」

　浮き足だった状態で大勢に飛びかかられると、さすがの団子も総崩れになる。男たちは最後まで必死に、いやむしろ錯乱したように武器を振り回していたが、ばたばたと倒れていった。もはや彼らの表情に満足げな感情は見られず、悔しさしか浮かべず死んでいった。一人──女を除いて。

　最後のころには、男たちがその女を守るために動いていることは瞭りよう然ぜんだった。皆死ぬときは、女に覆い被かぶさって盾になるように死んでいったからだ。

　だからたった一人の生存者は、男たちの死体の中からひきずり出された。

　抵抗せずに小玉の前に引き出された姿を見て、小玉は眉まゆをひそめた。しかし頭の中ではうすうす感づいていたとおりだ、という気持ちにもなった。知っている顔だった。

　女は、哀しそうな目で男たちの死体を眺めていた。

「……さて」

　小玉は息を吸って、吐いて思考を整える。そして彼女の前にかがみ込んだ。目を合わせた。

「お久しぶり、というほどでもないけれど」

　あの布売りの女がここにいることを、意外には思わなかった。

「そうですね、お姉さん。まだ帰られていなかったのですね」

　女は穏やかに答えた。小玉はふっと笑う。

「この件が片付いたら、すぐに帰るわ」

「それはよかった。お子さまが喜びますね」

　女がふわりと笑った。それは彼女にとって、なによりも優先されるべき感情のようだった。つい一瞬前まで仲間の死を悼んでいたとはまるで信じられない表情だ。

　隣にいる清喜がうそ寒そうな様子になる。それを尻しり目めに、小玉は言葉を重ねる。

「あなたにいくつか聞きたいことがあるわ」

「構いませんよ。聞かれて困ることは私にはありませんから」

　やせ我慢などではなく、本当にそう思っているという目であった。彼女の態度にどうこう思うよりも、今は情報を労せずに得られることをよしとする。

「名は？」

「金きん然ぜんです。皆には金母と呼ばれていました」

　過去形で語る彼女から、かすかな非難を受けていることを感じる。しかしそれを無視して小玉はさらに問う。

「母？」

「私はあの子たちの母親ですから」

「あなたが、こいつらの、頭かしらなの？」

　さすがに彼女が首謀者とまでは思っていなかった。小玉の言葉に、女は不本意そうに首をかしげる。

「頭……そのような言い方……」

　問題は言い方ではないが、変えれば話が通じるというのであれば、手間をかけるのにやぶさかではない。

「『あんたの指示でこいつらは動いていたの？』ってことを聞いてるの」

「そうです」

　女はすんなりと頷うなずく。譲れない一線が彼女のどこかにあって、それを越えなければ実に素直というところが、彼女の心内の複雑さを表しているようだった。

「……鄒王を殺したわね？」

　いきなり核心を突いた内容を問う。然はその問いに、怪け訝げんそうな顔をした。それは心当たりがないという意味を示してはいなかった。

「阿あ攝せつを殺しては……私は自害を命じました」

　子どもの名の上につけて親愛を示すこともある「阿」を、鄒王に対して使う彼女は彼よりも立場が上であるということを、ごく自然に語っていた。そう、皇族であった鄒王よりも。

「『彼を死なせた』のはなぜ？」

　言い回しを変えてやると、彼女はまた素直に答える。

「彼は許されざる大罪を犯しました」

「大罪？」

　聞き返す小玉に対して然はすらすらと説明し始めた。彼女は本当に隠し事をしようとは思っていないようだった。

「まだ幼い馮王を殺そうとした……それは母である前馮王妃から子を奪うということです。どのような相手であるにせよ、母から子を奪うなど、私どもにとっては到底許すことができないのですよ。だから彼は死なねばならないのです」

　可哀想なことではありましたが……と悄しよう然ぜんとする彼女は、自分が相手を死に追いやったことと、今の自分の態度との間に矛盾を感じてはいないようだった。

「あなたにとって母親と子どもは大切な存在なのね？」

「私だけではありませんよ。すべての人にとって母と子の関係は神聖なものです。それは当然のことです」

　然の語気が荒くなる。心外だという様子だった。彼女は自分の言っていることに、まるで疑いを持っていないようだった。

「それと女を攫さらうのはどう関係があるの？　街では品定めをしていたの？」

「街にはたくさんの母と子がいます。私はその美しい光景を眺めていただけです。それに見境なしに連れてったわけではありません。女であれば誰でもよいわけではないのですよ」

「子がいない女？　でもそんな女、どこにでもいるわ」

「それだけではなく、母親がいない女です」

「なぜ？」

「『子』でなくなったならば、『母』になるしかないのですよ」

　その回答を予想はしていた。しかし実際に言われると、中々に嫌悪感をかき立てるものがあった。

「では男は？　彼らは母にはなれない」

「ええ、とても可哀想。だから男の子はみんな、私の『子』にすることにしました」

　なるほど。だから「金きん母ぼ」と呼ばれていたらしい。

「へえ……」

　小玉は彼女の言い分を聞いて、嘲ちよう笑しようを口元に浮かべた。

「じゃああなたは鄒王という『子』を、自分自身という『母』から奪ったのね」

　それは彼女の信じることと矛盾しないのかと問う小玉に、彼女は哀しげに笑った。




「子の罪は母の罪です。私は阿攝を失ったことで、私自身にも罰を与えたのです」

「……そう」




　小玉の中で二つの理性が戦い始めた。理性と感情ではない。理性と理性だ。

　すなわち、この女をここで殺すべきか、否か。

　この女は正気のまま狂っている。そしてその歪いびつさはとてつもない吸引力を持っている。

　今ならば小玉の裁量で彼女を殺せる。そして今殺さなければ、彼女の狂気がまたまき散らされるかもしれない。そして彼女を殺す機会を、二度と得ることができないかもしれない。

　しかし、ここで彼女を殺すと情報源を失う。鄒王の他にも彼女とつながっている者はまだいるだろう。それらを完全に排除するためには、この女からなにがなんでも情報を引き出さなくてはならない。しかし彼女という「母」は、「子」を売る真似をするだろうか。




　どちらも正しくて、どちらも正しくはなかった。




　そしてそれを小玉は誰かに相談するつもりはなかった。この判断は自分が下さなくてはならないものだった。

「明慧を……子から母を奪ったことは、あなたにとって罪ではないの？」

「ああ、話には聞いていますよ。お姉さんのご同輩だったのですね」

　然が表情を陰らせる。しかし次に発せられた言葉に、小玉は眉まゆ根ねを寄せた。

「それは可哀想なことではありますが……しかしそれでお姉さんのお友だちは、子を失う悲しみを味わうことはないのです。永遠に。それは幸せなことなのですよ」

「そう……そう」

　そのとき、ほんの一匙さじの感情が、小玉の心に振りかけられた。この女を殺すほうに。




　明慧は可哀想だったのか。幸せだったのか。

　それはこの女が決めることではなかった。

　記号的に「子を失わなかった母」というように、判定することでもなかった。




　小玉はあえて、少しそれたことを尋ねた。

「……攫った女に産ませた女の子がどこにもいないのは、それが理由なの？」

「ええ、よくおわかりですね。子を先に失う母になる前に、死なせてあげるほうが幸せですから」




　小玉はもう一度思った──ああ、この女は狂っている。




　それでもなお、小玉は決めかねていた。その彼女の心を決めさせたのは、然の次の言葉だった。

「あなたにもいつかはわかるはずですよ。あなたもまた『母』なのですから」

「……それがあなたの信仰なのね」

　小玉の声がひときわ冷ややかになった。

　それを聞いた然は、穏やかな表情のまま小玉にひたと目を合わせる。

「私を殺すつもりですか？」

「ええ」

「後悔しますよ」

「いいえ、しないわ」

「では言い換えましょう。大変な目にあいますよ」

「知っているわ」

「では、なさりたいようになさるとよいでしょう……」

　お互い、ささやきのみで会話を交わし、別々の行動をとった。小玉は立ち上がり、然はゆっくりと目を閉じる。

「斧おのを」

「は、はい」

　間近にいた兵に手を差し出す。相手は場に気け圧おされたのか、おずおずとした様子で斧を差し出してきた。それをしっかりと受け取り、小玉はそれを両手で握った。ふと、雪苑から聞いたことで、気になっていたことがあったのを思い出し、最後に問いかける。

「今日……もう昨日ね、昨日はあなたにとってどんな日なの？」

「私の子が死んだ日です」

　聞くほうも答えるほうも、あっさりとしたやりとりだった。

「そう」

　言って小玉は、ためらいなく斧を然の頸けい部ぶに振り下ろす。




　一回では首が落ちなかったので、もう一回。




　ごろんと地に転がった首を摑つかみ、小玉は高らかに言い放つ。

「この者は大家の臣民をかどわかし、ご威光を汚そうとした。また大家の子らである臣民を自らの子と称した……万死に値する！」

　その言葉に賢恭が叫んだ。

「娘じよう子しのご英断に栄光あれ！」

　そして場の者が一斉に跪ひざまずく。

　何度も響く称賛の隙間を縫って、耳の奥で然の言ったことが響く。




　──大変な目にあいますよ。

　それに対して小玉は、言ったことと同じ言葉を心の中で返す。

　──知っているわ。

　おそらくこれから、金然の残党が「母」の敵を討とうと、小玉を狙ってくるだろう。

　小玉を……文林ではなく。

　それでいいのだ。




「娘子、お手が汚れておいでです」

　然の首を置くと、賢恭が手をとってきた。

　不意に思った。もしかしたら今と違う気持ちで、この手に触れられる未来があったのかもしれないと。

　しかし、そんな未来は来なかったし、今の自分は仮に過去に戻ってやり直せるとしても、この未来を選ぶ。

「ありがとう、でも自分でふきます」

　自分の手は自分でぬぐう。

　そんな未来を。

「……綵、桶おけ貸して」

「はい」




　──そういうのも、いいんじゃないか。




　桶を抱えて湖の方へ向かう綵を見送った小玉は、不意に顔をあげた。

　小玉はふと振り返った。なにか声が聞こえたような気がした。明慧の声みたいだと思ったのは、願望によるものだったのだろうか。




　　　　※




　さて、以下は雪苑の証言のほぼ全文である。




　私、手紙を捨てに行っていたんです。ほら、文字が書かれているものって、専用の場所で燃やさなきゃいけないじゃないですか。そこに。ああいう場所って、あまり人ひと気けがないんですよね。そしたら前に口説く順番間違った男が来て、また声をかけてきたんです。無視しましたけど。それでもしつこくて、今度は灰をぶん投げてやろうかと思ったら、他の男が何人か来て、無理矢理連れてかれました。

　抵抗ですか？　途中までしました。あんまりやると体力なくなるし、それだったら逃げる機会をうかがったほうがいいなって思って。それに私がいなくなったら、千姫と冬麗が絶対に心配して捜してくれるってわかってましたから。

　それでここまで来たんですけど、そしたら一人の女の人に引き合わされました。みんな「金母」って呼んでました。あ、みんなっていうか、その女の人以外は男ばっかりでした。けっこう緊張してたんでその人の顔、覚えてないんですけど、道ばたで会ったら感じのいい人だって思ったんじゃないかなーって、そのとき感じたのは覚えてます。会う場所間違ったなって。

　で、その金母がいきなり「母がいないなら子を産んで母になれ」とか言ってきたんです。正直、尻しりの穴嚙かんで死ねとか思ったんです。私、正直いうとお母さんがらみでいい思い出ないんですよね。あ、もう聞いてますか。よかった、話が早いです。あ、いいのいいの千姫。気にしないで。

　そのあと多分、母親についてすごく感動的な話をしてたんだと思います。普通に聞いてたら、私ももしかしたらちょっと納得したかも。すごく声がきれいで、話し方もうまかったんだと思います。はい、多分っていうのは、私全然聞いてなかったからです。

　私、家庭がそういう事情だから、相手の最初の一言の時点で腹が立って腹が立って。正直、完全に聞き流してました。頭の中で鎖縫いしながら。その聞き流し方初耳？　けっこういいですよ。途中で鎖がいくつになったのか忘れたあたりからが本番です。

　あ、でも記念すべき今日がどうたらとか言ってたのは聞いてましたね。今思い出しました。今日が誕生日なのかなーおめでとう死ねとか思った覚えがあります。

　で、一室に閉じ込められて二人の男に服を脱がされて……まあ、そんな感じになったところで、一人の一物に食いつきました。で、もう一人の腰が引けてるすきに飛び出しました。お嫁に行けないって思いましたけど、どのみちそのままでもお嫁に行けなそうでしたし。

　途中誰かとすれ違いましたけど、びっくりして反応できないって感じでした。多分全裸で走ってたからでしょうね。でも手て籠ごめにされる恥に比べたら、全裸で走る恥なんて屁へでもないしって思ってたら、さっきの腰が引けてた奴が追いかけてきて。あいつもかみついてやればよかった。

　で、あとは娘子にお会いして、現在に至るって感じです。







　雪苑はつっかえながらも最後まで語りきった。少し無理をしているせいもあってか、声だけならきゃぴきゃぴとしていて、内容もごく一部はそうなのに、全体を概観すると当然だが重苦しい。なんというか……うん、重苦しい。

　そんな雪苑に、小玉の第一声がしみじみと響く。

「……頑張ったね」

「はい、これは私すごく頑張りました」

　それは手放しで自画自賛しても、誰も笑わないはずである。実際周囲全員が神妙に頷うなずいている。

　ここで不意に雪苑が、不安そうな顔になった。

「娘子、私……軍から追い出されたりしませんよね。攫さらわれたせいで、適性がないとかって感じになったりしますか？」

「いや、しないわよ。あんたがいたい限りいなさい」

　小玉が断言すると、雪苑は「よかった……」と言って、また泣き出した。今度の泣き方は体中の力が抜けた泣き方で、ああ彼女はそれが嫌だったから、今までしっかりしていたんだなとわかるような様子だった。







　多分家庭的に恵まれなかった彼女にとって、今は軍が居場所なのだろう。母と子の関係と同様、いろんな居場所のかたちがある。それは人それぞれ違ってしかるべきものだ。それらを画一化することは、やはりいかがなものかと小玉は思うのだった。




　　　　※




　一仕事終えた小玉であったが、もう一仕事残っていた。

「娘子、呂端の件ですが」

「……いましたね、そんな輩やからが」

　金然に比べるとあまりにも小物感が満載だったので、すっかり小玉の頭の中から消えていた存在である。

「一回戻って処断しましょう」

「はい」

　彼もきっと然の「子」だから、小玉を罵ののしるだろう……そう思っていたのだが。




「なんだあの女、役立たずめ！」

　然が死んだことを伝えると、意外なことに端は嘆き悲しむどころか、然に対して罵り始めた。小玉は半ば呆ぼう然ぜんとして問いかける。

「そなたはあの者の思想に同調していたわけではないの？」

　すると端はふてくされた態度で語り出す。

「私は別にあの女がなにを考えていたのかについては興味がない。ただ金を落としてくれていたから付き合ってやっていただけだ」

　それは弁解などではなかった。彼の率直な……率直すぎる思惑だった。

　そうして彼は、こちらがなにか問う前からべらべらとしゃべり始めた。彼と然の結びつきのきっかけ、然たちが街の人間をいいようにとりあつかえるように便宜をはかったこと、彼女の「子」を育てるために幼児を武官として育てる名目の機関を作ったこと、隣国と結びついていたこと……。

　そして最後に言った。ここまで教えたのだから、自分の命を助けてくれ、と。

　まるでためらいもなく。




　──これはなんだろう。




　小玉はこのとき初めて恐怖を覚えた。あのとてつもない吸引力を持つ女、その然を前にしても徹頭徹尾欲のみに忠実であり続けることのできる男。

　この男の底の浅さに呆あきれたこともあったが、この男にはそもそも底などないのだと、小玉は今気がついた。平面──それもどこまでも広がった「欲」という大地に根ざして、彼は生きている。

　これまで小玉の倒した敵と違い、なんの大義も持っていない。ただ自分の欲に忠実に生きている。

「沈太監、処刑を」

「御意」

　然に対しては抱かなかった恐怖を隠しながら、小玉は命令を下す。すると端は泣いたりわめいたり媚こびたりしながら助命を願い始めた。しかし小玉は目をそらし、連れ去られる彼を二度と見なかった。

「彼の部下で関与した者についてはどうなさいますか？　彼らからはもはやすべての情報は聞き出しておりますし、実際に手を下した者たちは確保しておりますが」

「そうですね……」

　聞いていた端の部下たちが次々と声をあげる。

「お許しください、わたしどもは命令に従っただけなのです！」

　小玉はその言葉にひっかかりを覚えた……命令に従っただけ。ならば善をなす命令を下せば彼らは善人であり続けたというのか。

　……そうなのだろう。

　彼らは命令によって善人にも悪人にもなれるのだ。そして彼らのような人間はどこにでもいる。それは……それもなんて恐ろしいことなのだろう。

「……あなたがたは命令に従うのですね。ではわたくしの命令に従って、死へと臨みなさい」

　小玉は冷ややかな声で指示を下した。泣き叫ぶ彼らを今度はひたと見据えた。よく理解しなくてはならない、と思った。




　──あたしがやっていることは本質的には然や端と変わりなくて、彼らみたいな人にやらせているんだ。




　そして、もう一つ。




　──あたしも、彼らと同じなんだ。







　徳とく昌しよう八年三月乙いつ酉ゆう、天子の詔みことのりにより皇后関氏が湖西に行啓する。五月丙へい申しん、湖西にて呂端・金然が叛そむき、龍武軍がこれを誅ちゆう伐ばつする。




　正史には、そのような内容が残る。間違ってはいないが、あまりにも簡潔すぎて他の記述の中に埋もれてしまうような、ありふれた一節になってしまっている。

　だから民衆には、こういう物語のほうが好まれている。




　関皇后が彼女のために新設された龍武軍を率いて、国に仇あだなす邪悪な宗教団体を壊滅させたということ。またその団体と癒着していた役人の悪事を暴いてこれを退治したということ。またこの事件を皮切りに龍武軍が関皇后の手足となり、市井で、戦場で華々しい活躍をしたということ。その功績は常に関皇后の指揮下であがったものだということ……。




　後に武ぶ威い皇后と呼ばれる関小玉の、伝説を彩る逸話の一部である。

　しかし正史にも稗はい史しにも、その事件の中に、彼女が神格化されたことに対する皮肉さが含まれていることを、知る者は誰もいない……本人を含めて。




　　　　※




　小玉のひそかな望みどおり、帰還は夏の直前だった。

　しかし顔に吹き付ける風は、もう夏の気配を多分に含んでいた。

「行きと違って、帰りは大所帯ですねえ」

「そうね」

　龍武軍もぞろぞろと引き連れての帰還である。目立つことこのうえない。

　馬車に揺られる小玉と清喜だが、その中に綵はいない。彼女は今馬にまたがり、彼氏とくつわを並べている。

　羽林軍に所属していた綵の彼氏が、実は龍武軍に編入されていたのだ。綵も知らなかったらしく、彼女なりに驚いた顔をしていた。

　そして事態が一件落着してから、二人はこんなやりとりをしていた。







「青峰さん、これここのお土産です」

「ありがとう。私もここに来てしまっているけれど、ありがたくいただくよ……ところでこれはなんだい？」

「岩塩です」

「とても堅実でいいね」

　そのやりとりを聞いて、小玉は「うん、この二人はうまくいくな」と思った。横で清喜は岩塩のかけらどころか、塊を口に突っ込まれたみたいな表情をしていたが。







「……いや、僕だってお似合いだとは思ってますよ！」

「あれ、別に小こ舅じゆうと根性発揮していたわけじゃないんだ」

「違いますよー。ただ綵さんみたいな人二人は、さすがにちょっと僕の手には負えないかなって……」

「ねえ、あんたほんとに綵のなんなの？　お世話係なの？」

　この青年の頭の中身は、時々どころではなく小玉にとって本当に謎である。今は亡き恋人なら彼について説明できたのだろうか……と思ったところでいや、と首を横に振る。だいぶ年上のわりに清喜に振り回されていたから、あいつも理解しきれてなかっただろうな、と。




　したがって清喜にまつわる疑問は解消されないまま、小玉は宮城に帰還することになった。




「皇后、大儀であった。まずは宮にて体をいとえ」

「ありがたきお言葉」

　宮城に到着し、形式どおりの儀礼ののちに自分の宮に戻る。

　ああ帰ってきたな、という実感がわく。もはや小玉にとっては、後宮が自分の家になっているのだ。そういう認識があることに、今更驚きはしなかったが、妙にしみじみとその事実を嚙かみしめてしまう自分がいる。

「娘じよう子し、無事のお帰りを心よりお喜び申し上げます」

　梅花をはじめ、真桂たちが満面の笑みを浮かべて小玉を出迎えてくれた。

「留守中、変わりはなかった？」

「ええ。司馬淑妃が怒り心頭に発してましたわ」

　ほほほと笑いながら、真桂が報告する。それ、変わりないのか……と思ったが、思えば確かに変わりなかった。いつも怒っている人間だから。

「怒りの理由は？」

「娘子がご不在なのに、大家が紅霞宮にのみ足をお運びになるのはどういうわけか！　とのことで」

「ああ……」

　それは小玉にも責任がある。留守中鴻の面倒を見てくれと文林に頼んでいたからだ。しかし、司馬淑妃がそんなに怒るほど足繁く通ってくれていたということは……。

「あの親子、ちょっとは仲良くなった？」

「いいえまったく」

　かすかな期待を梅花によって完全に否定されて、小玉は口をあんぐりと開けた。

「え、じゃあ彼、なにしに来てたの？」

「特になにもしておいででは……ああ、わたくしの淹いれたお茶を、お飲みになっておいででした」

　──役に立たない父親だな！

　真桂たちの前なのでさすがに口には出さなかったが、小玉は心中で絶叫した。今回の行啓で自分が不在になったことで、ほんのちょっとでも文林と鴻の仲が改善されればいいなという意図も、実はちょっとだけあった。それなのに、そちらは見事に達成できなかったこととなる。

　それだったら、司馬淑妃のところに行ってくれたほうがよかった。そして長男の相手をしてやってほしい。そうしたら司馬淑妃も喜んだだろうし、みんな幸せになれたはずである。

「ちょっと……あとで……話をするわ……」

「無駄だとは思いますが、ゆっくりとお話しなさってください」

　梅花は辛しん辣らつである。

「……ところで娘子。後ろにいるその娘は何者ですか？」

　その梅花の目線が、小玉の背から顔を覗のぞかせている杏にひたと向けられた。あのまま現地に残しておけば、小玉に協力したとして残党に殺される可能性があったため、連れてきたのだ。

　感心なことに、彼女は梅花の鋭い目線を、怯おびえながらであるがきちんと受け止めていた。意外に根性がある。

　もっとも、どこかの時点から彼女は動じなくなり、そのうえ小玉が皇后だと知っても迷わずついてくると決めたのだから、それも当然のことかもしれない。

「ええと……今回行った先で保護した子なんだよね」

　梅花が即座にたしなめてくる。

「犬や猫ではないのですから、むやみに拾わないでくださいまし」

「いや、犬とか猫じゃないからこそ、ここぞというときに拾うんだって」

　小玉の抗弁に、梅花はおやという顔つきになった。

「なにやら事情がおありなのですね？」

「うん……」

　文林からはもう許可をもらっている。事情を説明すると、梅花は値踏みする目つきで杏の頭のてっぺんからつま先までを眺めた。杏はほとんどひるまない。

「娘。お前娘子のお役に立つ覚悟は、できていますか？」

　──はい。

　杏が力強く頷うなずいた。

「あ、そうだ。梅花、彼女ほとんど話せないから」

「あら……」

　小玉の補足に、梅花の瞳ひとみが軽く揺れた。彼女がやや考え込む。

「ええと、ここに置いちゃ駄目かな……」

　もし駄目だったら、別の部署に置けるよう取りはからわないとなと、杏にもできそうな仕事はなにかと考え始めたところで、梅花がきっぱりと言い放った。

「よいでしょう」

「いいの!?」

　完全にやりとりが犬猫を飼ってもいいかどうかの様相を呈しているが、誰もそれを指摘しない。

「なかなかの面構えをしておりますし。それに無口は美徳ですわ」

「あ、そう……」

　それ誰かに対する嫌みかなと一瞬思ったが、梅花の様子を見ている限りそうでもないようだった。

　もしかしたら梅花もなにか業を抱えていて、それに杏がひっかかったのかもしれない。ふとそんなことを思ったのだが、そんな感傷じみた思いは、次の梅花の衝撃的な言葉で吹っ飛んでしまった。

「久しぶりにわたくしも本気を出そうと思います……娘子、どうか七日間お時間をくださいませ」

「え」

　思わず声をあげてしまった。七日ってそれは……。

「それからわたくしも七日間、娘子へのご奉仕から外れますので、ご承知おきくださいませ」

「あのそれって……」

「では杏、参りますよ」

　──はい！

　梅花と杏は力強い足取りで去っていった。

「梅花が、本気になった……だと」

　梅花の本気──それはかの伝説の礼儀作法七日間集中講義を、杏に対して実施することを意味する。

「娘子、あの、もしかして杏ちゃんのこと助けたんじゃなくて、逆に死地に追いやったんじゃ……」

「うん……」

　清喜の言葉に頷き、どこかで助けに入るべきだろうかと、小玉は真剣に検討し出した。しかし名将・関小玉をして攻略方法がまるで思いつかなかった。




　なお、恐怖におののく二人の危き惧ぐに反して、七日後に杏は見事梅花の講義を乗り越えることとなる。

　しかもちゃんと「ものになって」仕事をし始めたので、小玉の梅花に対する畏い敬けいの念はいや増すこととなる。




「ところで娘子」

　呆ぼう然ぜんと二人を見送る小玉に、真桂がそっと話しかけてきた。

「わたくしどもが差し上げた人形なのですが……」

　姿が見えないのが気になったのだろう。

「あー、あれねー！」

　小玉の声がちょっと裏返った。

　びりびりに裂いて、小舟の穴ふさぎました。そして今もふさいだままですとは、さすがに言うのがはばかられた。だから力の限りごまかすことにする。

「あれはね、今は手元にないんだけど、ここぞというときにあたしたちの命を救ってくれたのよね！　ねっ、清喜！」

　詭き弁べんくさい……というか、完全に話を盛りすぎているが、重要なときに役に立ったのは事実である。

「そうです！　非常に役に立ちましてね！　いやあ、千人の祈りの力ってすごいですねえ！」

　破いた本人である清喜も、恨まれたくないのか全力で小玉の話に乗る。こちらも声が上ずっている。

　お互い相方のごまかす能力の低さに、もしかしたら駄目かもしれない……と思ったのだが、

「まあ！」

「よかった！」

　真桂たちは心の底から嬉うれしそうに声をあげた。

「娘子のお命をお守りするなんて！」

「わたくしたちの祈りが通じたのですね！」

　手を取り合って喜ぶ娘たちは、花のように美しい。

「う、うーん、そうみたいねー……」

　この娘たちこんなに純粋で大丈夫なのかなと、小玉はむしろ心配になってきた。でもやっぱり真実は告白しない。

　しかし次の衛えい婕しよう妤よの発言で、いやそんなに純粋でもないなと考えを改める。彼女は唇をとがらせて言った。

「司馬淑妃はどうやら娘子の身の危険を祈っていたそうですわ。わたくし、現場を押さえて呪じゆ詛そでの処分を狙おうとしたのですが、相手側の女官の抱き込みに失敗いたしましたの……不覚でした」

　これは純粋ではない。断じて純粋ではない。

「仕方がないわ、衛婕妤。相手のほうが一枚上手だったのよ。でもこれで手口を少し学べたわね。よい経験をしたと思いなさいな」

　優しい声で励ます妃ひ嬪ひんも、言っている内容はやっぱり純粋ではない。

「そうですわ。今は娘じよう子しの無事のご帰還をお祝いいたしましょう」

「ええ、娘子がここにおわすということは、天が司馬淑妃より我々の祈りをよみしたもうたということだわ！」

　なにやら盛り上がっているが、小玉からしてみると祈りが成就したというより、呪い対呪いの戦いでどちらかが勝っただけという気がしないでもない。しかも物量作戦で。

　なんせ千人だもんなあと、小玉は少し遠い目をした。




「ところで娘子」

　妃嬪たちが幸せそうに帰ったあと、女官の一人からなぜか恨みがましい目を向けられた。いや、一人だけではない。周囲全員からである。

「な、なに……？」

「あの人形に託した祈りが通じたわりに、娘子の美容がいまひとつ促進されていないのはなぜでしょう」




　正答：普段の小玉が、それどころじゃないから。

　別解：煙に全身をさらしたあと、大して処置しなかったから。




「……多分、人形の神通力にも限界があって、あたしの命を助けるところで力を使い果たしたんじゃないかな」

　答えはわかりきっているが、それを口にするわけにはいかなかった。小玉は真面目くさった顔でもっともらしいことを言ったが、女官たちは当然ごまかされてくれなかった。彼女たちには、妃嬪の部分的な純粋さをぜひ見習ってほしいものである。







　色々と苦言を呈されたあとでやっと解放されてから、小玉は鴻のもとへ向かった。折々文を送っていたが、彼からは小玉が三通送る間にやっと一通というくらいの速度だったので、様子はいまいち把握しきれてなかった。ちなみにこの量の差は鴻が筆無精だからではなく、彼がまだ幼すぎるからだ。

　それでも誰かの下書きを見て必死に書き写している様子がわかる筆致には、微笑ましいものを覚えていた。

　彼は自分の部屋でちょこんと座って、なにやらぶつぶつと呟つぶやいていた。暗あん誦しようの練習だろう。まだ幼いのに大したものだ。ただし意味がわかって暗誦しているかどうかは、不明である。

「……皇子」

　そっと呼びかけると、彼は言葉を切って小玉のほうを見た。その顔がぱっと明るくなる。立ち上がって、突進する勢いで小玉に駆け寄る。屈かがみながらその勢いを受け止め、小玉は彼を抱き上げた。彼が首根っこにかじりつく。

「おかえりなさい！　おかえりなさい！」

「少し見ない間に、大きくなりましたね」

　腕にずっしりと重みがかかる。やがてその重みは増していくだろう。そのうち抱きかかえられなくなるくらいに。

　難しいことは考えず、抱き上げられるときまで抱き上げればいいのだ。それだけのことなのだ。その他のことだってそう。




　だってこの子をどう育てたいか、もう小玉はわかっている。

　自分がいなくなっても、元気で生きていけるように育てたい。




　そうであるから、彼の成長に応じて接し方を変えればいい。言葉遣いは今の状態でとか、触れあいは今はここまでとか、彼をずっとよく見て判断していこうと思った。

「ぼこうへいか！　ぼくは！　ぼくはね！」

　母后陛下という言い方に、おお、と小玉は驚く。どうやらこの呼び方については、手紙文だけのものではなかったらしい。

「皇子、難しい言葉を言えるようになったのですね」

　褒めると鴻は誇らしげに何度も頷うなずいた。ほら、彼はちゃんと成長している。

「ぼく、がんばりました！　ですからきょうはいっしょにねてもいいですか？」

「うーん、それはですねー、駄目ですねー」

「ええー!?」

　いや、でもさじ加減はやっぱり難しいなと、小玉は改めて思った。







　ところで重要な事実が一つある。

　小玉はその気になれば、大の男一人でも抱え上げられるというものだ。腰にだいぶ負担が来るが。

　しかしその事実は母と子の感動的な場面を台無しにするため、この際考慮しないものとする。




　　　　※




　母と子の再会のちょうどまっただ中、文林は賢恭を引見して報告を受けていた。小玉と鴻を見習えばいいのにというくらい、ぎすぎすした空気が場に漂っている。

「おおむね、うまく行ったか」

「はい……ですが」

「事情は細作から聞いている。お前がついていてその結果か」

　咎とがめる様子を含んだ文林の声に、賢恭は深々と頭を下げた。

「申し訳ございません。臣は娘子のご判断を尊重いたしました。そのことについて罰をお与えになるのであれば、甘んじてお受けいたします」

　言い訳というわけではなく、覚悟を決めているといった様子の賢恭の様子に、文林は目を伏せてため息を一つ。それは賢恭に向けたものではなかった。

「あいつはそういうところが本当に……」

　脳裏に浮かぶのは、先ほど久しぶりに見た妻の姿である。静かに腹をくくった顔をしていた。

「…………」

　賢恭はなにも言わなかった。小玉の意見を尊重しているとはいっても、その判断を下した小玉自身には思うところがあるのだろう。彼の気持ちはわかる。

　そして、そういう判断を下すような事態に追い込んだのは、他ならぬ文林自身であることも、わきまえていた。

「まあ、いい。今回はおおむね理想どおりに事が運んだ。おそらくこれからも。それはお前の働きあってのことだ」

　文林の褒め言葉は、掛け値なしのものだった。長らく動いていたことの結末が、ようやく見えつつあるのを文林は感じていた。

「少し話に付き合え。一人で振り返るには、頭が痛い内容だ」

「御意」

　頷くと賢恭は近くにいた宦かん官がんに茶を用意させると、人払いをした。







　事の始まりは、先帝の遺児の騒ぎだった。

　皇族間の会議で鄒王が強硬に先帝の遺児を即位させるべし、と主張したところから文林は彼に対して疑問を抱いていた。

　鄒王という人物は、頭は固いし、文句だけは一丁前な人間であったが、多分に日和見主義なところがあった。その性質が幸いして先帝の粛清を免れたのだ。

　余談であるが、粛清候補の筆頭は馮王家の王太妃である。彼女がそれを免れたのは、彼女自身に力がありすぎたためである。今となれば文林は、彼女が生き残ってよかったかもしれないと思っているが、それはともかく同じ「生き残った皇族」でも彼女と鄒王とでは格も意味合いも違いすぎる。

　その人畜無害なはずの彼が、強硬に先帝の遺児を擁立しようとしたあたりで、なにか裏があると踏んだのだ。そして賢恭などを動かした。皇族がらみのことであれば、宦官を動かすのが最も効率がよかった。

「最初はあれ自身が即位しようとしているのかと、思っていたんだがな……」

「まさしく」

　しみじみと頷く二人は、この瞬間だけ息が合っているように見えた。事実、この件に関してのみ、彼らはまったく同じ驚きを分かち合っていた。

　事態はもっと単純だと思っていたのだ。簒さん奪だつは大事ではあるが、よくある発想でもある。その線で探りを入れ、隣国からの関与があることもほのかに摑つかんだあたりで、間違いないと思っただけに、真相に近づくにつれて彼らはかなり混乱した。

「まさか金母を、この国に君臨させようとするとは臣も思いませなんだ」

　詳細については当事者たちがすでに死亡しているため、断片的な情報を総合して得た結論である。また気づいた時点では、まだ対象が誰であるかはわからなかった。しかしそういう不透明な要素を除いたとしても、鄒王が皇族と関係のない他人を即位させようとしているのでは、という線が浮かんだときは自分と相手の頭を別々の意味で疑ったものである。

　とはいえ、文林には鄒王の発想が少しわかってしまっている。

　羅義龍も似たような考えを持っていた。この世の中、こういうどうしようもない輩やからしかいないのだろうかと、文林は自分自身を除外せずに、苦々しく思っている。

「あれは、『母』が誰かの下風に立つのが嫌だったのだろう」

　鄒王は生母を早くに亡くしていた。そのことが彼自身に力を持たせず、彼を長生きさせたのであるが、同時に金然を近づけるきっかけとなったわけだ。

　彼が金然とどこで出会い、関係を築いたのかはわからない。今となってはもうどうでもいいことである。

　そしてどうでもよくないことは、今山積みになっている。

「多少横道にそれたとはいえ、おおむね当初の予定どおりで事が運んでいることはよしとしよう」

　鄒王が簒奪を企て、それに対して隣国が関与しているということ。合間に寄り道はあったものの、話の大筋は変わっていない。ということは、鄒王を叩たたいた次は、隣国を叩かねばならないということになる。

「はい。謝賢妃の死は無駄にならずに済みそうですね」

「……そうだな」

　文林はほんのわずか、目を伏せた。それは本当に少しだけの表情の変化で、小玉くらい親しい人間でなければわからない程度のものだった。




　──この国とあいつのために死んでくれ。

　──はい。




　酷薄な命令に対しすんなりと頷いた娘が、文林の脳裏に浮かぶ。

　戦いに必要なものは大義名分である。それは相手側に対してのものだけではなく、自分側にも必要である。

　かつて文林の異母兄や甥おいがどうしようもない名分で戦争をふっかけ、兵卒の士気を維持するのに苦労した。文林は小玉のそういう姿をよく見ていた。

　だから、早い段階で手を打ったのだ。

　そのうち、時期がくればこう発表されるだろう。




　──皇帝の寵ちよう姫きが、隣国の間かん諜ちようの手によって、皇帝の身代わりに殺された。その腹には皇帝の子が宿っていた。




　皇后である小玉を調査に携わらせなかったのは、この発表のためだ。そしてその「事実」を知った皇后は、敵を討つため兵を率いて立ち上がることとなるのだ。皆、よく戦うだろう。




　なんとも美しい筋書きだ。

　そして、なんとも効率的だ。




　一人の死で、兵の士気が鼓舞される。それは確実に、一人以上の生存をもたらすはずだった。

　だが文林は自分自身に対しても、言い訳などしない。自分のやっていることはまさしく外道のやり方だ。小玉が知れば自分に失望をするだろうか……いや、しない。

　ただ、文林がやったことを、自分が共有できなかったことについて怒る。そしてもしかしたら悲しむかもしれない。

　それだけの情を彼女は自分に持ってくれている。だから文林は今、彼女になにも言わないのだ。

「娘子は、遅かれ早かれ気づかれると思いますが」

「そうだろうな」

　小玉は情緒面に色々ともの申したいところはあるものの、頭の回転は速い。それに裏の事情をある程度知っている。だから彼女は、「事実」が発表された時点で、察するところがあるだろう。あえて今言わないのは、彼女が辛つらい思いをするのを先送りにしたいからだ……自分が彼女を辛い思いにさせていて、戦場に送りだそうとしているのに。

「また、大家は謝賢妃にお手を出していらっしゃらなかったのでは」

　確かにそれも事実だ。そのことを小玉に言った。

「いや、そうでもない」

　言った時点では正しかった。しかし、小玉に言ったあとに、一度だけ謝月枝を抱いた。

　文林の否定に、賢恭は軽く眉まゆを動かした。しかしなにも言おうとはしなかった。




　──この国とあいつのために死んでくれ。

　──はい。

　──すまないな。

　──いいえ。ただ……あの方を抱かれた手で、一度だけ情けをかけていただきたく存じます。




　まっすぐ自分の目を見て言った謝月枝の望みを叶かなえてやったことについて、後悔はしない。あれは自分たちにとって、交情ではなかった。

　文林はたとえ問い詰められたとしても、自分と彼女との間にあった機微について小玉に語るつもりはなかった。小玉が自分に語らないなにかがあるのと同様に、自分にも小玉に語らないことがある。

　出会ったときから、死に至るまでの謝月枝のことを思い出す。

　──多分、彼女は自分の同志だった。この世で唯一の。

　自分とこのうえなく似ている歪ゆがみを抱えているという点で。それは小玉を慕う他の女──王太妃や李昭しよう儀ぎには見られないものだった。







　夜が近づいていた。

「さて、そろそろ行くか」

　文林は立ち上がる。これから紅霞宮に行くつもりだった。賢恭も立ち上がり、礼をとる。

「お見送りいたします」

「ご苦労……そうだ、湖西の後始末はこちらで手配する。お前はしばらく休め」

　ここから先のことは、さすがに文官の仕事である。わきまえているであろう賢恭は「御意」と言ってから、少し歯切れ悪く付け足した。

「……僭せん越えつながら」

「なんだ？」

「人選は慎重になさるべきかと」

　文林は軽く頷うなずいた。とはいえ動きほど軽く受け取っているわけではない。

「ああ、お前の危き惧ぐしていることはわかる」

　これからやることは、湖西に人員を送り込み、そこの行政の改善と金然一派のあぶりだし、歪んだ教育を受けた子どもたちの再教育など、どれもかなりの難物だ。しかも送り込んだ人間が、相手に取り込まれる恐れもある。そういう危険に対しても、先んじて手を打たねばならない。

　それに金然の手の者は、宮城の中にもいる。彼らもどうにかしなければ、小玉の身を脅かす。王太妃にはしばらく泳がせておくと言ったが、事態がこうなってしまった以上、早急に動かねばならない。そして動いた結果、発生するであろうしわ寄せについても手段を講じなくてはならなかった。




　本当に、どうでもよくないことは、山積みになっている。

　でも今は、小玉に会いに行く。




　　　　※




　さて仕事が山積みなのに、けなげにも妻のもとにやってきた文林に対し、やってきて早々小玉は文句を盛大にぶつけた。

「鴻でさえ成長してるのに、あんたはいったいなんなの？」

「お前な。むしろ幼児が成長するのは当然で、俺はもうとっくに成長は打ち止めになってるんだよ。年齢的に」

　だが、残念なことに、相手の発言のほうに理があった。だから責める方向を、ちょっと変えてみる。

「……あんた鴻の面倒見てないでしょ」

「俺なりに見たぞ」

「あんたなんかやったの？」

　梅花は「やってない」と言っていたのだが。しかし彼女の目にもとまらないくらいささやかであっても、この男がなにかしたのなら、それはそうとうなことである。

「お前からの文を一回だけ読んでやった。それから鴻がお前のことを『母后陛下』と呼べるように仕込んだ」

　鴻がいきなり高度な呼び方をしてきた原因を、小玉はここで初めて知った。

「……他は？」

「他は別に……ああ、俺のことを『父帝陛下』と呼べとも言ったな」

　小玉はゆっくりと目頭を押さえた。熱いものがこみ上げてくる。やったことがそれだけ……しかし、この男が息子になにかしてやったというだけで感動してしまうし、そんなことに感動してしまう自分が情けなくもある。

「難しい言い方ができるようになると、お前に褒めてもらえるぞって言ったら、はりきってた。一言褒めてやれ」

「もう褒めた。偉いね……」

　この男ではなく、鴻が。

　浮かぶ涙に込められた意味は、どこまでも複雑であった。小玉はつとめて話を変えることにする。

「あとさ、龍武軍のことなんだけど」

　新設の軍について。この話はぜひともしたかった。この後の展開が読めたのか、文林があきれ顔になる。

「お前は戻ってきて早々、文句しか言わないのな」

「文句言われるようなことしかしない男のせいだよ。その名は文林だよ。文林の『文』は文句の『文』だから」

　手ひどく罵ののしる小玉に、文林がなぜか感心した顔を向ける。

「お前、最近表現方法が豊かになってきたな……詩作の勉強再開するか？」

「嫌です。でも表現っていえば、あの名前どうにかなんないの？」

　小玉は力技で、話を自分の持って行きたい方向にねじ曲げた。文林が怪け訝げんそうな顔をする。

「名前なのか？」

「名前です」

　だって他の文句は、絶対に封殺されるってわかっているから。

「猛たけ々だけしすぎたか？」

「いやそういう話じゃないよ。かっこよすぎるって話。あんた名前負けって言葉、知ってる？」

　文林は得心した顔になる。というかこれは、最初から小玉がなにを言いたいかわかっていた顔だ、多分。

「ははあ、つまりもっと堅実な名前がいいと？」

「そういうことです」

「お前の堅実さって、大地に根ざしすぎなんだよ。『大根軍』とか『土ど豆とう軍』とかつけてみろ。所属する者の士気に関わるぞ」

　ちなみに「土豆」は、じゃがいものことである。

「……あんたなんで、あたしの改名候補知ってんの？」

　かすかな間を置いてから、小玉は問いかけた。自分の声がちょっと震えているのがわかる。読まれすぎていて怖い。

　そんな彼女に文林は淡々と、かつ大まじめに言う。

「あと今後、某将軍が落命したときに所属していた軍の名前は『土豆軍』──みたいな感じで正史に名を刻むようなことになったら、本人が浮かばれないうえに、王朝にとっても恥だからな」

「わかった……名前変えちゃ駄目だってことはわかった……」

　小玉はちょっとしょんぼりしながら、諦あきらめた。




　かくして、正論によって歴史が維持されるという、実に奇跡的な偉業を文林は成し遂げたのだった。




「さて、俺からも文句を言いたい」

「なに？」

　文林も文林で言いたいことがあったらしい。それにしても久しぶりの会話がお互いの文句だけなのに、この夫婦それなりに仲がいいのはなぜなのだろう。本人たちの認識からして、「自分たちはけっこううまくいっている」と思っているのだから、これも一種の夫婦にしかわからない機微なのだろう……お互い相手に思うことがあるのも事実だが。

「お前、無茶なことしたろ」

「別に単身乗り込んだりしてないわよ」

「それは論外だろ。そんなことをするような奴に軍事を任せておけるか」

「それもそうだ」

　小玉はそこについては、素直に納得した。

「俺が言っているのは、恨みを一身に浴びるようなことをした点だ」

「ああ、沈太監から聞いたの」

「つぶさにな」

　眉まゆ根ねを寄せる文林の顔が怖い。これはそうとう怒ってるとみた。だから小玉はしっかりと抗弁することにした。

「あんたって、ただでさえ各方面に恨まれてるから、分散したほうがいいと思ったのよ。それにあいつらは、敵であったとしても母親から子を奪うことを大罪とみなしている。最悪、鴻だけは標的から外れるんじゃないかなって思って」

　血縁関係がない母子関係まで適用されるかどうかはわからないが、金然が擬似的な母子関係を取り巻きたちと構築していた以上、大丈夫な可能性が高い。

　仮にそうでなかったとしたら……まあ、どのみちなんとかするしかないことではあったので、そこはもう腹をくくっている。

「なるほどな」

　文林は軽く息を吐いた。

「お前なりに考えあってのことか」

「うん。でもちょっと……」

　言葉を切ってうつむいた小玉に、文林が促す。

「『ちょっと』？」

「ちょっと……感情に流されたかった」

「そうか」

　それをいいとも悪いとも言わず、文林が小玉の肩をぽんぽんと叩たたいた。




　その感触に、ふと「終わった」と思った。

　実際はまだ色々と終わっていないのだが、なにか自分の中で区切りがついた──そんな思いが小玉の胸をよぎった。




　文林がふと、呟つぶやく。

「……お前、少しやせたな」

「そう？」

「苦労をかけたし、これからもかける」

「……うん」

　そこで謝らない彼を好ましいと思う。

「そういうわけで、龍武軍、今後ともよろしく頼む」

「あれ、そこに戻るの!?」

　今、ちょっと好ましくなくなった。

「ちなみに龍武軍の総括は、お前が動けないときは賢恭になるから、今後ともあいつとよく付き合え」

「……なんであんたそんなに嫌そうな顔してんの」

「気のせいだ」

　いや、死ぬほど嫌そうなその顔は、どれだけ視力が低下しても見間違いようがないと思うんだが。




　──なおこの龍武軍はあくまで皇帝直轄の軍であるという点は、従来の羽林軍と変わらない。しかし後世においても、皇后以下妃ひ嬪ひんが軍を率いるときは、伝統的にこの軍が動員されることとなる。







　積もる話はあるものの、夜も更けてきた。

「今日はとりあえずこれで寝るとするか」

「うん、そうだね。おやすみ」

　お互い口には出さないが、同じことを思っていた──文句だけで夫婦の会話が終始しなくてよかったなあと。

　そういうところはこの二人、案外似ている。

　ごそごそと布団に潜りながら、小玉は文林に明日あしたの予定を告げる。

「近々、明慧の家に行こうと思う」

「そうか、俺の分も祈っておいてくれ」

「うん」




　　　　※




「樹じゆ華か、久しぶり」

「おお娘じよう子し！　聞きましたぞ！　無事解決したそうですな！」

　明慧の家に行くと、喪服を着た樹華が豪快に出迎えてくれた。今回樹華が同行しなかったのは、喪中だからだ。

「妻であるならば、喪中であろうがなんであろうが同行しろ！　と一喝したかもしれませぬが、息子がおりますので……」

「ああ……誠せいくん、大丈夫？」

「だいぶ立ち直って参りました」

「そう……」

「やはり毎日の素振り千本が効いたようです」

「うーん……そうか、そうね」

　この男はすべての問題において、筋肉を適用するのが玉に瑕きずだが……いや、よそのご家庭の教育方針には口を出すまい。文林が王太妃に対して思ったことと同様の考え方を、小玉も持っていた。

　それに本当に効果があるのかもしれない。運動が鬱うつ屈くつした気分を発散するのは、ままあることだ。

「さ、こちらです」

　明慧の絵姿の前に通された。小玉はその前に置かれた長い線香を手にとって、火をつける。

　手を合わせて、心の中で言う。

　──解決したよ……それなりに、だけど。

　不完全燃焼の感もあるが、物事、すっぱりと明快に解決できることのほうが稀まれだ。

　ただ、一区切りがついた。

　昨日、文林と一緒に過ごして思ったことだ。だから、まずはそのことを伝えようと思った。

　本当は墓に行ってもよかった。しかしそこにあるのは、もはや腐りかけた明慧の肉と、骨だけだ。

　もし魂というものがあって、それが千里を走り、万里を駆けるとしたら、彼女はやっぱりここにいるのだろうと、小玉は絵姿を見ながら思う……そしてこの絵姿、明慧に似ていない。




　──なんというか……しゅっと細くて……若干？　いやすごく？　美化されているような……誰が描いたのこれ。




　どういう反応をすればいいんだろう。迷い始めた小玉に、樹華が絶妙な間合いで問いかけてくる。

「娘子、この絵姿についてどう思われますか？」

「はいっ!?」

　小玉の声が上ずった。

「どう……って」

　小玉は無意味にそわそわとしながら、絵姿と樹華を見比べた。こういう場合、どう答えればいいのか困る。美化されているから、「そっくりだね」と言ったほうがいいのだろうか。

「うーん……」

　逡しゆん巡じゆんする小玉。しかしその反応は、この場合において正しかったようだった。

「娘子もやはりいまひとつだと思われますか！　せっかくなので帝都でも評判の絵師に頼んだのですが、この絵師は筋肉の描き方がつたない！　せっかくの妻の筋肉が台無しで……！」

　どうやら樹華にとっては美化ではなく、劣化だったらしい。「そっくりだね」と言わないでよかったと、小玉は安あん堵どに胸をなで下ろした。

　そして評判の絵師とやらを、無難に擁護しておく。

「ほら……やっぱり見たことない人を描くのって、大変なんだと思うよ」

「なるほど……では妻をよく知る者に頼むべきでしたな」

　基本的に単純な樹華はあっさりと納得した。しかし明慧を知っていて絵が得意な者など……。




　──あ、文林。




　心当たりはあるが、一応皇帝陛下だ。頼むわけにもいかないだろう……この場合は快諾しそうだが。

　それにあいつ、人物画より風景画が得意だと言ってたしな……と、小玉は頭に浮かんだ候補を即座に消した。

「そういえば娘子。今日はこののち、蘭英殿がいらっしゃる予定です」

「あらそうなの？　じゃあこのままここにいていい？　彼女とも会いたくて」

「無論ですとも」

　なにをするでもなく、明慧の絵姿を眺めていると、やがて蘭英が現れた。小玉の姿を認めて、「あらあら」と口元をほころばせる。

「娘子、ご機嫌うるわしゅう」

「いい。それより明慧に」

「感謝いたします」

　そう言って蘭英も絵姿に向き合う。その出来についてどう思っているか、まったく態度に出さないあたりが、そつのないこの人らしい。あるいは、もう何度か通っていたのかもしれない。

　蘭英が祈る様子を樹華と二人して見守る。

「ままならないことですわね」

　蘭英がぽつりと呟いた。

「わたくしのほうが、先に逝くと思っていたのですが……わたくしよりずっと長生きしそうな人たちのほうが、いなくなってしまう……」

「蘭英殿」

　咎とがめるような樹華の声に、蘭英は「詮せんないことを申しました」と苦笑して、小玉に向き合った。

　少し表情を明るくして、小玉に話しかける。

「娘子、不肖の娘が大変な無礼を。先日はお土産を選んでくださったそうで……」

「ああ、いいのよ。時間あったから」

　小玉が押しとどめると、蘭英は「お慈悲に感謝申し上げます」と微笑んだ。

「とても立派な岩塩でしたわね。ちょうどよい大きさでしたから、下の娘が習字の際の文鎮として有効に活用しております」

　その活用法、なんか斬ざん新しんだな……と思ったところで、不意に小玉はなにかを察した。おそるおそる問いかける。

「あのさ蘭英さん、もしかしてなにかにちょっと怒ってる？」

「まあ」

　蘭英は否定も肯定もせず、うふふと笑うだけだった。小玉は近い将来に対して、ひそかに覚悟を決めることにした。やっぱり綵の成長の方向性について、なにかを言われるのだろうか。

　そして話を変えることにもした。

「そういえば、綵の彼氏なんだけど」

「あら、お眼鏡にかないましたか？」

　蘭英が笑みを深めた。

「悪くないとは思うけど、なんで彼なの？」

　端から見ていると思いの外相性はよさそうだが、他にもよさそうな男はいくらでもいるだろうに。

　基準はなんだろうと思ったが、蘭英の回答は意外なものだった。

「下の娘のためだそうです」

　下の娘。それは蘭英の亡き夫の隠し子……ということになっている女の子だ。小玉も少なからず知っている相手である。

「……どういうこと？」

「わたくし亡きあと、あの子を守ってあげられるのは綵だけです。息子は……なんというか、その、下の娘を可愛がってはいるものの夫似で……人はいい子なのですが……」

「ああ……うん、わかった」

　この女性が言葉を濁しているあたりで、だいたい察することができた。

「ありがとうございます。ですから綵は、下の娘のために自分自身が軍でそれなりに実権を握っていられる縁組みがいいと。他の家は皆、嫁いだら武官を辞めるようにと求めてくるところばかりで」

「それは……なんというか……」

　ご迷惑をおかけしますと、口に出したくても出せない現状である。そんな小玉に、蘭英はいたずらっぽく笑いかけた。

「まあ単純に、本人が結婚しても働き続けたいと希望しているというのもございますが。あの娘は明慧さんに憧あこがれてましたからね」

「そっか……」

　その後は二人無言で、明慧の絵姿を眺めた。

　横で話を聞いていた樹華が、目頭に手を当てている。なにやら感動したらしい。




　　　　※




　自分の宮に戻って、小玉は寝台に腰掛け一息ついた。

　疲れたな、と思った。

　やらなくてはならないことをすべてし終えたからか、自分が落ち着ける場所にいるからか……そのどちらでもあるのだろう。

　どうしようかな、と思った。このまま寝てもいい……そう思って目を閉じたところで、がばっと身を起こす。思い出したことがあった。

　小玉は寝台の下に手を突っ込む。一抱えほどの箱が手に触れた。

　それを引きずり出し、開ける。

　そして寝室の隅に置いておいた荷物から、一枚の布を取り出した……湖西で金然から買った布だ。




　──びりっ！




　箱の中から短刀を取り出し、布を真ん中から裂いた。そしてそれを箱の中に入れた。短刀も元に戻した。

　自分でもわけのわからないことをしている。そんな自覚はある。でもこの布は、この短刀で、真っ二つに裂いた状態でしまっておかなくてはならないと思ったのだ。

　小玉は箱の縁を指でなぞった。

　鍵かぎはかかっていない。かけてはいけないと思っている。いつでも取り出して見られるようにしないといけないのだと。

　この箱には、小玉の心の内奥が詰まっている。母の遺髪だったり、今使った明慧の形見の短剣だったり……色々。おおむねは痛みを伴うものだ。

　でも、心の中に詰まっているものは、痛みだけではないのだ。初めて鴻が字を書いた紙、初恋の人からもらった櫛くし、軍に入るときに兄嫁からもらった餞せん別べつ、そして……。

　小玉は聞き覚えのある足音が近づいているのに気づいて、ふと笑みをこぼした。箱の中からあるものを取り出す。

　振り返ると同時に、文林が部屋に入ってきた。

「ねえ、文林。これ覚えてる？」

「……お前、まだそれ持ってたのか」

　小玉が手にした物体を見て、文林は珍しく驚きと……照れを見せた。色が白いので、頰の赤みが目立つ。

「これ、なんでもらったんだっけ？」

「おい、お前が覚えてないのかよ！」




　──噓。ちゃんと覚えている。




　十年前に彼からもらった髪を結う紐ひもを、小玉はまた箱の中にしまった。

「結局、その紐使ったことあるのか？」

「あるよ。一回だけ」

「いつ？」

「あー……いつだっけ」

　小玉が小首をかしげると、文林は半ば愕がく然ぜんとした眼まな差ざしを向けてきた。

「それも覚えてないのか……？　お前、絶対老化始まってるだろ。そういえば四捨五入して四十か。年とったなあ」

「失礼な男だな！」

　そのことも覚えている。ただ言いたくないだけだ……彼の即位大典のときに、たった一度だけこの紐で髪を結ったことを。




　今となっては、感傷的だったなあと笑える過去である。




「ね、文林。ちょっと外に行こうか」

「ああ？　まあ別にいいが」

　ころりと話を変える小玉を胡う乱ろんな目で眺めるものの、文林は拒否しなかった。

　てくてくと歩く小玉の後ろについてきて……足を止めたところで、なにかを察した様子になった。たとえ文林が多少察しが悪い人間だったとしても、この場合は気づくだろう。小玉はふっと口元に笑みを浮かべた。

　そこは明慧が死んで宮に戻ったとき、小玉が寝転がっていた場所だった。

「座って」

「ああ」

　並んで座る。小玉は文林の肩にことりと頭を置いた。彼はなにも言わず、小玉にされるがままだった。

　見える景色が以前とまるで違う。木々は緑に溢あふれ、亀が相変わらず元気に泳いでいる。鳥の鳴く声が聞こえる。日差しが強い。




　夏だ。

　生命力に溢れる季節だ。

　明慧に一番似合っていた季節だ。




「夏が来たわね……」

「そうだな」

　小玉は、これが一回目だと心の奥底で呟つぶやく。明慧がいなくなって、一回目の夏が来たのだ。

　そして、目を閉じた。

　自分は何回目まで数えるのだろうか──何回目まで生きていられるのだろうか。

　そんなことを思う。答えのわからない疑問だ。けれども何回目の夏も、隣にこの男がいてくれるはずだった。




　──どうしてもやるせなくて、辛つらくて、寂しくて仕方がないときに、彼は黙って隣にいてくれる。

　それが、小玉の信じていることだ。




　信じるものは皆それぞれ違っていて、小玉にだって他の誰かと違う信じるものがある。それは理屈などではない。ただ「信じている」だけのことだ。

　なぜなら仮に誰かに否定されても、理路整然と論破されたとしても、それは小玉にとってひたすら愚直に「そうに違いない」と思い続けていられることだからだ。そういう自分であり続けるという確信がある。その点はきっと、金然やその一派と変わりがないのだろう。

　しかし小玉は、自分が「信じている」ことを、口に出そうとは思わない。

　なぜなら彼は、小玉があえて言わなくても、彼女が「信じている」とおりのかたちで、側にいてくれているのだから……これからもずっと。

　文林の腕が小玉の肩に回った。ぐっと引き寄せられる。

「……暑いな」

「……暑いわね」

　そう言いながらも、お互い離れようとしなかった。小玉はそっと目を閉じた。

　まぶたの裏に、明慧の姿が浮かぶ。後ろ姿だ。

　とても頼もしかった背中。それが遠ざかっていくのが見えた。

　小玉は彼女に手を伸ばそうとしなかった。名残惜しさ、慕わしさという明慧を求める感情は、今でも強く持っている。しかし、もはや明慧は追うべき存在ではなかった……いや、追ってはならない存在だった。




　改めて、終わったのだ、と思った。




　一つの時代が終わった……自分と、文林との中で。

　彼もきっと同じことを思っているはずだ。それは事態の完全な解決とはまったく別の事柄で、限りなく心情的なものであった。

　──終わった。だから。

　小玉は目を開いた。当然であるが、目に入るものは先ほどと同じ光景である。しかし眺める自分自身の心構えが、変わっているのを感じた。




　──始めなくちゃならない。この男と一緒に。




　なにを始めるのかはまだわからないにしても、そのことだけはわかっていた。







　　　あとがき







　第三・第四幕の構想を練る際、ぼんやりとテーマにしたのは、「悪の凡庸さ」です。思想家アーレントの言葉で、真の悪は平凡な人の中にあるのだということです。私はこれを知ったとき、「小しよう玉ぎよくはこれに気づき一人戦せん慄りつするだろう」と思いました。

　今回小玉が「凡庸な悪」に対して選んだ解決法は、最善ではないでしょう。思慮は浅くないですが、直感的な面のほうが強いので、彼女は深い思索には不向きです。ただ今回小玉は、自身にとっての最善策を取りました。それがどのような結果になるか、これからもご覧いただければ幸いです。

　また文ぶん林りんは今回、あまり登場しないのに外道レベルが上がりました。本人が大嫌いな実父に似てきた気がします。そんな彼を楽しんでいただける方が、いればいいなあと思います。少し触れた例の彼女との因縁も、本編ではなく『カクヨム』で連載中の外伝で明らかにできたらと思います。まだ文林、登場すらしてませんが。
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